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一話　嗚あ呼あ！　愛のすれちがい!!





　しとしとしと……と、雨が降る。

　教室の窓の外に、灰黄色の不気味な雲が墨を流したようにたれこめている。すべてを腐らせるような、梅雨の雨が降り続けている。

　衣がえのあとだというのに、春はる紗しや学園高等部一年二組、新あら木き陣じんは長なが袖そでの制服を着て、顔じゅうにびっしり汗をかいていた。両親ともに考古学者であり、自らも考古学に造ぞう詣けいの深い彼は、休み時間の教室で、いつもは無口に楔くさび形がた文字関係の本を読みふけっている……のだが、今日は一通の手紙を読んでいた。

　便せんも封筒も薄くてざらざらとし、端が黄ばんだ安物の紙が使われている。同封されていた一枚の写真には、金属の板を丸めたものにびっしりと文字が書かれた「金属の巻物」が写っている。陣は、厳しい顔つきで考えこんでいた。

（わからない……。親父おやじが送ってきた、この手紙。調査中の遺跡から出土した銅の巻物カツパースクロール……偶然にも俺おれが親父に聞きたかった聖櫃の妖魔アークダイモンの手がかりが刻まれているようなのに、字は読めるが解読ができない。親父おやじに意見を聞ければいいんだが、親父たちがいるのは郵便も携帯の電波も届かない、中近東の渓谷地帯だからな。俺おれがここ数ヶ月送った手紙も、恐らく届いちゃいないだろうな……）

「Ｙｏ陣ヨーじん、どうしたＹｏ！」

　浮かれた口調で、宇う多た田だ夕ゆう也やが後ろから陣の手紙をのぞきこんでくる。先日、陣たちといっしょに出場した軽音楽コンクールで優勝してから、少々図に乗っているらしい。ちなみに担当楽器は「エアギター」である。それ楽器じゃない、とかいうツッコミは無しで。

「よう、図ず乗のりちゃん」

「この天才ミュージッシャンに、いきなりな仇あだ名なだな、Ｈｏホー！」

　夕也はいちいち変なポージングをしながらしゃべる。陣は深いため息をついた。

「俺は集中したいんだ。声をかけるな」

「何だよ、寮の部屋でもずーっとその手紙ばっか見てるじゃんか、Ｙｏ！　それ親からの手紙だろ、何か心配なことでもあったかＹｏ？　何でもこの俺に相談しろＹｏ！」

「その語尾のローマ字が、ぜんぜん説得力無いんだがな」

「Ｈｏ！　こう見えても俺は、友情にはアツいたちなんだぜＹｏ！　いつも一いつ匹ぴき狼おおかみでクール気取ってるおまえはそうでもないかもしれないけどＹｏ、どーしようもなくなったときにけっこう友情ってありがたいもんなんだぜＹｏ！　俺も軽音楽コンクールでどーしようもなくなったときに、おまえや座ざ堂どうや毒どく呂ろが手伝ってくれて思いっきり助かったからなＯｈＹｅａｈオーイエー！」

　夕也に言われて、陣は少しばかりとまどった。

「お、おまえ、友情とか平気で口にするなよ、恥ずかしいやつだな。軽音楽コンクールを手伝ったのは、成り行きというやつで、俺は別に……」

「成り行きでもなんでも、俺が感謝してるのはほんとだＹｏ！　だから何か困ったことがあったらなんでも俺に相談しろＹｏ、俺はかならず借りは返すぜＹｏ！　どんな面倒なことでもヤバいことでも、命かけておまえの味方になってやる、それが友情Ｈｏ！」

　語尾が変だし、そのたびに取るラッパー風のポーズもどう見ても幽霊の手っぽくて妙だが、でも言っていることは陣の胸にビンビンひびく。高校生になるまで、夕也のようにアツい友達はいなかったので、陣はまだいまいち慣れていない。昔の陣だと、そういうアツさはウザいと感じていたかもしれない、けれど……最近、そうでもない。

（夕也とか座堂とか、俺のまわりにひっつき回る友達が増えて、鍛えられてきたのかな）

　不覚にも、陣は心の中にホンワカしたものを感じてしまう。だが夕也は、いきなり陣の頭を両手でガシッとつかんで、廊下のほうを向かせた。

「おい陣！　楔くさび形がた文字ばっかじゃなくて、あっちをちょっと見てみろＹｏヨー！」

　陣の首は、明らかに人間の首が回転する以上の角度でグリリッと回る。

（前言撤回……やっぱり、今なおウザく感じる）

　陣じんは顔をゆがめる。廊下には、女子たちが数十人も密集して、教室の中をのぞきこんでいた。陣たちが軽音楽コンクールで優勝したせいだろうか……今まで夕ゆう也やを「軽音楽部」というひびきだけで追いかけていた中等部の女子だけでなく、上級生までもが、

「ほらほら、あの子よ！　すっごいかわいい！」

　と、廊下から陣たちを指さしている。夕也は、陣の頭からパッと手を離した。

「いやー、そろそろ来るかなと思ってたんだよなぁー。今朝、副会長が生徒会室の前に軽音楽コンクールのこと書いた壁新聞を貼はりだしてたから！　Ｙｏヨー！」

　夕也はますます図に乗って、どこから出したのかバラの花を一輪、くちびるにくわえて流し目をくれた。

「ボンジュール、上級生のお姉さまがた。男にかわいいは禁句ですよ……。この宇う多た田だ夕也、呼ばれるならそう、セクスィー……と呼んでいただきたい。モナム～」

「さっきまでＹｏＹｏ言ってたくせに、キャラが一定してないぞ」

「うるせー、俺おれの人気がねたましいんだろ。ルームメイトの成功をすなおに喜べよな！」

　夕也が、陣にヘッドロックをかます。

（いや、「俺の人気」って……たしか軽音楽コンクールは、俺もいっしょに出場したはずなのだが……）

　ヘッドロックをかまされたひょうしに、陣の手から写真がぱらりと落ちた。

「あ……」

　陣が手をのばす。その写真を、白魚のような指がスッ……と、拾いあげた。

「落としましたよ、新あら木きくん」

　にこり、と彼女は花のかんばせにほほえみをうかべる。うつむいたときに、サラサラした長い髪が彼女の顔にかかった。それを白い指でかきあげるしぐさは、まるでハープの弦をかき鳴らしているかのように優雅だ。

　彼女の名は、座ざ堂どうシエラ……どこを取っても一点のくもりもない、かわいく優しく上品で美しい、大富豪のお嬢様である。ただし「陣以外の人間にとっては」、だが。

（あいかわらず、見事な猫っかぶりぶりぶりだな……）

　陣は力の無い目でシエラを見つめる。でもシエラは、鉄壁のほほえみをビクとも崩さない。彼女が携帯電話につけているこんな顔の陶製のマスコット人形……陶器のゴーレムで「陶トーレム」が、プラプラと揺れている。とたんに、廊下からキャーッと黄色い歓声があがった。

「ほらっ、あの娘こ！　座堂さんよ、かわいいー！」

「壁新聞の写真よりずっときれいね。髪サラサラだし、ほっそーい！」

「あの携帯のもかわいーい！　ゆるキャラ使いセンスいい！」

「あ……座ざ堂どうだったんですかそうですか」

　夕ゆう也やはガックリして、肩を落とす。座堂シエラは軽音楽コンクールの時、夕也のかわりに急きゆう遽きよ、ヴォーカルとして活躍した。もともと学園の人気者だったシエラだったが、お嬢様である彼女がメイド服で歌うという新鮮さ、お嬢様なのに友達のために軽音楽などといった不良っぽい音楽を手伝ってあげたという友達思いの優しさから、それまで何となく食わず嫌いだった層も取りこみ、今や学園中で彼女に注目していない者はないほどだ。

　シエラは陣じんに写真を手渡し、優美にほほえみかける。

「はい、どうぞ。ところで……どうして、衣がえもすんだのに長なが袖そでを？　風邪か何か？」

「あ、いや。別に……趣味だから、気にしないでくれ」

「ノノノノノン！　座堂、聞いてくれ、こいつのていたらくを！」

　落ちこんでいたはずの夕也が飛びおきて、シエラにうったえかけた。

「こいつ、夏服を洗濯し忘れて着る服が無くなったのさ！　笑ってやってくれたまえ！」

「よ、よけいなこと言うな、夕也！」

　陣は夕也をにらむ。夕也はにやにやと笑った。

「へっへーん、そのへんの女の子百人より座堂一人のほうがレベル高いからな！　俺おれは方針転換することにした、座堂一本で行く、ライバルは消す！」

「いろいろ勘違いしているようだが……」

　陣はもごもごと、ことばをにごした。

（違うんだ、よけいなこと言うなって言ったのは、夕也への嫉しつ妬ととかじゃなくてだな……座堂に用事を作っちゃいけないから、なんだよっっっ！）

　陣はひたいを押さえて、おそるおそるシエラに目を向ける。

　にこっ、とシエラはほほえんだ。光りかがやく、純じゆん粋すい無む垢くな天使のほほえみ……その背中に黒い翼がパタパタと喜ぶようにはばたいているのが見えるのは、陣の被害妄想なのか。

（ああダメだ。来る、ぜったい来るっ！）

　陣は、頭をかかえた。



　シエラを見物しにきた生徒たちが廊下にあふれかえっているのを、二年生の氷ひ室むろ江え利り子こは面白くない気持ちで眺めていた。

　江利子は生徒会副会長だ。額を出したボブカットとメガネが、知的で気丈な雰囲気を強調している。

（座堂シエラ……！　猫っかぶりの尻尾しつぽをつかんで、スキャンダルをあばいてやろうと盗撮していたのに、まさかその写真が壁新聞で大好評だなんて！　しかも……）

　下くちびるをきゅっと噛かみしめ、プルプル震えている江利子のもとに、中等部一年生の弟・啓けい太たが走ってきた。



    

  
    
      



    

  
    
      「お姉ちゃんお姉ちゃん！　また壁新聞の写真が盗まれてたよ、プリントアウトして貼はりなおしておいたけどキリがないよ」

「また～？」

　江え利り子この眉まゆがピクッとつりあがる。啓けい太たは姉に似ず、おとなしそうで小柄な少年だ。ほおを赤らめ、うっとりしながら語る。

「まあでも気持ちはわかるから、責めにくいけどね。あの写真のメイド服の座ざ堂どう先輩、ほんとにかわいかったもの……。何ていうのか、花泥棒は罪じゃないみたいな感じ？　座堂先輩ってほんと、可か憐れんで上品でそれでいてゴージャスな花みたいだもの」

「ええそうね、同感同感」

「お姉ちゃん、どうしてセリフに抑揚がないの？」

「そ……それはその気のせいよっ、ホホホ♪」

　江利子はあわてて笑い、ごまかす。でも、心の中はめらめらと燃えあがっていた。

（あの猫っかぶり！　会長のみならず、わたしのかわいい弟までたらしこむとは、何という「悪女」なのかしら！　いえむしろ「魔女」！）

　正解は「ランプの魔神」なので、江利子のカンもいいところまで行っている。ちなみに硬派で鳴らしている生徒会長の近衛このえ右う京きようも、こっそりシエラにあこがれていることを江利子だけは女のカンで気づいている。

（啓けい太たがこれ以上たぶらかされる前に、一刻も早くあの猫っかぶりの化けの皮をはいでやらなくては！　どうすればいい？）

　江え利り子こは神経質に、親指の爪つめをカリリとかみながら考える。

　女人禁制の男子寮「橘たちばな寮」で、陣じんは夕ゆう也やと同じ部屋に入っている。寮長は右う京きよう。啓太も実家を離れ、ここで寮生活を送っている。そして、江利子が追っているシエラの最大のスキャンダルとは、彼女が陣の部屋にたびたび忍びこんでいる……ということなのだ。

（今まで学校では接点を見せなかった二人だけども、軽音楽コンクールでいっしょに音楽室で練習をしたりして、少し接点が見えてきたわ。何とかしてそこをつき、座ざ堂どうシエラが新あら木き陣と不純異性交遊をしているという事実を会長に提出！　ショックにくれる会長と啓太をわたしが慰めて、全すべて完かん璧ぺき……というわけよ！）

　ぐっ、と江利子はこぶしを握る。盗撮のために、彼女は苦学生ならではのアルバイト経験を生かし、遠くから望遠レンズでの撮影を行ってきた。だが、なかなか決定的瞬間をつかめない。そこがネックだったのだが……。

（そうだわ！　寮にいる啓太を、遠隔操作すればいいのよ。どうして今まで気づかなかったのかしら……ふふふふふ……！）

「お姉ちゃん、壁にむかって何をほくそえんでいるの？」

　啓太が不安そうに、姉の背を見つめている。くるっ、と江利子は振りかえり、優しく目を細めて猫なで声で言った。

「いえ、何でもないのよ？　それより啓太、お姉ちゃん大事な連絡をするかもしれないから、携帯電話はちゃんと携帯しておきなさいね。あんたって、いつもカバンの中に入れっぱなしにしてるでしょ？」

「大事な連絡って何？」

「その時のお楽しみよ……ふふふ腐ふ」

　心にうずまく邪悪な策略が、江利子の笑い声を一部腐らせた。

（座堂シエラ、今度こそわたしの勝ちよっ、チェックアウトよォォォォ～ッッッ！）

　小さいオがいっぱいついているようだが気にしない。あと「王手」はチェックアウトではなくチェックメイトだが、それも気にしない。今度こそいける、という絶対的な自信が、江利子の胸の中でめらめらと燃えあがっていた。そんな姉の姿を、啓太はいぶかるようにながめながら、近づきにくいオーラを感じて後ずさる。

「きゃ！」

　廊下の角で、誰だれかにぶつかった。おっと、と啓太は振りかえる。中等部の制服を着た少女が、床に落としてしまった白い紙の箱を、あわてて拾っている。

「ご、ごめん……あれっ、きみは？」

　少女を指さして、啓太はすっとんきょうな声をあげた。一年三組の香か住すみ愛あい花か……陣の幼なじみの女の子である。ちびっこくて小学生にしか見えない愛あい花かが、どんぐりまなこをきょろりんと上げた。

「あっ……一組の！」

「おぼえてた？」

　啓けい太たは、何だかうれしくなった。愛花と知りあったのは、彼女が男子寮にしのびこんだとき。かわいいな、とは漠然と思っていたけれど、陣じんのことを追いかけているようすだったので、それ以上考えないようにしていたのだが……。

「えっと……待ってね、名前思いだすから」

　愛花は両手の人差し指を頭に当てて、む～っと念を集中する。

「シスコンじゃなくて……生徒会長の腰ぎんちゃくじゃなくて……あっ、思いだした、志し村むらけん太たくん♪」

「そのケンカ、買ったほうがいいのかな♪」

　たしかに語感は似ているが、くれぐれも正解は氷ひ室むろ啓太である。愛花はほっぺたに人差し指を当てて、うーんと本気で考えこんだ。

「ちょっと違ってた？　……あ、もしかして、高たか木ぎブー太たくん♪」

「ドリフ大好きなんだね♪　あと、そっちの方向でちょっと違うわけじゃないから。氷室啓太だよ、氷室啓太」

「啓太くん？　……あっ、思いだした、谷たに啓けいの啓ね！」

「ねえ香か住すみさん、ちょっとだけコミックバンドから離れてみる練習をしようか？」

　啓太は慈愛に満ちたほほえみをうかべ、愛花の両肩にそっと手を置く。

「で、谷くん」

「氷室だよ♪」

「えっとねぇ。氷室くんのせいで、お兄ちゃんにあげる予定のシュークリームがつぶれちゃったんだけど♪」

　あどけない笑顔をうかべる愛花の口もとが、引きつっている。彼女が拾いあげた白い紙の箱はむざんにつぶれ、中から黄色いクリームがヌメタァ～としみだしていた。

「あっ……ご、ごめん」

　啓太はうろたえた。そんな啓太を愛花は上目づかいにじーっと見つめていたが、いたずらっぽく、大きな目をきょろりんと動かして、へへっと笑う。

「ごめんね。実は、お兄ちゃんにあげる予定っていうのは、うそ」

「うそ？」

「氷室くんに会いに行ったら教室にいなかったから、追っかけてきたの。これはＴｏトウー氷室くんだよ。自分用のを自分でつぶしちゃったんだから、まあ自業自得ってとこかな？」

「四字熟語の使いかたがちょっとちがう気がするけど、っていうか、えっ……ぼくにこれくれるの？」

　啓けい太たはクリームがはみだした紙箱を受け取り、信じられないように高速まばたきする。

　愛あい花かは両手を背中で組み、恥じらうようにＸ脚で立って、こくんとうなずいた。

「愛花が寮でつかまったとき、いろいろ迷惑かけちゃったから」

「え……で、でも、新あら木き先輩には？」

「シュークリームって、ふくらませるのがけっこう難しくて成功しにくいんだよ。家庭科部できのう作ったんだけど、これだけしか成功しなくて……お兄ちゃんには、こんな量じゃ足りないもん。食べたらかえって、おなかがすくって怒られちゃうよ」

「いや、これ持った感じ二キロぐらいあるよね？」

「お兄ちゃんには、こんな量じゃ足りないもん♪」

「さわやかなほほえみだね、香か住すみさん」

　啓太は、ずっしりと重い箱を持ちながら、嫌な感じの疲れに襲われた。

「でも、ま……そういうことなら、ありがたくもらっておくけど。どうして、今ごろ？　寮に忍びこんだのって、ゴールデンウィーク前じゃなかった？」

「てへ」

「かわいく笑ってるけど、どうしてこんなに心がざわつくんだろう」

「ずーっと失敗してて、やっときのう成功したの」

「えっとね……成功までに、一ヶ月半ほどかかってるよね？」

「というわけで、食べてね♪　じゃーね！」

　愛花は手を振り、ぱたぱたっと去っていく。啓太が、あっけにとられて見送っている前で一度、ずでっとこけた。てへへっ、と恥ずかしそうに笑いながら立ちあがる。立ちあがったときにスカートの後ろを靴で踏んづけ、今度はすってーんと尻しりもちをついた。

「……香住さん……って……」

　啓太はジト汗をかきながら、天下無敵のどじっこ・愛花のようすを見ている。

（さっきから一歩も進んでないように見えるんだけど……あれで、教室までたどりつけるんだろうか？　それとも彼女は実は、敬けい虔けんなラマ教徒で、五ご体たい投とう地ち礼れいをしながら聖地ラサを目指している……って、んなこたぁーない！）

　自分で自分に無言ツッコミを入れる啓太。ちなみに五体投地礼とは、聖地に足で歩いて行くのは無礼と考え、全身を地面に投げ出しては立ち、投げ出しては立って進んでいくラマ教の巡礼の方法である。

　愛花は、ある意味五体投地礼よりも過酷なすっ転びっぷりを披露しながら、てへへっ、とふたたび恥ずかしそうに、立ちあがる。すると……靴で踏んづけたときにスカートのホックがちぎれて、立った瞬間にスカートがすとーんと落ち、愛花の、ちょっとＯ脚気味でふとももからふくらはぎまでまっすぐ同じ太さの足がむきだしになった。白い靴下にはいちごのワンポイントがついているが、パンツもおそろいのいちご柄だ。

（どっきゅーん！）

　啓けい太たの胸に、そんな音がひびいた。銃声ではない。胸キュンのきゅーんに弩ど級きゆう戦艦の弩がついて、漢字カタカナ交じりで書くと「弩キューン」、すなわち超胸キュン状態。

「きゃん！」

　愛あい花かはあわててスカートを上げ、逃げるようにアセアセと去っていく。一瞬だったから誰だれも見ていなかったはず、と彼女は思っていた、けれど……未来を見つめる少年の凛りんとしたまなこには、熱き血潮のごとく、あるいは燃えあがる夕ゆう陽ひのごとく赤い、いちごぱんつが焼きついていた。

　けっして「パンティー」ではない。それは布が少なく、なおかつレースがひらひらとついた、軽けい佻ちよう浮ふ薄はくで華美なる下ばきを連想させる。かといって「ショーツ」でもない。それは全く無駄な装飾を排除し、機能のみを追求し、体に完全にフィットしたスポーティな下ばきの名称である。

　パンツとは、平面的なテープ状のゴムではなく、袋縫いにしたところにゴムひもを通すことで、微妙にギャザーを寄せ、芸術的なシワをかもしだす人類の至宝。華美なレースは使わず、しかし機能のみとサバけもせず、ほんのちょっぴり大人の階段に足を踏みだそうとする少女の未来へのあこがれを余すところなく表現している、へその下あたりに配された小さなリボンの飾り。そして、いちごやヒヨコなど、キュートこの上ない柄。パンティーをもショーツをも凌りよう駕がする最強無敵の存在。それこそがパンツなのである。



    

  
    
      



    

  
    
      （パンツ……おパンツ……香か住すみさんのいちごぱんつ……）

　真っ赤ないちごが、啓けい太たの頭の中をぐるぐる飛びまわる。啓太の心臓は早鐘のように打ち、真っ赤な鼻血が怒ど涛とうのように鼻び腔こうよりあふれだす。その血と、箱からしみだしたカスタードクリームが混じりあうと、何か反応して塩素ガスが出はじめた。

（そうそう。混ぜたら塩素ガスが出るよね）

　混ぜたら塩素ガスが出るということは、そもそもそれはまともなカスタードクリームではないのではないか、という疑問を啓太は持つべきだったのだが、頭の中がいちごでいっぱいになってしまっている今の啓太には、冷静な考えができない。

（香住さんのシュークリーム……いちごぱんつのシュークリーム……僕のためにわざわざ作ってくれたシュークリーム……）

　愛あい花かが家庭科部で破壊魔の名をほしいままにしていることを、啓太は知らない。ただ胸を熱くして、シュークリーム、と彼が信じているそれを、鼻血とともに、ひしっと胸に抱きしめるのだった。



　さて、陣じんは激しい雨が降りしきる中、寮の部屋にもどった。

　夕ゆう也やがシエラにチクったように、半はん袖そでの制服が学習イスの背に何枚も引っかけられたままになっている。ふーっ、と陣はため息をついた。

（来るなぁ。これは絶対に、来るなぁ……）

「陣、俺おれちょっと出てくるわ。ダイバーダウンって喫茶店で、毒どく呂ろと待ちあわせてんだ」

　私服に着替えた夕也が、部屋を出ようとする。陣はその腕をつかみ、引きとめた。

「待て！　俺を一人にするな！」

「寂しんぼさんだなぁ。ほら、これを俺だと思って大事にしろ」

　夕也が陣の頭に、ウサミミバンドをぱこっとはめる。陣は、思わずそれをはぎ取った。

「何だこれは！」

「百円ショップで売ってるんだ。ちょっとオシャレな小物とか売ってるとこ、秘密なんだけど陣にだけ教えてやろうか」

「それより、どうしておまえがこんなものを持っているのかを教えてほしい。何か良からぬことに使う予定なら、何でも相談に乗るから、思いとどまれ。俺たち親友だろ？」

「慈愛に満ちた目で見るなよ。俺たちラブラブドリームスあらためプリティプリンセス＆サーバンツ、略してプリプリのステージ衣装としてこれをはめたらどうかなと思って、人数分買ってきたんだよ」

「却下」

「少しは話し合おうっていう態度を見せろよな。男は蝶ちようネクタイの執事服にウサミミってプレイボーイのマークのうさぎみたいでカッコいいし、女はそりゃーもうウサミミメイドなんて爆裂かわいいしさ。いや毒どく呂ろはともかく、ウサミミメイドの座ざ堂どう……想像するだけで血糖値が上がってくるじゃあーりませんか！」

「それ、甘いものを食べすぎると俺おれもよくそうなる」

「歌も『ラブラブラビット』だろ。ラブラブラビットぴょん、な座堂！　これは何としても今日、毒呂と次のライブの話を固めねばなるまい。ウサミミ座堂を見るためだけに！」

「夕ゆう也や、軽音楽部なんだからまずは音楽のことを考えろ。っていうか……毒呂との待ちあわせ、キャンセルできないか？　おまえがいなくなると、あいつが来るんだ」

「怖いこと聞いたな。俺がいなくなると何か来るような部屋に、あまりいたくないね」

「おまえ、さっき教室で『俺は友情にはなんたらかんたら』って言ってなかったか？」

「おまえも友達だけど、毒呂も友達。つまり俺は今日、先約で毒呂に呼びだしくらってるから、だめなんだわ。おまえも知ってるだろ、あいつの毒舌」

　毒呂説せつ子こは十三組、キーボード担当。大の男が裸足はだしで逃げ出し、便所に隠れてシクシク泣くような毒舌を平気で振るう危険人物であるが、いちおう、軽音楽部と夕也を支えている、つもりらしい。

「気持ちはわかるが、俺の気持ちもわかれ」

「そのことば、まんまおまえに返しますから。じゃ、行ってくるよ」

　と、夕也はあっさり陣じんを見捨てて、出ていってしまった。

　一人、ぽつんと残された部屋の中に、激しい雨の音だけがひびく。その雑然とした静寂を切り裂いて、陣の携帯電話が鳴った。画面にはマーク。シエラからの発信だ。

『邪魔者はいなくなったようね、庶民！　わかってるでしょうけど、ちゃっちゃと呼びだしなさいよねっ』

「何なんだ、プキューって……。まだ以前ののほうが、流れが理解できたんだが……」

　陣はため息をつきながら、つねにカバンに入れて持ち歩いている金色のランプを取りだした。考古学者である陣の両親の持ち物の中から出てきたランプ……そして、陣の鎖骨の上に埋まっていたソロモンの指ゆび環わ。指環をはめてランプをこすれば、シエラが現れるわけ、なのだが……。陣は指環をはめたものの、散らかった部屋の中をぐるりと見まわし、ためらって、ランプをひざの上に下ろした。

（……やっぱりやめた。呼びださなかったら思いっきり罵ば倒とうされるだろうが、こんなとっ散らかった部屋に呼びだしたら、当社比三倍ほど罵倒されそうだ……）

　だが。ひざの上にランプが置かれた瞬間、「プチュン」という、小さなくしゃみのような詰まった音が聞こえて、ランプが陣じんの手の中でおどった。

「わっ？　おっとと……！」

　陣はあわてて立ち上がり、手の中から落ちかけたランプを両手でキャッチする。そのひょうしに、陣の指ゆび環わにランプが、わずかに当たった。次の瞬間、陣の腕にわずかな重みが加わった。

　紫色の煙と金色の小さな星に包まれてそこにいるのは、メイド服にニーソックス、ヘッドドレス姿のシエラである。

『ぷっきゅー！』

　シエラの肩の上で、トーレムがはねる。人の前ではマスコットに徹していたので、自由の身になってのびのびしているようすだ。

　陣は驚いて、腕の中のシエラに信じられないような目を向けた。何に驚いたのかというと……あまりに軽くて、ほとんど腕に負荷を感じなかったからだ。

（な、何キロなんだ、こいつ……？　ぜったい四十キロ無いぞ？　もっと食ったほうがいいんじゃないのか？　金持ちなんだから、ステーキとかフォアグラとか、高カロリーでうまいものをたくさん食えるだろうが。いくら親父おやじがランプの魔神じゃなくなっても、食費ぐらいまだ残ってるだろ？　ステーキやフォアグラが無理なら、お米のおにぎりでいいじゃないか！　具が焼きタラコなら、なおさらいいじゃないか！）

　自分をじーっと見つめたまま固まっている陣を見て、シエラは顔を赤くする。彼の腕の中にすっぽりとお姫様抱っこされているのも、ちょっと心地よくて、それがかえって気恥ずかしい。真っ赤な顔で、シエラは陣をにらんだ。

「なっ、何をじっと見つめてるのよっ！」

　シエラは強がってどなるが、その実は胸がドキドキして、心臓が止まりそうだった。

（な、何だか今わたし、お姫様みたいじゃない。庶民って、真剣な顔をすると二割増し……なのよね。ど、どうしよう、こんな真剣にわたしを見つめるなんて、もしかして、わたしに告白するつもりなんじゃない？　だめよそんな急に、まだ気持ちの準備が……）

　シエラははねっ返るように……でも、いくぶんかの期待を込めて、陣にかみついた。

「人をじろじろ見るなんて失礼じゃないのよっ……な、何か言いたいことでも、あるわけっ？　言いたいことがあるなら言いなさいよっ、遠慮は要らないから、さあさあ！」

「では、お言葉に甘えて」

　コホン、と陣は咳せきばらいをする。陣の腕の中で、シエラはぴくんと体をこわばらせる。

「からし明めん太たい子こって焼かないよな」

　真剣な表情でたずねた陣の質問に、シエラは生ぬるい笑顔をうかべた。

「ええ。焼きたいときは、せいぜい表面を軽くあぶるていどね」

「そうだよな。タラコとからし明太子のあいだには、越えられない壁があるんだな」

「あのね、庶民……ギャグもあまりにアクロバティックすぎると、誰だれもついてこられなくなるわよ？　もう少し、ギャグとギャグの間のステップを細かく埋めていきましょ？」

　シエラは硬いほほえみをうかべ、陣じんをいさめる。彼女の肩の上で、トーレムは陣の話の飛躍にさっぱりついていけず、頭が振り回されてこんな顔になっている。

「おまえの顔は説明しやすくていいな、トーレム」

　シエラのことばをスルーして、陣は彼女の肩の上にいるトーレムに声をかける。悪気はなかったのだが……その行動が、シエラの逆げき鱗りんにふれた。

「こっ、このわたしが腕の中にいる状態で、よくトーレムのほうに注意をむけられるわねっ！　わたし＜∧＜∧＜∧＜∧土人形、ってことっ？　粘土板に刻まれた楔くさび形がた文字大好きっ子だから、やわらかい生身の女の子より粘土人形のほうが好みなのねそうなのね！」

「確かに楔形文字は好きだが、いったい何を怒ってるんだ。俺おれにどうしろと？」

「べっ、別にあなたなんかに何も期待してないわよっ！　そうよ、最初っから何も期待なんか、してなかったんだからねっ！」

「あいかわらず、いきなり怒るやつだなあ」

「あなたが鈍感すぎるからでしょっ！　いいから下ろしなさいってば、庶民のバカバカ、大っ嫌いなんだから！」

　シエラはぷんすか怒りながら、陣の腕の中で手足をじたばたさせて暴れる。落としそうになって、陣はあわててひざをつく。

「おいこらやめろっ、危ないだろ！　おまえは遡そ上じよう中の鮭さけか！」

「タラコは鱈たらの卵、イクラは鮭の卵。ではキャビアは何のたーまごだっ？」

「格差社会を見せつけるようなクイズはやめろ」

　陣の腕から降りたシエラは、スカートのすそを両手でつかみ、ぱんっと引っぱってシワをのばす。なお、キャビアはチョウザメの卵である。

「もうっ、シワになっちゃったじゃない。わたしを呼びだすときは、ランプの位置に気をつけなさいよね」

「いや、呼びだす気はなかったんだが、うっかりランプを落としかけて偶発的に……」

「呼びだす気がなかったですってっ？　わたしがわざわざの顔文字まで考えてメールを打ったのに、命令されたら迅速にしたがってはどうなのっ？」

　シエラは腰に手を当て、ぷんすか怒っている。陣は、生あたたかい笑顔をうかべた。

「座ざ堂どう、さっきのキャビアのクイズのお返しに、俺もクイズを出してあげよう」

「この座堂シエラ、森羅万象何でも答えてあげるわよ？」

　シエラは胸に手を当て、根拠の無い絶大なる自信に胸をはる。陣は人差し指をぴんっと立てて、問いかけた。

「おまえが俺に呼びだされるのは、何のたーめだっ？」

「それ、今までに百万回ぐらい言ってるのにまだ覚えてないの？　いいかげん覚えなさいよねっ、わたしが一人前のランプの魔神になって座ざ堂どう家を復興するために、ご主人様であるあなたに仕えて感謝されて、感謝ゲージを上げることでレベルアップしていくためよ。わかったっ？」

「いいこと言った。俺おれは『ごマ主ス人タ様ー』で、おまえは俺に『仕える』立場、なんだよな？」

「わかってるんだったら、呼びだせっていうわたしの命令に、もうちょっと迅速に従いなさいよねっ！」

「惜しいなあ。最後の一歩のところで、認識がずれるんだな」

　ちなみに正解は当然、「シエラが陣じんに、ランプの精として使われるため」である。でもこのことは、二人だけの秘密。シエラが陣の役に立てば、一度失った魔法書が再生されていく。魔法書が再生され、呪じゆ文もんが増えていけば、最終的に一人前の魔神になれるわけだ。

　座堂家は代々ランプの魔神の家系だった。魔神の魔法で巨万の富を生みだしていた。跡をついだシエラが早く一人前にならないと、座堂家は破産、一家は離散の危機となり、雇っている執事やメイドたちも職を失ってしまう……という、わけである。

「まったく……あなたがそうやって、わたしを呼びだすのを遠慮しすぎるから、呼び出させるよう裏工作するお金がかかるんじゃないの。貴重なお金なのに……」

　シエラは腰に手を当て、ぷんっと怒る。聞き捨てならないセリフを聞いて、陣の耳がぴくっと動いた。

「いやいや、遠慮って、いいふうに解釈するなよ。それと今、裏工作って言ったな？」

「あら、そんな失言したかしら？」

　シエラは、しれっとして手で口を押さえる。

「思いっきり『失言』つったな」

　陣は、床に視線をうつす。トーレムがシエラから降り、こそこそ……と、何かを持って部屋の隅っこに隠しに行こうとしていた。陣はすばやく、トーレムをつかみ上げる。

「ちょっと待て、それは何だ！」

『ぷきゅー！』

　あたふたするトーレムの手から、ぽろん……と落ちたのは、ゴム弾である。陣は、ハッと窓に目を向けた。窓ガラスに穴が開き、クモの巣のようなひびが入っている。明らかに、弾だん痕こんである。陣は、ごくりと息をのんだ。

「そ……狙そ撃げきっ？　まさか、俺の手からランプを落とさせるために、ランプが傷つかないようゴム弾を使ってっ？　だが通常の銃弾より軽いゴム弾は空気抵抗によって弾道が狂いやすい、少しでも弾道がそれればガラスの表面にはじかれてしまう。こ、こんな狙撃を可能にする人間とは……っ！」

「あ。スイス銀行の口座にお金、残ってたかしら？」

「って、おまえ……俺にランプをこすらせるためだけに、何かものすごく巨大な黒い力を使ってないかっ？　もしかして、以前夕ゆう也やの両親を消す消さないで電話していた先も、そいつなのか？　そして、狙そ撃げき代は口座引き落としになってるのかっ！」

「頻ひん繁ぱんに使うなら、コンビニ決済より便利でしょう」

「スナイパーの謝礼をコンビニから振りこむなよ。あと、頻繁に使うな」

「スナイパーじゃないわよ、執事のニコライのロシアの知り合いらしいけど、わたしも、どんな人だか知らないの。その人の姿を見て、生きている人がいないからだけど」

「……おまえの執事、どんな闇やみ社会とのパイプを持ってるんだ」

「『今日も元気に冒険だの会』って聞いたけど」

「健全だな」

「頭文字をとってＫＧＢ」

「それ、ソ連国家保安委員会だから」

「とりあえず、『今日も元気に冒険だの会』の人に、あなたの部屋を二十四時間見張りつづけ、一人になったら連絡するようにって依頼しておいたの。だから宇う多た田だくんがいなくなったこともわかったし、あなたがランプを持ったこともわかったわけ。で、狙撃命令を下した……と、そういうトリックよ。あ、今日も元気に冒険だの会の人にはわたしが許可するまで決して部屋を見ないように言ってあるから、ランプの魔神の秘密がばれる心配はないわ。安心なさい、相手はプロ中のプロだから」

「そのことばが、別の意味で俺おれの胸に不安をかきたてるんだがな」

「で、納得したらさっさと願いを言いなさいよ。『気のむく範囲』で、聞いてあげるから」

「それ、たぶん『できる範囲』より狭いな」

　学校での可か憐れんなようすからはうってかわって、シエラの態度は大上段のかまえである。

（しかも、いきなり上から目線だし……。これだから、こいつを呼びだしたくないんだ）

　陣じんはため息をついて、ひたいを押さえた。シエラは時計を気にしながら、陣に言う。

「ほらほら、さっさと願いを言いなさいよねっ。宇多田くんが帰ってきちゃうじゃない。まったく、使えない庶民なんだから」

「使えないっていうか……使うのは誰だれで、使われるのは誰か、さっきも似たような質疑応答をしたところだから、聞いても無駄なことはわかっているが……とりあえず恒例だし、聞いてみるテストをしてみよう」

「使用人のぶんざいで、何を寝言を？」

「間違ってるうえに、質問に答える気がそもそも無いわけだな」

　陣は、肩を落としてふーっとため息をつく。

「まったく……。おまえの親父おやじ、おまえにランプの魔神を押しつけたのはともかく、俺におまえを押しつけてどこ行ってるんだ。小一時間ほど説教をくらわせたい気分だ」

「パパは帰ってこないわよ、たぶん。アークダイモンの存在を知った次の日に『ママを追いかけてくる』とか言って国外逃亡したもの」

　アークダイモンとは、聖櫃アークに封印されたモーセの十じつ戒かいの、十の悪徳を体現した妖魔ダイモンたちである。これらの悪を封印していた十戒の石版は、アークにおさめられた。古代イスラエル王国が滅んだときアークもまた歴史の中に消え、封印されていたアークダイモンが解放された……彼らは、封印の力をもつ「アーク」と「ソロモンの指ゆび環わ」、このふたつを永遠に消し去ろうとしている。

「娘を置いて国外逃亡だとっ？　とんだチキン野郎だな」

「まあねー、わたしもどうかと思うけど。パパは、アークダイモンの存在を知らなかったみたい。ランプの魔神がねらわれることになるなんて、思ってもいなかったみたいで、きれいに行方をくらませちゃって、連絡も全然取れないの。ま、おかげで魔法書が無くなったこともバレずにすんでるわけだけど？」

「っていうか、自分が逃げだすほどヤバい相手だってことはわかってるのに、おまえを見捨てて行くなんて……どこまでも無責任な親父おやじだな」

　陣じんは、シエラを押しつけられたことは迷惑している。だが、それとこれとは話が別だ。

（やっぱり……俺おれが守ってやるしか、ないんだろうな）

　じっ、と陣はシエラを見つめる。真剣な瞳ひとみに、シエラは焦り、微妙にひるんだ。

「だ……だから、何を勝手に見てるのよっ！　ま、まだこのかっこうになれてないんだから、あんまりじろじろ見ないでよねっ！　はっ、恥ずかしいでしょっ！」

「あっ、いやいや。べ、別に何も考えてませんよ？」

　陣も、自分がシエラに一瞬同情したり、守ってあげたいと思ったりしたことを気取られたかと思って焦り、その結果、二人の会話はちぐはぐになる。そして、同時に黙りこんでしまった。

　気まずい沈黙がつづく。シエラは赤くなってうつむき、ちら、ちら、と上目づかいに陣の表情をうかがっている。渋滞する車と同じで、会話というものも、いったん流れが止まってしまうと、おたがいにようすをうかがって切り出しにくくなってしまう。

　この沈黙を、より気まずく感じたのは陣だった。相手から視線をそらすとき、シエラはうつむいていればいい。でもシエラより背の高い陣の場合、うつむけばシエラが視界に入ってしまう。そこで上空へ視線を上げてそらそうとするのだが、シエラと二人で向かい合っている状態であさってを見ているのはかなり不自然だ。その不自然さが、彼に気まずさ度を余計にプラスする。

（や……やっぱりここは、俺から話を切り出さざるをえないか。何でも他人にやらせる主義の座ざ堂どうが、率先して空気を変えてくれるとは期待できないし。しかし、無口で口下手な俺が話を切りださなくてはならないとは……。ふだん、夕ゆう也やのように率先して話しかけてきてくれる人間がそばにいるせいで、そういう努力をせずに済んでいるからなぁ。くそっ、座ざ堂どうにポンポン言われているほうが、この状況よりは楽だとは皮肉な……！）

　ゴホン、と陣じんは咳せき払ばらいをした。シエラが、ちろり、と視線を上げる。

「あー、えーと……。い、いい天気だな」

「今さらっ？」

　シエラはあきれて、大きな目をグルグルさせた。

「何それっ？　何を言うのかなーってずっと待ってたのに、よりによって言ったセリフがそれっ？　いや別に待ってたっていっても期待してたってわけじゃないわよっ、っていうか庶民に期待するだけ無駄だし！」

「ああ、そうそう。その調子」

　一人で話しまくってくれるシエラに、陣はホッとゆるんだ笑みをうかべた。シエラは、まだ怒っている。

「そうよっ、庶民にだって、パパやママにだって期待してないんだからっ！　家うちにはメアリーやニコライもいるんだから……っ！」

　シエラはぷんぷん怒っているのだけど、その裏で、ひどく寂しそうに見える。メアリーはメイド長、ニコライは執事。二人ともシエラを心から思いやり、本物の家族のように接しているけれど、それでもシエラは気丈な表情の裏で、両親の愛に飢えつづけ、またそれを求めつづけている。そのことが、そばにいるうち陣にはだんだんわかってきた。

（そう、か……。こいつ、猫っかぶりだから、誰だれにも素を出せないんだ。もしかしたら、親にも言えないのかもしれないな。親の邪魔をして嫌われるのが嫌で、寂しくても一人でじっと我慢して……って、それは小さいころの俺おれか）

　あくまでシエラは強がっているのだが、それが余計に痛々しく感じられて、陣は胸が苦しくなった。辛つらそうな目で見つめられて、シエラはとまどう。

「だ、だからなに勝手に見てるのよ！」

　陣の視線から逃れようとして、シエラはあせあせと陣の机のほうへ移動する。

「そっ、そうだ、のんびりしてる場合じゃないわ。宇う多た田だくんが帰ってくる前に、ちゃっちゃと用事をすませて感謝ゲージを上げて帰らなくちゃ。ためこんでいるシャツとやらを洗濯してあげるから、思いっきり感謝しなさいよねっ！」

「いやだから、それは親切の押し売りと感謝のかっぱぎじゃないかと思うんだがな」

「えーとシャツシャツ……あ、これね」

　と、シエラがイスにひっかけていた陣のシャツに手をのばす。

「やっぱり、教室でシャツの話を聞いて『これは感謝ゲージを上げるチャンス』とか思ったんだな」

「……っていうか何このシャツ！　濡ぬれてる！」

　シエラは気持ち悪そうに顔をゆがめて、手をひっこめた。トーレムがシャツをひっぱり、くんくんとにおいをかいで、ゲーッと滝のように液体を吐きだす。陣じんは、さすがに少し恥ずかしそうに頭をポリポリかいた。

「だから、呼びだしたくなかったのに……。梅雨で雨に濡ぬれた上に、湿度が高くて……。洗わなくていいから、てきとうに帰れ」

「よ、呼びだされた以上は、何かしなくちゃ帰れないじゃないのよ！　扉が全部閉まってる状態で呼びだされたから、この部屋からも出られないし……それに、座ざ堂どう家復興のためにはまず、魔法書が復活しなくちゃ！　ということで、がんばるんだから！」

　と、シエラは陣のシャツを一枚イスから取る。めりめりめり、とはがれるような音がする。ねばーりと糸を引き、その下にはびっしりときのこが生えていた。シエラの全身にプツプツプツッと鳥肌が立つ。

「キャーキャーキャー！　消毒薬っ、手が腐っちゃう！」

「生活の中にちょっとばかり菌があったほうが、免疫力がつくんだぞ」

「これがちょっとばかり？　新しい生態系ができあがってるわよ！」

　シエラは箒ほうきの柄でつつく。ぽろぽろぽろ、ときのこがはがれて床に落ちる。

「だから、置いとけって言ってるだろ。あとで食うから」

「そうは行かないわよっ、感謝ゲージを上げなくちゃいけないんだから！　っていうか今、食べるって言った？　大食いもたいがいにしなさいよねっ、とにかく命よりも大事なプライドにかけて、このきのこを洗ってみせキャー！　きのこが動いたっ！」

「一人でにぎやかなやつだなあ。進化が次のステージに進んだだけじゃないか」

「どうして、神の領域を侵すまで放ほうっておいたのよ！」

「この手紙が来てから、銅の巻物カツパースクロールをずっと解読してて……洗濯に行くのを忘れてたんだ」

　と、陣は机の上に置いてあった、黄ばんだ便せんをシエラに見せる。

「あら、学校で見てた手紙？」

「親父おやじたちからの手紙さ。今の発掘現場から、初めて届いたんだ」

　陣は言った。そう……アークダイモンが陣たちの前に現れたあと……中近東で聖櫃アークを探している彼の両親も、もしかしたら狙ねらわれるのではないか、と陣は案じた。しかし、それを知らせるにも携帯電話の電波も届かず、彼らがどこにいるのかもわからない……陣にとっては、両親からの連絡を待つことだけが、彼らの居場所を知る方法だった。

「あら、良かったじゃない。わたしの両親は世界のどこにいるのやらわからないけれど、そっちは消息がつかめたわけね。ご両親、どこにいらっしゃるの？」

「それが、わからないんだ。差出人の住所が、書いてない……」

「マナーが悪いのね。郵便番号と差出人の住所氏名は、面倒だけれどきちんと書いておかなくちゃよ？」

「そうじゃない……。海外からの郵便物は、今、テロ対策のため税関で開封されることがある。親父おやじたちは、遺跡の位置を秘密にするため、あえて住所を書かなかったんだ！　ということはつまり、今発掘している遺跡が当ビたンりゴだという確証があるはずだ！」

「ビンゴ……って、つまり、失われた聖櫃アークがそこにありそうだっていうこと？　庶民は『アークは日本にある』って言ってたわよね？　やーい間違ってやんの」

「おまえほんと性格悪いから！　それに、親父たちが見つけた遺跡は確かに消失したというダビデ神殿かもしれないが、今もそこにアークがあるかどうかは、別問題だ。俺おれはやはり、アークは日本にあると信じている！　中近東の遺跡にアークがあるのだとしたら、アークダイモンはその周囲をウロチョロしているはず、俺より先に親父たちが襲われてなきゃおかしい。親父たちが無事に遺跡発掘をしていて、日本にいる俺がアークダイモンに襲われてることこそが、失われたアークがこの日本にあるという何よりの証明だ！」

　陣じんは、その手に指ゆび環わをはめる。ダビデの星と呼ばれる六ろく芒ぼう星せいを刻んだ、黄金に輝く『ソロモンの指環』を。

「紀元前二世紀から紀元後一世紀にかけて書かれたユダヤの聖書の写本『死海文書』の中に、銅の巻物カツパースクロールがある。その最初には『アッシュルの谷に下る勾こう配ばいが始まる場所にある廃はい墟きよ。東方にある山。四十個の玉石に覆われた場所』に『黄金と武器』が隠されている、と刻まれている。ソロモンの財宝と、最大の秘宝であるアークがそこにあるということだ。俺はこれが日本のことを意味している、と考えている。そして少なくとも親父たちのこの手紙は、アークが中近東には無いという俺の考えを、確信に変えてくれた！」

「で、でも……ということは、日本にいるわたしたちが集中砲火？」

「今さらビクビクすることでもないだろう、すでにアークダイモンには、踏み殺されかけたり溺おぼれさせられたりしてるだろ」

　陣のことばを聞いて、ぱっ、とシエラの顔が赤くなった。溺れ死にかけた……陣が口移しで空気を分けてくれた。そのときは戦いの最中で必死だったからうっかりスルーしていたけれど……あらためて今、陣のくちびるの感触がよみがえってきた。

（意外にふんわりとやわらかくて……マシュマロみたいだった。あれはファーストキスに入るの？　いやでも水の中だったし表面がふれあっただけだし、ほおずりと変わらないのかも？　庶民もスルーしてるし……いやでも、もしかして庶民はキスなんか慣れっこであれぐらい日常茶飯事だからスルーとか、そういうことかもしれないわ。きっとそうよ、わたし以外の女の子とキスだなんて生意気よっ、庶民のくせに！）

　乙おと女めの妄想は暴走しやすい性質を持っているものだが、シエラも部屋のすみっこにしゃがんで床にいっぱい「の」の字を書きながら、黒い炎を上げていた。

「おい座ざ堂どう、人の話のさいちゅうに、なに『の』の書き取りしてるんだ」

「ゐ」

「あ、ちょっと複雑になった」

「とっ、とにかく庶民のくせに生意気なのよっ！　仕える主人マスターは生涯ひとりよ、それが使用人の心意気というものなのよっ！」

　シエラは真っ赤になって怒り、両手のこぶしをぶんぶん振る。陣じんはあきれて、目をぱちくりとした。

「どの文脈からその『とにかく』が飛んできたのか、よくわからん。急に怒りだすのと、主人と使用人の設定をいつまでも把握していないのは毎度のことだが」

「わ、わたしの勝手でしょ！　それより、アークダイモンに集中砲火されるなんて、冗談じゃないわ！　どうしてわたしが、こんな目に遭わなくちゃいけないわけっ？」

「まあ、やつらが襲ってきてるのは、この封印の『ソロモンの指ゆび環わ』が邪魔だってことなんだろうけどな」

「そ、そのせいで狙ねらわれるなんて、危なすぎるじゃないの！　そんな指環、誰だれかにあげちゃえば？　アルフにあげればいいじゃない、彼女アークダイモンを主食にしてるんでしょ？　べっ、別にあなたなんか心配してるわけじゃないけど、ランプの魔神のわたしまで巻きこまれたら、大迷惑だから言ってるのよっ！」

　アルフとは、学校裏のペルシャ料理屋「アルフライラ」の看板娘で、剣の魔神でもある。指環を持っているから襲われる、陣がまた襲われたら……と思うとシエラは不安になって、ついそんな提案をしてしまう。だが陣は、したたかな表情で言った。

「乗りかかった船、ってことば知ってるか、座ざ堂どう？　俺おれの鎖骨の上に埋まっていた、この指環……。なぜこれが日本人である俺の鎖骨に埋まっていたのかわからないが、アークダイモンを封印する『容器』がアークで、『鍵かぎ』がこの指環だということは、望むと望まざるとに関かかわらず、俺には『鍵を締める』役目があるということだ。おまえが、望むと望まざるとに関わらず、ランプを手にした俺の『魔神』にならざるを得なかったようにな」

「う、運命だっていうの？　それに黙って従うっていうの、ずいぶん後ろ向きで消極的じゃない？」

「黙って従うさ。考古学は俺の夢だ、俺が求めている最大の謎なぞへいざなってくれるというのなら、黙って流されてみようってものだぜ！　それに、親父おやじたちが遺跡で見つけたという、この銅の巻物カツパースクロール……新しく見つかった死海文書の一部のようだが、アークダイモンを倒す方法と思おぼしきものも、ここに書いてあるようだから、それほど絶望的な状況というわけでもなさそうだ」

「あら、解読できたの？　寮の部屋をきのこ畑にした甲か斐いがあったじゃない」

　シエラは、絶望的な状況ではないと聞いてホッと胸をなでおろす。陣は、こくりとうなずいた。

「親父たちにも読めなかったようだけれどな……帝国アラム文字だが、時代が古くて、俺もかなり骨を折ったぜ。そういうわけで、シャツを洗う暇もなかったというわけだ。この手紙によると……銅の巻物カツパースクロールは、新しく見つけた古代遺跡で発見されたらしい。親父おやじたちは今、死海沿岸、ユダヤ砂漠のどこかにある深い峡谷にいるらしい。場所はあくまで秘密だが、三千年の昔に失われたソロモン神殿からつづく、地下通路のわき道のひとつをたどっていったところに、その遺跡があるそうだ」

「その遺跡が、アークと関係あるという証拠はあるの？」

「ユダヤの口く伝でん律りつ法ぽう『タルムード』によれば、ダビデ神殿は『神殿の丘』の上に建てられ、アークはその地下に安置されていた……そしてダビデ神殿の地下から南に十八キロ、死海沿岸に広がるユダヤ砂漠まで、地下通路がつづいている。つまりこの地下通路のどこかに、神殿から持ちだされたアークがあるはずだが、砂漠のこと、通路があちこち砂に埋もれて、今まで誰だれにも見つかっていなかった……」

「なるほど、よくわかったわ。とりあえず、楔くさび形がた文字じゃなくて日本語でもう一度説明してみてくれる？」

　にっこりほほえんでそう言ったシエラの目には、心が入っていない。

「さてはぜんぜんわかってないな、おまえ」

「ソロモンの秘宝さえあればわたしは、座ざ堂どう家復興のために、ランプの魔神稼業で働く必要は無いってことはわかっていてよ。それでそれで？」

　シエラが陣じんの背後から、興味しんしんで便せんをのぞきこんでくる。長い髪がはらりとシエラの肩からすべり落ち、陣の頬ほおをなでた。毎朝メイド長のメアリーにていねいにブラッシングされている髪は、キューティクルがつやつやで枝毛も一本もなく、かすかに動くたび、ふわり……と、ホワイトローズの香りがした。

　シエラがすぐ後ろにいる気配が、陣に圧迫感をあたえた。離れているけれどすぐそばにいる、その微妙な距離感……シエラの息遣いや体温が伝わってこないようでくるような距離のせいで、陣は緊張してしまう。

「い……一歩下がってくれないか、座堂。手元が暗くて見えにくいんだが……」

「何よっ、このわたしに下がれって言うの？　何様のつもりっ？」

　シエラは腰に手を当て、ぷうっと頬をふくらませる。トーレムもシエラの肩の上で、いっしょになってふくれていた。

「わたしだって、考えてあげてるんだから。アークだけがどこかに持ち去られたっていうより、遺跡の中にあるような気がするんだけど……『アッシュルの谷に下る勾こう配ばいが始まる場所にある廃はい墟きよ。東方にある山。四十個の玉石に覆われた場所』にあるんでしょ？　アッシュルって、中近東じゃないの？」

「親父たちもそう考えてるがな。たしかにアッシュルは、古代バビロニアの北、メソポタミア北部の高原……今で言うと、イラクの北部だ。紀元前六十世紀には村ができ、都市国家がやがてアッシリア帝国になった。だがアッシュルということばは『命を与える』という意味で、都市名であると同時に、その都市を守る神の名でもある。『アッシュルの谷』を『神の谷』と解釈すれば、中近東でなくてもおかしくない。このアッシュル神がゾロアスター教の光の神『アフラ』になり、インドでは侵略者として鬼神『アスラ』と呼ばれた。そのアスラが、日本にも阿あ修しゆ羅らとして伝わってる……ってことは、当時、世界の東の果ては日本だった。『東方にある山。四十個の玉石に覆われた場所』……ってのは大陸の東の果て、つまり日本ってことさ」

「またまたあ」

「いや、魔法のランプだって流れ流れて中国から日本までやってきただろ」

　真剣に語る陣じんの目は熱い。いつも、近寄りがたいぐらいクールなだけに、きらきらとその瞳ひとみを輝かせているのを見て、シエラは心臓がつぶれそうになる。

　陣が話していることは、難しくてよくわからない。よくわからないけれど、知りたいと思った。陣が見ているのと同じ夢を、自分も見たい……と思った瞬間、シエラはあわてて、ぶんぶんぶんっと首を横に振る。

（べっ、別に庶民のことなんて、どうでもいいんだからっ！　ただ、このわたしにさっぱりわからない話をして自分ばかりわかってるのが、生意気なだけよっ！）

　シエラは一人で赤くなって、一人で自分に言い聞かせる。そんなシエラの肩を、陣がトントンとたたいた。

「おいおい、上の空とはいただけないな。せっかくの俺おれの講義を、もっと聞きなさいよ」

「何よ、いつもそっけないくせに。マニアってどうして、うんちくを聞かせようとするときはみんな猫なで声になるの？」

「それは、自分のうんちくが非常に退屈で、興味のない人間にとってはちっとも聞きたい種類のものではないことを、自分でわかっているからだ」

「そこまで自己分析できてるなら、無理に聞かせなければいいじゃないの」

「聞いてほしいんだ。自分の好きな話題だと、胸の奥からパッションがヒートアップしてきて、もうどうにもノンストップなバーニングアウトなんだ」

「うわー人格まで変わってる。わかったわよ、聞くからもとの庶民に戻って！」

　シエラは仕方なく折れて、ため息をつく。陣は、少しうれしそうだ。

「そんなに聞きたいなら、話してやろう」

「どうしてくれよう」

「玉石ってのもポイントで、古代の日本は中国に黄金と勾まが玉たまを輸出してた。それが黄金の国ジパングの伝説になったぐらいだから、玉石がある場所ってのも日本をさしてるにちがいない」

「たった四十個でしょ？　四十個ぐらいの宝石ならどこにでもあるんじゃない？」

「いや、四十はアラム語でメーム、水を意味する。『四十個の玉石』じゃなく、『玉石が沈んだ川』じゃないか。それに覆われたところといえば、川の底……ドイツのニーベルング伝説でも、財宝と指ゆび環わは川の底に沈んでいただろう。そして日本の山奥には、渓流に洗われた玉石が拾える場所がけっこうある。日本のどこかの山の、玉石の沈む川の底に秘宝があると俺おれはにらんでるんだ。あちこち、それらしいところを子供のころから探しまわって、今のところ見つけられてないけど……観察記録はせっせとつけてある」

　陣じんは、机の引き出しから小さな手帳を取りだした。手帳にはびっしりと、彼が今までどこへ行ってどのように発掘したのか……を、事細かに記述してあった。

「だが、そんな俺でも、今回親父おやじたちが見つけたこの銅の巻物カツパースクロールの解読はほんとに難かしい。意味が取りにくくてな……」

　陣は、青くさびた銅の巻物の写真をシエラに見せる。

「ここには『ヨッドの災い、石版は戒め、アークは封ずる。ヨッドの災い目覚めしとき、ベートなるダレット、それを封ずる』って書かれてる。ヨッドはＪ、ヘブライの神ヤハウェの頭文字で、この一文字でも神をあらわす。同時に『十ヨツド』という意味もある」

「十の災い……っていうと、アークダイモンのことね。十じつ戒かいの石版に封じられた……」

「『十』には『神』の意味もあるって言ったろ。アークダイモンは神に封印された妖魔ダイモンだ、それを『神の災い』って呼ぶか？　ベートなるダレットってのは何だ？　ベートはＢ、二、家の意味。ダレットはＤ、四、扉の意味。二つの扉？　家の扉？　『ベートなるダレット、それを封ずる』……翻訳すると『二枚の扉が十の災いを封じる』、か？　アークは箱だろう、箱に扉というのはおかしい。だとすると、別の解釈があるのか……？」

　陣は難しい顔で、写真を見つめて考えこむ。いつも教室で、楔くさび形がた文字の本を読んでいるときの、人を寄せつけない孤高の表情……シエラは心臓がきゅっと縮むような錯覚におそわれた。シエラがランプの魔神になる前の、ずっと陣を遠くから見ていることしかできなかったころのことを思いだす。今も、シエラは陣にポンポン何でも言っているように見えるけれど、ときどきハッとするような陣の表情にふれると、胸がいっぱいになって、何も言えなくなってしまう。

（な……何よ、メイド服姿のわたしより、古文書を見るほうが楽しいっていうの？）

　悔しまぎれに、心の中で悪態をついてみたりする。そんなシエラの気持ちを、朴ぼく念ねん仁じんの陣はまったく意に介することなく、ひたすら古代のパズル解きに脳をフル回転させていた。

「コンコン！」

　突如、扉がノックされた。シエラはギョッとする。

　先ほどシエラも少し言ったが、シエラがランプから呼びだされた時点で、その部屋が密室になっていると、外に出ることはできない。あらかじめ扉の鍵かぎが開いていればそこから出られるが、召喚のあとで扉の鍵を開けてもシエラは出られない。ただしシエラ以外の人間は、陣をふくめて、自由に出入りすることができる。すなわち……帰ってきた夕ゆう也やも、室内に入ってこれるというわけである。ということで、シエラは激しくうろたえた。

「えっ……ええっ、もう帰ってきたのっ？　『今日も元気に冒険だの会』の人に、ちゃんと見張って知らせるように言ったのに！」

「だからそれ、ＫＧＢだ。とにかく隠れろ！」

　陣じんは二段ベッドの下の段にシエラを押しこみ、上から布団ふとんをかけた。いつもの隠れ場所である。布団の中から、シエラの悲鳴が聞こえた。

「キャー！　きのこがここにもー！」

「がまんしろって。見つかったら俺おれは寮を放ほうりだされるし、おまえはもっと最悪の事態になるだろ」

「しくしくしく……」

　布団の中から、押し殺した泣き声がさめざめともれてくる。陣は、その声が聞かれないか……と心配しながら、扉を開けた。

「夕ゆう也や、悪い。今ちょっと掃除中で……」

　夕也が部屋の中に入る前に、何とか追い返そう……として、陣は言いかけたが、目の前に立っているのが啓けい太たであるのを見て、ことばを途中で止めた。

「……って、氷ひ室むろ？　なんだ、何か用か？」

「話があります、少しいいですか」

　啓太は思いつめた表情で、陣のわきを通り、部屋の中に入ろうとした。陣はあわてて啓太の前に立ちはだかる。

「ちょっと待て！　掃除中だって言ってるだろ、話なら廊下で聞く」

「人に聞かれると困るんです」

「俺は、部屋に入られると困るんです」

「姉さんが電話をかけてきて、新あら木き先輩の部屋に行ってみろって。どういうことだかわからなかったけど……やっぱり姉さんだから、何も言わなくてもぼくの気持ちをわかってくれてたみたいですね。ぼくは新木先輩と一対一で話したかったんです、今なら宇う多た田だ先輩がいないからチャンスだ、って教えてくれたのかも……」

　啓太は陣に体当たりをして、部屋の中に押しこんだ。陣は床にあお向けに倒れ、啓太はその上にかぶさりつつ、素早く足で扉を蹴けって閉めた。陣が倒れた「ドサッ」という鈍い音を聞いて、布団の中のシエラはビクッとする。

（いったい何が起こってるの？　どうして宇多田くんじゃなくて、氷室くんが？）

　相手が夕也なら、バンドの打ちあわせに来たとかなんとか、まだ言いわけができたかもしれない。だが相手は啓太である。見つかったら寮長の近衛このえ右う京きように通報されてしまう。

（見つかりませんように、見つかりませんように）

　シエラはぶるぶる震える。じっとりとした布団の下で、きのこがモサモサと揺れている。カビっぽいひどい臭においで、息がつまりそうだ。

（庶民ったら、よくこんなところで眠れるわね！）

　ふと、手に何か硬いものがふれて、シエラはギョッとする。またきのこか、と思ったのだが……引き寄せてさわってみると、ウサミミのヘアバンドだった。それは先ほど、夕ゆう也やが置いていったものである。

（な、何で庶民のベッドの中に、こんなものが？　まさか……いつも無愛想に楔くさび形がた文字の本ばかり読んでいてまじめなタイプだなと勝手に決めつけてたけど、実はとんでもないはっちゃけ野郎だったの？）

　陣じんがバニー服を着ている姿を想像してしまい、シエラはぶるぶるっと首を横に振る。

（い、いえ、ありえない！　そんなこと、あってはだめ、許されない！）

　心の中でシエラは絶叫する。その彼女がいるベッドの上に、啓けい太たがぼすっと身を投げて座りこんだ。シエラも陣もギョッとした。啓太は、シエラの上に乗っかっているわけではないとはいえ、すぐそばに座りこんでいるのは事実だ。ほんの少しの息づかい、物音、動作の気配……そんなものが、啓太に気づかれないように、シエラはじっと息をころす。

　シエラがそんなにドキドキしているとはつゆ知らず、啓太は陣にむかって言う。

「話があるんです、新あら木き先輩」

「俺おれにはないぞ、それとかけ布団ぶとんの上に座るな。綿が切れるだろうが」

「うちのおばあちゃんもよく言ってましたよ、綿が切れるって……なつかしいなあ。そんな懐古の気持ちはともかく、話があるんです」

「人の話聞けよ」

「香か住すみさんのことを、新木先輩はどう思ってらっしゃるんですか？」

　どきん、としたのは、なぜかシエラだった。布団がぴくんとはねあがる。ギョッとして、啓太は振りかえった。

「ふ……布団の中に何かいるんですかっ？」

「気のせいだ」

　陣は即答する。あまりにも断言されたので、啓太は勢いで納得してしまった。

「あ……そ、そうですね、気のせいですよね。ところで香住さんの件ですが」

「そっちはごまかせなかったか」

「聞かせていただけませんか！　お二人は幼ななじみだとお聞きしていますが、それ以上の感情がおたがいにあるのか……ということを！」

　布団の中で、きのこの山に頬ほおをなでられながら、シエラはドキドキしていた。自分の心臓の音が頭の中にガンガンとひびいて、うるさいぐらいだ。

（か……香住さんといえば、あの中等部一年の女の子よね？　庶民が、幼なじみだって言ってたからそれ以上追及しようと思わなかったけど……そ、そう言えば庶民は、寮でつかまった彼女を助けようと必死だったわ。幼なじみから恋に発展するパターンもけっこう多いってこと……考えないようにしてたけど。でも香か住すみさんって、幼なじみという要素を抜いても、ちっちゃくて、かわいくて、家庭的で……）

　陣じんにくったくなく甘えている愛あい花かの姿が、シエラの脳裏にフラッシュバックする。実際には「家庭的な破壊魔」なのだが、自らも破壊魔神であるシエラの視点では、そのへん全然気にならないのでスルーのようだ。さしずめ、猛獣は猛獣を猛獣だと思わないということか。いや誰だれもシエラさんが猛獣だとは言ってませんよ？

　愛花が陣に、のびのびと甘えて、明るく笑う……その自然体なつきあいは、小さなころから兄妹きようだいのように、おたがいをよく見知った幼なじみならではのものなのだろう。

　それに比べて……と、シエラは自分を振りかえる。陣を前にすると緊張してしまう。それは、陣のことを遠くからずっと気にして見ていたときからそうだった。楔くさび形がた文字の本に没頭する彼に話しかけづらくて、緊張していた。だから、いざ彼の前に出ると、変な方向にテンションが上がってしまう。たとえるならカラオケのとき、緊張のあまりいきなり高いキーから歌いだしてしまい、さらに緊張してパニクった結果、最後までのどがカッ切れそうな高音で歌いきってしまうような感じだ。本当は、そんなつもりじゃないのに……途中で引っこみがつかなくなってしまう。

（そう……よね。わたしみたいに、魔神のくせに何の魔法も使えない役立たずの上に、いつもツンツンしてる女の子より、香住さんみたいなかわいくてすなおな女の子のほうが庶民だっていいわよね、当然よね……）

　とは、思っても。それでも、心のどこかでは、陣が啓けい太たの質問を否定してくれることを願っていた。だからシエラは、ドキドキした。布団ふとんの中にもぐっていて陣の表情が見えないから、彼の答えの予想がつかない。心臓が爆発してしまいそうだった。

「なんで、そんなこと聞くんだよ」

　陣の冷静な声が、シエラの耳に届く。シエラは思わず、手近にあったきのこをブチブチッとむしった。

（ちょっと……っ！　じらさないでよっ、答えはどうなのよ！　質問を質問で返すのは、今後いっさい禁止っ！）

　啓太はふたたびギョッとして、振りかえった。

「あ、新あら木き先輩……！　ブチブチ音がしてますけどっ？」

「さて、俺おれにはさっぱり？」

「おかしいな……。ぼく、疲れてるのかな」

　きっぱりとぼける陣の答えを聞いて、啓太はため息をつきながら目頭を押さえる。

「あっそうですよ、まさに僕、疲れてるんです！　だって夜も眠れないし、勉強も手につかないし！　このままじゃ成績が落ちて特待生としての寮費免除がなくなってしまう、ということは春はる紗しや学園に通えなくなるから、香か住すみさんに会えなくなるおああああああっ！」

「るおあああの意味はよくわからんが、おまえの言いたいことをまとめてみると、要するに疲れすぎてると人間、逆に眠れなくなるもんだねって言いたいんだな」

「それ、まとめるところ間違ってます」

　啓けい太たは冷ややかに指摘した。布団ふとんの中で、シエラもイライラする。

（バッカねー、庶民はそういうこと思いっきり鈍感なんだから気づくわけないでしょ！　わたしだって、こんなに近くにいるのに……って！　いっ、いや、別にそんなことはどうでもいいんだけれどもねっ！）

　自分に自分でツッコミを入れつつ、シエラは布団の中できのこをブチブチ引き抜く。もじもじしながらつい、畳をむしってしまうというような、乙おと女めの習性のなせるわざである。

　啓太は頬ほおを赤らめ、言いにくそうにボソボソと語った。

「つ、つまりですね。きっぱり気持ちを固めなくちゃ、このままじゃぼく、何も手につかないんです。か、香住さんに告白して、彼女の気持ちを聞かなくちゃ……」

「告白すれば？」

「軽っ！」

　啓太は陣じんの上着を両手でつかみ、血相を変えて叫さけんだ。

「そんな簡単な問題じゃないんですよっ！　望みがないのに告白して爆沈して、心に一生癒いえない傷を負うなんて嫌じゃないですかっ！」

「人を愛するには、傷つくことを恐れない勇気が必要だぞ」

「棒読みで言わないでください！　とにかく、香住さんがもしかして新あら木き先輩のことを好きだったら、ぼくは傷つくだけ損だから！　そこを先に押さえておこうと思って、聞きにきたんですよ！」

「愛あい花かが俺おれを好きかどうか？」

　陣はほとんど考えることなく、即答する。

「それ、愛花に聞かなきゃわからないだろ」

「香住さんに聞けるなら、苦労しませんよ！　新木先輩が、香住さんと別れてくれればいいことなんです！」

　啓太は両手のこぶしを握って、力みながら叫んだ。陣はびっくりして、目をまん丸にし、啓太の額を手で押さえた。

「氷ひ室むろ……おまえ、なんか言ってることが破は綻たんしてないか？　それに、俺は愛花とは別に何も……」

「遊んだんですか！　ただの遊びだったんですか、香住さんかわいそうに！」

「落ちつけよ」

「香住さんはぼくが幸せにします！　それに、ぼくは知ってるんですよ！」

「嫌な予感がするセリフが出たなあ」

「新あら木き先輩に彼女がいるかどうか、寮長が知ってるかと思って聞いてみたんです！」

　布団ふとんの中できのこをむしりながらちぢこまっていたシエラは、ハッと動きを止めた。

（か、彼女……！　も、もしかしてわたし、ってことは……ないわよ、ね？）

　否定しながらも、シエラの心臓は、きゅんきゅんと痛みながら拍動している。

　啓けい太たは、陣じんをビシッとさして、指摘した。

「寮長に、新木先輩と香か住すみさんはどういう関係か聞いてみたんです、この学園に長くいらっしゃるだけに何かご存知かと思って。新木先輩が香住さんのことを好きだったら、ぼくには勝ち目がないから……！　でも寮長は言ったんです、『あー新木は大丈夫、ここだけの話だが宇う多た田だ夕ゆう也やとデキているから』って！」

「そいつはずいぶんとまた間違ったアドバイスをもらったもんだ」

「二ふた股またなんて人間として最低です！　しかも、座ざ堂どう先輩とも仲がいいでしょ！」

「そうかあ？」

　仲がいいというよりは、主従関係だが。むろんシエラの理論では、シエラが主で陣が従、である。

「だっていっしょに音楽コンクールも出てましたし！　何より姉が、はっきりとは教えてくれないのですが、何やらそのようなことを、ときどきふっともらしてますし……」

「何やらそのようなことって、何だ？」

「よ、よくわからないんですが、とにかくお二人が仲がいいようだと！　で、ですから、もしそれが本当なら……新木先輩は、香住さんにはふさわしくないということですっ！」

　啓太は顔を真っ赤にして一気に言い切った。布団の中で、シエラはポンと手を打つ。

（あーなるほど、そういうことね。それを言いにきたというわけなの……）

　シエラは察しているが、陣のほうはさっぱりピンと来ていなくて、ひたすら首をかしげるばかりだ。

「ふさわしくないって、どういうことだ？」

「ど、どういうことって、そういうことです！　だから、新木先輩はしかるべき行動を取って、けじめをつけなくてはいけないんです！」

「しかるべき行動って何だ？」

「そ……そんなこと、言わなくてもわかるでしょう！」

「わからないから、聞いてるんだが」

「ぼくの口からは言えません！」

「どうしろと言うんだ」

　陣は困りはてて、頭をかいている。布団の中で、シエラはトーレムに小さな声でささやきかける。

「どうやら議論が堂々巡りをしてるようね。このままじゃ、宇う多た田だくんが帰ってきちゃうわ。トーレム、お願い」

『ぷきゅ！』

　トーレムは小さな手をぴんっと上げると、こんな感じのやる気まんまんの表情で、床をトコトコトコッと走りだした。しつこい啓けい太たに弱りきっていた陣じんが、はっとそれに気づく。

（トーレム？　何をする気だ？）

　トーレムはシエラと違い、「密室から出られない」という空間の制約を受けないため、入り口の扉を開けて外に出ることもできる。扉の外でトーレムは、コンコンコンコン、とノックをした。啓太が、振りかえった。

「あれ？　宇多田先輩が帰ってきたんでしょうか？」

「どうかな。ちょっと見てくれるか」

　陣に言われて、啓太はすなおに外に出る。

「あれ？　新あら木き先輩、誰だれもいませんけど？」

　と、啓太が言った瞬間、陣はバターンと扉を閉めた。啓太はびっくりして振りかえり、扉をドンドンと激しくたたく。

「ちょっと、何するんですか、新木先輩！」

「あー悪い悪い、うっかり閉めてしまった」

「開けてください！　話はまだ途中なんですから！」

「開けてなるか」

　陣はつぶやいて、必死に背中で扉を押す。寮の部屋にはカギがついていないので、そこから動くことができない。シエラがもぞもぞと布団ふとんから出てきて、ふーっと大きく一息ついてから、体やスカートについたきのこを手でパンパンとはたいた。

「面倒なお客さんが来たようね」

　トーレムがシエラの足元で、そのきのこをひとつひとつ丁寧に拾い集め、二段ベッドの下からカセットコンロを引きずってくる。以前、シエラが料理のためにわざわざ持ってくるのが面倒だから、今度から常備しておけ、と陣に「命令」して置かせているものだ。

　トーレムは、コンロに火をつけ、きのこを串くしにさして、あぶりはじめた。パチパチとはぜる音がして、良い香りがただよってくる。

「いやトーレム、料理のできない座ざ堂どうのかわりに料理してやろうというおまえの心がけはたいしたものだと思うが、そのきのこは多分食べたら死ぬ。それと、どっちにしろ今はきのこを食ってる場合じゃない。氷ひ室むろのやつ、何だかわからないがテンパってるからな」

『ぷきゅー……』

　トーレムは残念そうにうつむいて、コンロの火を消した。シエラは、陣にささやく。

「何だかわからないって……彼、要するに、香か住すみさんを好きだから庶民は手を引け……って、そう言いたいのよ」

「ああ、なるほど！　そういうことだったのか！」

　ポン、と陣じんは手を打った。シエラはあきれて、ジト目を向ける。

「いくら鈍感とはいえ、本気で気づいてなかったの？」

「だって、俺おれと愛あい花かがつきあってるだなんて考えるやつが、いるはずないって思ってたからな。幼なじみなら兄妹きようだいみたいなもんだろ、ふつうそういう対象として見ないだろ？」

　陣のことばを聞いて、シエラはホッとした。というか、思わず座りこんでしまった。

「あ……そうだったんだ。へー」

　口では全然心配していなかったというようすで、平凡にそう言ったのだが、心の中ではそれほど緊張していたのだ……自分でも、自分がそんなに緊張しているということに気づいていなかった。よかった、とは意地にかけても決して口では言えないので、じっと心の中にのみこんでおく。

「新あら木き先輩！　開けないなら寮長を呼んできますよ、ぼくは寮長のお気に入りだから一発で開けざるをえなくなりますよ！」

「めんどくさいやつだなあ。あきらめて帰るかと思ったが……」

「あきらめるはずないでしょっ？　庶民って、ほんと恋する人の気持ちがぜんぜんわかってないんだからっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「何をそんなに、おまえが怒ってるんだ」

「かっ、関係ないでしょっ！」

　シエラは赤くなって、ぷんっとそっぽをむく。

（あいかわらず、よくわからんやつだ……）

　陣じんはため息をつく。気をゆるめた瞬間、啓けい太たが力いっぱい扉に体当たりしてきて、陣は倒れそうになった。

「おっとと！」

　扉に背中をもたせかけて体重を乗せながら、陣はシエラに小声でうったえる。

「ざ、座ざ堂どう！　とりあえず何かてきとうに掃除して急いで帰れっ、氷ひ室むろのやつあきらめそうにない！」

「つまりそれは、わたしにあの氷室啓太を掃除スイープしろということ？」

「違いますよ？」

「庶民の言うことは、遠まわしな暗あん喩ゆを使ってるのでよくわからないわ」

「思いっきりストレートに言いましたけど？」

「魔法が使えないから、武器を使うしかないんだけど、よろしかったでしょうか？」

「だから、掃除スイープのほうの掃除じゃないっ！」

　凶悪な勘違いをしているシエラに、陣は思わず裏うら拳けんを入れかけた。その隙すきをついて、啓太がぐっと扉を押してくる。

「わ！」

　今度は、踏みとどまれなかった。扉が開いてしまう。陣とシエラがあわてて扉を押しもどしたが、啓太は足と腕を扉にはさむ形で扉を止めてしまう。扉の裏にいるシエラは、啓太から見えない位置にいるが……このままでは、遅かれ早かれ入ってこられるのは確実だ。

「お、おい、氷室！　何をやってるんだ、おまえは！」

「けじめをつけてください、新あら木き先輩！　座堂先輩か香か住すみさんかどっちか選んでください、っていうか香住さんをあきらめてください！」

「いや、あきらめるとかっていうより、まずは愛あい花かの気持ちがどうなんだ？」

　陣のツッコミに、啓太はぴくりと押すのをやめる。

「だ……だから自分では聞けないって。あ、でも待てよ？　もしかしたら、香住さんは楔くさび形がた文字マニアの新木先輩のことなんかハナにもかけてないのかもしれない。高校生なんか声変わりもしちゃって、もうオヤジだしなあ。単に幼なじみだから仕方なくつきあってあげているだけで、ほんとは優等生のぼくにずっと陰ながらあこがれていたのかもしれないじゃないか！　そういえば、橘たちばな寮でつかまったときも彼女、ぼくのこと知ってたもんなぁ。あっそうか、そういうことか、なるほどなるほど」

「氷ひ室むろ、でっかい声でひとりごとを言うのはやめておけ。聞こえてるぞ」

「聞こえるように言ってるんです」

「おまえ、案外性格悪いな」

「庶民、いいから今のうちにドアを閉めちゃいましょうよ」

　シエラがドアを押さえながら、小声で陣じんにささやいた。足元で力を貸しているトーレムも、こくこくとうなずく。陣は眉まゆをひそめて、シエラに言った。

「いや、今閉めたら氷室はえらいことになるぞ」

「高校生はオヤジ……っていうことは、暗に女子高生はオバサン、って言ってるってことでしょ？」

　にこり、とシエラは咲き誇る春の花のように華麗で優雅な笑みをうかべた。

「殺殺キルキル♪」

「座ざ堂どう、落ちついとけ」

　陣はドアを押しながら、啓けい太たに声をかける。

「とにかく、自己完結したみたいだからドアを閉めさせてくれないか」

「いえいえ、まだ終わってませんよ。香か住すみさんの気持ちを確認しなくては、今すぐに」

　おっとりしているように見えても、さすが氷室江え利り子この弟だけあって、啓太も完かん璧ぺき主義者である。扉にはさまった片手で、陣を指さして言った。

「というわけで新あら木き先輩、今すぐ携帯で電話をかけて、それとなく香住さんにぼくへの思いを聞いてください」

「自分でかけろよ」

「それとなく、と言ったでしょ。自分で聞くなんて恥ずかしいじゃないですか、ふつう告白とかも友達がラブレターを持っていくものですよ？」

「俺おれはおまえの友達じゃない」

「恋のキューピッドになるのもいいものですよ、新木先輩？　それに、先輩自身が香住さんの気持ちを確かめることで、きっぱり引導を渡されることにもなって、よけいな未練も消えるというわけです」

「おまえ、顔と性格が合ってないぞ」

　渋っている陣に、シエラが横から口をはさんだ。

「いいからとりあえず、さっさとＴＥＬてるりなさいよ。そうすれば、彼も気が済んで帰るんでしょ？」

「てるるって何だ。勝手な動詞を新作して、これ以上日本語を乱すなよ」

「乙ゐゐ？」

「いや……形は似てるが。漢字や旧仮名遣いにすれば日本語が乱れてない、というわけじゃないんだがな」

「とにかく、電話してあげなさいってば！　それとも、このわたしにずっと扉を押さえつけさせるという肉体労働をさせておく気？」

「おまえに魔法力が残ってれば、砂魔法ラツムールで眠らせるなり泥魔法トウイーンでゴーレムを出してドアを押さえさせるなりできたのにな……」

「何よっ！　このわたしが魔法も何も使えない、役立たずのレベルゼロ新米魔神だとでも言いたいわけっ？」

「いや。俺おれの言いたいことは全すべておまえが代弁してくれたから、もういいや」

『ぷきゅっ、ぷきゅっ！』

　このままではシエラと陣じんの抗争がエスカレートするばかりだ、と判断したトーレムが陣の携帯電話を取り、耳もとに当ててくれた。

「ああ、気がきくな、トーレム。電話帳一番を押してくれ」

「何ですって？　香か住すみさんが一番ということは、このわたしは二番以下だっていうこと？　このわたしに誰だれかの後こう塵じんを拝するなんていう屈辱を味わわせるなんて、どのように釈明するおつもりですかな？」

「常識的に考えて、愛あい花かとのつきあいのほうが長いんだから当然だと思うがな。それと、何だその語尾は」

　陣はため息をつく。トーレムがボタンを押すと、てるるるる……と呼び出し音が鳴った。ドアにはさまれている啓けい太たは、さすがに緊張してゴクリ、と息をのむ。

『わーい、お兄ちゃんから電話だー！』

　いきなり、電話口のむこうで愛花の声がはずんだ。つづいて「どたばたどすん」と、にぶい音が聞こえる。陣は焦って、たずねた。

「おっおい愛花、今何があったっ？　『どたばた』はともかく『どすん』が気になるぞ」

『えへへ、大丈夫らいりょうぶ』

「後半、ろれつが回らなくなっているのが、著しく大丈夫ではなさそうだが」

　愛花は、天下無敵のドジっ娘こである。今度は何をしでかしたのか……陣は、不安でたまらない。愛花は、ふわふにゃした声で答えた。

『今、家庭科部でアサリの酒蒸し作ってるの。お兄ちゃんの電話がうれしくてついお酒を入れすぎたら、お酒の蒸気がぱーっと上がってハラホロヒレハレ』

「ハラホロヒレハレとか言ってるようだな」

「……ずいぶん、仲がよろしいようですね」

　啓太の声が低くなる。シエラも、黙っているがこめかみに浮かんだ青い血管がピクピクしている。二人が放つドス黒いオーラに圧迫感を抱いた陣は、あわててトーレムの支える携帯電話にむかう。

「そ、それはそうと……あのな、愛花。おまえ、好きな人とかいるか？」

『好きな人？』

「たとえば、氷ひ室むろ啓けい太たとか」

「って新あら木き先輩！　それとなーくって言ったじゃないですか、オブラートぐるぐる巻きでお願いしますよっ！」

　啓太が、焦りまくって小声でささやいた。電話のむこうから、愛あい花かが即答する。

『えへへー、愛花が大好きなのは、お兄ちゃんですっ！　きゃ、言っちゃった♪』

「氷室啓太は？」

『それ誰だれですか？』

　ゴッ、と黒い炎が扉の隙すき間まから噴きだした。啓太のオーラだ。陣じんはあわてて、叫さけぶ。

「あっ……ちょっと取りこみ中なんで、じゃあまたなっ！」

　トーレムも、あせあせと電話を切った。扉の隙間からはみだした黒い炎が、ゆらゆらと不気味に揺れている。陣は、一オクターブ高い猫なで声で、啓太に言った。

「いやー氷室、おまえも今聞いてたと思うが、良かったな！　愛花もおまえが好きみたいだぞっ、両思い決定だ！」

「ええ、聞こえてましたよ、新木先輩……。思いっきり聞こえていましたから、嘘うそついても無駄ですからね」

「ああ。俺おれも無駄かと思っていたが、たとえ可能性がゼロでもあきらめずに全力を尽くすことこそ、漢おとこたるものの生きざまか、と思ったもんでな」

「で、どうしましょうかね。むしょうに血が見たくて、しかたがないんですが……」

「優等生がキレると厄やつ介かいなんだよな、ってわー！」

　ドカーン、と扉が蹴け破やぶられた。逆上した啓太が、バカ力を発揮したのだ。扉を押さえていたシエラがいっしょになって飛ばされ、鬼の形ぎよう相そうで飛びこんできた啓太が陣を押し倒して馬乗りになる。

「うわ何をするやめろこのっ……！」

「先輩さえいなくなればこのぼくがあああああ！」

「落ちつけ氷室っ、キレすぎだ！」

　何だかもう刺されかねない勢いである。陣は啓太をひきはがそうとするが、ふと、海産物が腐ったような悪臭が啓太からただよっているのに気づく。

「な……何のにおいだ？」

　しゅるしゅるしゅる……と啓太の袖そで口ぐちから触手が伸びてきた。悪臭が一気にきつくなる。

「もうひとつ聞く！　何だ、これはっ！」

　陣は身をこわばらせる。ドアの下敷きになっていたシエラが、ハッと目を見開いた。

「あの触手……っ！　姦かん淫いんの妖魔ダイモン、マジュヌーンのものだわ！」

　マジュヌーン……それはシエラがランプの魔神の能力に目覚めたとき、一番最初に襲ってきたアークダイモンである。人の心に劣情を駆りたて、理性を無くさせてしまう妖魔ダイモンで、陣じんが剣の化身の魔神少女・アルフと協力してやっつけたはずだったが……。

「懐かしいわねえ。ごらんなさいトーレム、これがわたしと庶民がやっつけた最初のアークダイモンよ。このとき、まだあなたは生まれてなかったのよ？」

『ぷきゅー』

　シエラはトーレムを腕に抱き、優しげに目を細める。啓けい太たの袖そで口ぐちから伸びた触手に全身をからめ取られながら、陣がどなった。

「っていうか、懐古モードに入る状況じゃないだろうこれはっ！」

「ええ、白状すると実はちょっと現実逃避した。だって……あのときも今も、それって異常に気持ち悪いんだもの。それに、すごく臭いし」

　シエラが言うとおり、マジュヌーンの触手はいちじるしく臭い。しかも、ねばねばと糸を引いている。色も、ところどころ青紫色に変色している。

「く、腐ってるのか？　腐ってるのに動いてるぞ！」

「あっ、助けるとか期待しないでね。近寄って、また触手にからまれるの嫌だし」

　シエラはしれっと答える。その声に、啓太はびっくりして顔を上げる。

「えっ……！　ざ、座ざ堂どう先輩っ、なぜここにっ？　そ、その服装はいったいっ？」

「あれっ、正気？」

　シエラの笑顔がこわばり、サッと血の気が引いた。次に啓太は、自分の袖口から大量に触手が出ているのに気づいて、ふたたび驚く。

「わーわーわー！　なっ、何これっ！　くさーい！」

「正気なら、ちょっとこの触手をはずしてはくれまいか」

　ぐるぐると巻かれて簀す巻まき状態になっている陣が言った。しかし啓太は混乱して、聞いちゃいない。

「どうしてぼくの肩から触手が！　なぜ座堂先輩が男子寮に、およびなぜメイド服で！　そ、その格好はライブのステージ上だけのサービスじゃなかったんですかっ？」

『ぷきゅー！』

　トーレムが果か敢かんな表情で、啓太の腕を駆けあがる。啓太は悲鳴を上げた。

「あと、携帯ストラップの人形が走ってくるー！　いったいどれから疑問をぶつければいいんだーわーん！」

「トーレム、何するつもりっ？　危ないわよ！」

　触手はトーレムにも伸ばされる。だが、トーレムにさわった瞬間、触手は黒く焦げ、スルメのように縮んでしまった。

「えっ……？　ど、どうして？」

　シエラは驚いて、きょろきょろする。と、さっきトーレムがきのこを焼くのに使ったカセットコンロの火がついていることに気づいた。火は、トーレムが一度消したはずである。ということは、わざわざ火をつけた、ということだ。

「あっそうか……！　トーレムは陶器だから熱に強い、自分の身を炎にくべてアツアツにしておいたんだわ！」

　シエラは感心して、トーレムを見守る。陣じんも目をかがやかせた。

「なるほど！　『腐ってても火を入れれば食っても大丈夫』の法則だ！」

「そんな法則は無くってよ。古い食べ物は、素直に捨てなさいよね」

　シエラが、こんな時にも冷静にツッコむ。トーレムは啓けい太たの袖そでから、服の中にもぐりこんでいった。

「あつっ！　あちちちちっ！」

　啓太は悲鳴を上げ、あわてて服を脱ぎはじめた。上半身裸になった啓太を見て、シエラはあわてて顔をおおう。

「きゃっ！」

　触手は、啓太の背中から生えていた。混乱してわさわさと暴れ、統制を失っている。陣を縛いましめていた触手もゆるんだ。陣は急いで抜けだし、啓太のもとに駆けつける。熱いトーレムが走ったあとが、点々と赤く火ぶくれになっていた。そして、トーレムは背中の真ん中にくっついた触手の中心、直径五センチほどのイソギンチャクのような物体にしがみついていた。物体には、数十個の小さな目がくっついている。

「かなり縮んでるけど……まちがいなくあいつだ、マジュヌーンだ！」

『グウウウウ！　無念っ、ふたたび貴様に敗北するとは！　力が、力が足りぬ……っ！』

　ジュウウウウッ、と音がする。腐ったイワシの頭を焼くような悪臭がただよった。

『グウウウウウウウ！　無念っ、無念ーっ！』

　マジュヌーンは恐ろしい悲鳴を上げる。触手が焼かれたスルメのように縮み、干からびて、動かなくなった。

「どうやら、もう大丈夫のようだな」

　陣は啓太の背中から、すっかり焼け焦げたマジュヌーンをべりっとはがし、カセットコンロの火に投げこんだ。じゅぶじゅぶじゅぶ……と、触手が熱でちぢみ、燃えあがる。啓太の背中には、水ぶくれがいっぱいできていた。トーレムのせいでヤケドをしたものだが、たいしたことはなさそうだった。

「い……いったい、何だったんですか、あれはっ？」

　啓太は肩で荒く息をしながら、青ざめた顔を陣に向ける。

　アークダイモンの存在を、陣は秘密にしている。話したところで信じてもらえないというのが一番の理由だが、そのほかにも、それを知ったことで相手が危険にさらされる可能性があるとか、そんな理由もあった。というわけで、

「え？　何かあったか？」

　と、陣じんはあからさまにすっとぼける。いくら何でも、これで他人をごまかせれば、世の中サギ師だらけになってしまう。シエラは頭痛を感じて、額を押さえた。

（そんなのでごまかせるわけないじゃないのよ、バカ庶民！　どうしよう、わたしの姿も見られてしまったし……）

　シエラはハラハラしながら考える。ふと、気づいてシエラはベッドに手をつっこんだ。

「あ……そうだ！」

　布団ふとんの下に、陣が夕ゆう也やにもらったウサミミバンドがあった。シエラはそれを頭にかぶり、啓けい太たのそばにやってくる。啓太は顔をボンッと赤くし、目を白黒させる。

「ざざざ座ざ堂どう先輩がうさみみめいどに！」

　陣も、ただ百円ショップの耳をくっつけただけだと理性ではわかっているのだが、そのあざといまでの凶悪なプリティさに、たじろぎながら叫さけんだ。

「な、何してるんだ座堂っ？　い、いや、俺おれには別に関係も関心もないんだが、後学のために聞いておこう」

「何してるって、決まってるぴょん」

「ぴょん？　語尾に変なことばがくっついてはいまいか？」

「ラブラブラビットは、大好きな男の子にお仕えするのが生きがいのメイドさんだぴょん。ご主人様、何でも言いつけてくださいぴょん♪」

　シエラは、白い手袋をはめた手でスカートのすそをちょんとつまんで持ち上げ、細い足をクロスさせて、にこりん、と小首をかしげた。

「ぷしゅー」

　思いっきりシェイクしたコーラの缶を開けたような音がして、陣はギョッと啓太のほうを見る。真っ赤な鼻血が、水道の蛇口を全開にしたような勢いで噴きだしていた。

「ああ、さすが中学生。若いなぁ」

「ち……血が、血が」

　ぼたぼたぼた……と赤い血がこぼれる。啓太の裸の胸も、ズボンも、血で染まった。

　啓太は鼻を押さえ、何とかその血を止めようとした。シエラはきらーんと目を光らせると、雑ぞう巾きんをひっつかんで啓太の足もとにひざまずく。啓太は、どきんと身をこわばらせた。

「あーあ、ご主人様、床を汚しちゃだめぴょん。お掃除、大変だぴょん」

　シエラは床をこする。短いスカートのすそから、白い足がちらちらとのぞく。メイド服姿をそれなりに見慣れているはずの陣でも、未いまだにドキッとするというのに、その視覚的攻撃が啓太に与えたダメージは甚大だった。

「あうあうあうあう」

　上を向いて鼻を押さえても、鼻血がぴゅーぴゅーと噴水のように飛びだして、放物線を描く。シエラは雑ぞう巾きんを床から、啓けい太たのズボンへと移動させた。

「ご主人様、ズボンも汚れちゃってるぴょん。わたしがふいてあげるぴょん、ごしごしぴょん、ごしごしぴょん」

「ぷつっ」

　ブレーカーが落ちたような音がして、陣じんは思わず部屋の中を見まわす。だが、電灯などは消えていない。そこで、啓太に視線をうつした。啓太の目は焦点を失い、全身真っ白に燃えつきていた。シエラは、ニヤーリとしたたかな笑みをうかべる。

「しめしめ、作戦成功。どう、魔法が使えなくたってわたしってすごく役立つ魔神だと思わなくて？　思いっきり感謝にむせび泣きたくなってきたんじゃない？」

「いや……魔法で眠らせるほうが、百万倍優しい気がするんだが」

「とりあえず、今のうちにわたしは消えるわ。ちゃっちゃと頭をなでなさい！」

「そうは言われても、感謝材料が無いんだが」

「わたしのおかげで、寮を追い出されずに済むでしょ？」

「そもそも、おまえが無理矢理スナイパーを使って押しかけてこなければ良かった話だと思うのだが、そんなことを言ったら『ゴム弾じゃないものが』『俺おれの頭に』飛んでくるのかな。それ以前に、氷ひ室むろを気絶させたところで、おまえがこの部屋にいるのは見られてしまっただろう」



    

  
    
      



    

  
    
      「それが、庶民の考え休むに似たり、だというのよ」

「おまえ、あんまり庶民庶民言ってると、引かれやがるでございますよ」

「惹ひかれるのはわたしの、罪なまでの美しさのせい？」

「巧みに漢字がすりかわったぞ。おまえ、ほんとプラス思考だな……」

「まあ、わたしの名案を聞いてごらんなさい」

　シエラは陣じんに近寄り、つま先立って、彼の耳に口を近づけ、手を添えてごにょごにょごにょ……と、耳打ちする。シエラの声が鼓膜をなでてくすぐったいのと、うさみみが陣の頭をこしょこしょつついてくすぐったいのと、長い髪から甘いフローラルの香りがするのと、接近しているので今にも陣の肩がシエラの胸に触れそうで触れない状態になっているのとで、陣は多分半分以上心ここにあらずで聞いちゃいなかったのだが、とりあえず、

「わ、わかった」

　と、硬い声でうなずいた。シエラは陣から離れて、とくいげに胸をはる。

「どう、わたしの名案は？　感心したら、その気持ちを感謝メーターにあらわしなさい、遠慮はいらなくってよ」

　シエラは陣の手をつかみ、自分の頭にポンと置く。陣は、疲労の色濃いため息をついた。

「どうもおまえの態度は、すなおに感謝できるたぐいのものじゃないんだが。勤務態度が悪いというのも、魔神としての評価にカウントすべきだと思うが……」

「しのごの言わずに、さっさと頭をなでなさい！」

「ああそうか、客にポンポン文句を言うガンコ親父おやじのラーメン屋に来たと思えば腹も立たない。ちちんぷいぷい」

　悟りを開いたかのような無我の表情、ある意味死んだ目で、陣はシエラの頭をなでる。

　ちちんぷいぷいとは智ち・仁じん・武ぶ・勇ゆうの意味で、王に必要な四種の資質のことだ。なぜにランプの魔神の呪じゆ文もんが漢字なのかというと、アラジンと魔法のランプの物語がそもそも中国が舞台だから、である。

　陣がシエラの頭をなでると、彼女の全身がふわっと黄金に光り、はらほろと金色の粉が落ちた。ヘッドドレスは扇形メーターのように感謝度をあらわして虹にじ色いろに光るのだが、さすがに今回は、三割ぐらいのところまで光って、しゅううう……と消えてしまった。

「……は？　これで終わり？」

　シエラは信じられないような目で、陣をにらむ。エプロンのポケットから魔法書を取りだしたが、表紙から一枚だけ、紙が生えていた。

「紙一枚じゃない！　しかもかんじんの呪文を書く中身じゃなくて、なんだか名前は知らないけれど表紙と本文の間に挟みこまれる飾りの紙！」

「それの名は『アソビ紙』だ。そしてカレーを入れるあれは……」

「そっちはもういいわよ、耳にタコができたから！　どうして、感謝がこれっぽっちなのよ！　掃除に来てあげたし！　きのこも焼いてあげたし！　マジュヌーンはやっつけたし！　この寮から追い出されずにすむようにもしてあげたのに！」

「これでも努力したんだぞ、だいたい感謝できる要素が無いだろ。掃除は、鼻血で逆に汚くなった。きのこは食ったらたぶん死ぬ。マジュヌーンは楽勝だった」

　陣じんはふと、コンロのほうに視線をむける。カセットボンベのガスはすでに切れていて、黒焦げになったスルメのようなものが、サラサラと黒い炭の粉となって崩れていった。

「表面的にくっついてただけだったみたいだな。以前戦ったときに比べてかなり弱かったし、なぜか腐ってたし。戦い方も以前に比べて芸が無かった。知能が低いっていうか……。最初、別のやつかと思ったぐらいだけど『ふたたび敗北』って言ってたしなあ。ひょっとして、体調が悪かったのか？」

「そもそも、どうしてマジュヌーンがまだいるのよ。前にきちんとやっつけたんじゃなかったのっ？　中途半端な仕事ばかりしてるから、こんなことになるんじゃない」

「俺おれのほうが聞きたいところだ、っていうかおまえが言うなっ！　いいから帰れ！」

　陣はランプを取って、シエラの頭に押しつける。シエラが戻るときは、自分の意思か、あるいは陣の命令のどちらかが必要である。もし二人の意見が違う場合には、それを思う意思の力がより強いほうにしたがう。今回は、陣がシエラを追い出したいという思いが、シエラのもう少しここにとどまっていたいという気持ちより強かったようで、シエラはしゅううっとランプに吸いこまれてしまった。

「……ったく、ウサミミの猫っかぶりなんてシャレにならないぞ。っていうか、俺の前でもウサミミじゃなく猫をかぶれってんだよなあ……」

　シエラがいなくなって、陣はホッとため息をつく。そのとき、陣の足を血まみれの手がガシッとつかんだ。

「うわあああああ！　って、氷ひ室むろだよな」

「とりあえず、って感じで驚かないでください。新あら木き先輩」

　啓けい太たは悲しげな目をして、床にうつぶせた状態で顔だけ上げ、陣を見上げる。鼻血で汚れた手で、まだ陣の足をつかんだままだ。

「ところで、座ざ堂どう先輩はどこへ行ったんですか？　座堂先輩をウサミミメイドにして女子禁制の男子寮で自分に仕えさせるなんて、うらやま……じゃない、いったい何を考えてるんですかっ！　そんな汚れきった新木先輩は、香か住すみさんに愛される資格がありません！」

「まだその話、続いてたのか」

「白黒つけるまで、この足放しませんからねっ！」

　啓太は本気の目で陣をにらむ。陣は、ちょっと視線をめぐらせ、さっきシエラが耳打ちしたことばを思いだした。

（あいつの作戦に乗るってのも、くやしいが……。背に腹は替えられない、か。なぜなら腹は飯を食うために、ほかに代わりなどあるはずもない、命より大事なものだからだ）

　食いしん坊系の独自解釈をしつつ、陣じんはシエラのことばを思いだしながら、啓けい太たに言った。

「で。ウサミミメイドって、何だ？」

　けろっ、とした表情で言いはなつ。さすがの啓太も、最初は陣が何を言っているかまるで理解できなくて、目をぐるぐると回していた。

「だ、だって先輩も見たでしょ？　ウサミミメイド服姿の座ざ堂どう先輩をっ！」

「いや、見なかったが？」

　陣はあっけらかんと答える。啓太は、その答えに度肝を抜かれた。

「嘘うそをつかないでくださいっ、いたじゃありませんか、ついさっきまで！」

「氷ひ室むろ、おまえは生徒会長の機嫌ばかり取ってて疲れているのだよ」

　ぽん、と陣が啓太の肩に手を置いた。啓太は、ぶんぶんっと頭を振る。

「ぼっ、ぼくの幻覚だとでもっ？」

「軽音楽コンクールのときの座堂のステージ衣装を壁新聞で見たのが、よほど印象に残っていて、無意識に幻覚を見てしまっているのだろう」

「で、でも壁新聞の写真には、ウサミミはついていなかったはず……っ？」

「ウサミミ部分は、おまえの妄想の膨らみ分がプラスされたものだ」

「も……妄想。ぼくが座堂先輩に妄想……！」

「おまえが悪いのではないよ。疲れているのだよ、おまえは」

「新あら木き先輩の口調がなにやら胡う散さん臭くさい件について、コメントをいただけますかね。それと、優しげな憐れん憫びんの微笑を浮かべてぼくを見るのはやめてくださいっ！」

「いいかね。あのセレブの座堂が、私生活上でメイド服を着ることがあろうかね？　ステージ衣装でメイド服を着たが、あれも最初は、プリンセスドレスの予定だったのだからね？　彼女はメイドを使う立場なのだよ？　その彼女が通常メイド服を着るなどとは、生徒がセーラー服を着ているから教師もセーラー服を着るというようなものだよ？」

「こ、高等部で英語を担当している松まつ田だ先生にならセーラー服を着ていただきぷー」

「また鼻の血管切れたぞ。男は、全身の血液の三分の一を失ったら死ぬんだぞ」

「それだけ血が出たら、ふつう女でも死ぬでぷー」

「鼻血のせいで、妙な語尾のキャラみたいになってるな。女は、半分までなら血を失っても大丈夫なんだ」

「それ何のうんちくでぷー？」

「一般常識だ。そんなことも知らないとは、さては寮生活で親の目が無いのをいいことに、勉強もせず、友達にロクでもない本とか借りて読んでるんだろう！」

「あ、姉にはどうか言わないでくだぷー！　姉にとってぼくはまだ清く正しく小さなかわいい啓太ちゃんなんでぷー！」

「とりあえず、おまえには邪念が多すぎる。だから、あの座ざ堂どうにプライベートでもウサミミメイド服を着てみてほしい、などという邪念がおまえに幻覚を見せたのだ」

　陣じんは腕組みをして、重々しい声で言った。啓けい太たはびっくりして、鼻血を拭ふきながら、目をまんまるにする。

「幻覚っ？　あれがぜんぶ幻覚だって言うんですかっ？」

「または夢、な」

「ゆ、夢？　ぼくは夢を見ていただけなんですかっ？　えっ、でもこの鼻血の海は？」

「鼻血の海など無い」

「でもここに！」

「では、おまえはウサミミメイド服姿の座堂を想像して鼻血の海を作りあげたというのか！　愛あい花かを好きだと言っておきながら、そのような不健全な妄想にふけるとは、さてはおまえは深層意識の底で二ふた股またをかけているのだ！」

「ふっ、二股っ？」

　がびーん、と啓太は激しくショックを受ける。

「そ……そうだったのか。ぼくって、何て不誠実な少年なんだ！」

「そうだ。俺おれが二股をかけてるとか大騒ぎしているのは、自分自身を投影していただけなんだ。俺は、愛花のことはただの幼なじみだし、座堂とは無関係だと言いつづけていたにもかかわらず！　つまりおまえが責めるべきは俺ではなく、自分自身というわけだっ！」

　ビシッ、と陣は啓太を指さした。啓太はフラフラと立ちあがる。

「す、すみませんでした……新あら木き先輩の言うとおりかもしれません。あの座堂先輩が『だぴょん』とか言うなんて、冷静に考えれば夢ですよね、ありえませんよね。そうか、香か住すみさんと座堂先輩の両方を好きだったのはぼく自身だったんだ……なのに新木先輩にからむなんて、すみません。もう先輩に八つ当たりしにきたりしませんから、許してください」

「しめしめ、うまく行った」

「今何か小声でおっしゃいましたか？」

「いやなあに、べっつにー」

「何だか気になりますが……まあいいか」

　と、啓太は部屋の外に出ようとしたが……はた、と足を止めた。

「……あ、そうか」

「どうした？」

　啓太の背中に、陣は一瞬、不吉な予感がした。啓太はくるっと振りかえり、キラキラ輝く目で陣を見あげる。

「いや、二股がだめならどちらか選べばいいんですよねっ！　それで、実際のところどっちのほうがぼくは好きなのかなと考えると、やっぱりウサミミメイド姿でのご奉仕を妄想しちゃうぐらい、座ざ堂どう先輩のことが好きなんだということは、これからは座堂先輩一本で行こうかと思いまして」

「は？」

　陣じんの目が点になる。啓けい太たは、無邪気な自信を全身に満たして、陣に言った。

「いいでしょ？　だって新あら木き先輩は座堂先輩とは無関係だっておっしゃいましたよね？」

「い……言った。たしかに言った……」

「じゃ、遠慮なく、ぼく努力してみちゃおうかな。座堂先輩みたいなおとなしい女の子って、かわいくておとなしいペットみたいな年下の男子が好きだという、ぼく独自の統計結果が出ているので、勝算はあるんですよ。それに座堂先輩は大富豪のお嬢様で高たか嶺ねの花だけど、ぼく、新木先輩みたいにお金にもならない楔くさび形がた文字に没頭したり、宇う多た田だ先輩みたいにエアギターで遊んで将来のことをまるで考えてないような人たちとは違って、勉強して成りあがっていって、大人になるころには座堂先輩につりあうような大金持ちになれてる予定なんです」

「おまえ、ほんと見た目と中身が百八十度違うな」

「ライバルの男子なんて、みんなチョコレートになっちゃえばいいのに♪」

「いやいや。スイーツを比ひ喩ゆに使ってメルヘンっぽくかわいさを強調しようとしても、動機の黒さが透けて見えてるから」

「というわけで、新木先輩も座堂先輩といっしょにバンドコンクールに出たりして、少しは接点あるんでしょう？　かわいい後輩のためにご協力よろしくお願いします。ぼく、これでもけっこう自信あるんで……」

　愛らしい啓太の笑顔の裏に、邪悪なオーラが見えかくれする。

（おいおいおいおい！）

　陣は焦る。焦るが、ここで啓太に何と言えば良いのかわからない。というか、どうして啓太のそのことばを聞いて自分がこんなに焦っているのか、その理由もよくわからない。

　ましてや「ゴルァァ座堂に手を出すんじゃねえこの中坊があァーッッッ！」と、いきなり胸ぐらをつかみあげてどなりたい気分がどこから来るのか、見当もつかない。そもそも啓太は上着を脱いでいるので胸ぐらをつかめないし。

（おいおいおい……おーい）

　どうすればいいのか、というよりそもそも自分がどうしたいのか……わからなくて戸惑っているあいだに、啓太は部屋を出ていった。

　少なくとも、これで啓太に二ふた股またを恨まれることはなくなった。さっきシエラが「わたしのウサミミメイド姿を見たのは全すべて彼の妄想ということにしておきなさい、うーんナイスアイディア」と陣にささやき、自画自賛していたことばを思いだす。そのことばに従って、たしかに当面の問題はごまかせた……ものの、もっと厄やつ介かいな問題が後に残されたような気がする。

（氷ひ室むろは姉さんがいるから、年上の女子に甘えたり好かれたりする手て練れん手て管くだも、海うみ千せん山やま千せんかもしれない……）

　あのかわいらしい顔と小さな体で、シエラにすりよっている啓けい太たを想像し、陣じんはあわてて、ブルブルブルッと首を振る。

（いっ、いやだからどうだって言うんだ、ワガママ座ざ堂どうが何をしようが俺おれには関係ないことだ！　どうせ魔神レベルもゼロに戻ってしまったことだし、いっそこのまま氷室のほうを向いてくれて、俺のことを忘れてくれれば、厄やつ介かい払いができていいってもんだ。アークダイモンも、座堂の魔神レベルが下がったせいか、あんまり襲ってこないし……今回みたいなやつなら、トーレムだけでじゅうぶんやっつけられるだろうし。ってことは、俺のソロモンの指ゆび環わの封印は要らないってことだし、な）

　そう考えた瞬間、どきん、と心臓がしめつけられるように痛んだ。

（そうか……俺は、今の座堂にとって、別にいてもいなくてもいい存在……ってわけか？　アークダイモンがいなければ、ソロモンの封印の指環は要らないし……。座堂家復興のために一人前の魔神にならなくても、氷室が本当に成りあがって大金持ちになれば養ってもらえる……それに比べて俺は、金にもならない楔くさび形がた文字……）

　ずんずんずん、と陣は落ちこんでいく。なんだかヤブヘビ状態である。でも表立ってヤキモチを焼くのも悔しい。というか、今の自分の気持ちが啓太への嫉しつ妬とであるということにすら、鈍感な陣は気づいていない。ただ、正体不明のもやもやむらむらした気持ちに心臓がドキドキし、焦燥感にさいなまれて全身から脂汗がにじみ出るばかりだ。

（あ、でも……座堂もずっと鵜うの目鷹たかの目で狙ねらっていた『ソロモンの秘宝』は……お金になる、よな？）

　きらり、と陣は目を上げ、瞬時に机についた。

「よしっ、親父おやじが送ってきた銅の巻物カツパースクロールの解読を進めて、失われた聖櫃アーク探しを続けるとするか！　座堂のことなんかどうでもいいが、俺はあくまでも学究的興味のためにがんばるんだからなっ！」

　陣は、猛烈に楔形文字の古文書を調べはじめる。結局掃除されないまま残された陣の上着や布団ふとんのきのこは、啓太の鼻血などを吸いながら、ますますわさわさと茂ることになるが、それはまた、別のお話。

「……いや、別の話にするなよ。現実に目を向けてきちんと片づけろよ、おい」

　喫茶店から帰ってきた夕ゆう也やが、居場所もないほどびっしりと生えたきのこ畑を前に、呆ぼう然ぜんと立ちつくす。おや、と陣が視線を向けた。

「早かったな、夕也」

　それとも、バタバタしていて飛ぶように時間が流れていただけか、と陣は一人ごちる。

　夕ゆう也やは雨に濡ぬれた上着を脱いで、どすんと二段ベッドの下の段に腰を下ろした。

「そりゃ早いさ、もー俺おれは毒どく呂ろとは組まないから！　プリティプリンセス＆サーバンツ、略してプリプリ、解散だから！」

「それはいい報しらせだな。えーと日につ楔けつ辞典日楔辞典……」

　陣じんは夕也の怒りっぷりにまるで無関心で、机の横の本棚を探す。

「つかぬことをうかがうが、それ日本語と楔くさび形がた文字の辞典か？」

「楔けつ日にち辞典とか楔けつ楔けつ辞典もあるぞ」

「その辞典買うの、日本で八人ぐらいだろ？　出版社よくつぶれないな、っていうか解散って聞いてスルーかよ！　引きとめろよ！」

「おまえがリーダーだ。俺はリーダーのことばに従うよ」

「引きとめてほしいから言ってるんだってわかれよもー！　おまえ、そんなこっちゃ複雑な乙おと女め心を読みあやまるぞ？」

「おまえが複雑な乙女か？」

　陣は夕也にジト目を向ける。

「とにかく聞けよ、友達なら『何かあったのか力になるぜ』って言えよー！」

　夕也は駄々っ子のように、手足をじたばたさせた。

（面倒なやつが帰ったと思ったら、また面倒なやつが戻ってきた……。どうもこの寮に来てから、落ちついて楔形文字と戯たわむれるひまが無いなあ……）

　陣は頭痛を感じて、ふーっとため息をつくのだった。



　そのころ、橘たちばな寮の外を取りかこむこぢんまりした林の中で、一眼レフデジカメをかまえていた氷ひ室むろ江え利り子こは、目を血走らせて笑っていた。

「ふふふ腐ふ……！　撮ったわ、今日こそ撮ったわっ！　啓けい太たもばっちり目撃したし、わたしもばっちり撮影したっ！　座ざ堂どうシエラ、これであなたも終わりよォォォ～ッッッ！」

　あいかわらず小さいオがいっぱいくっついているが、気にしない。江利子の手の中、デジカメの液晶画面にはくっきりと、ウサミミメイド姿のシエラが写っていた。江利子は高らかな勝利の笑い声を立てた。

「ほほほほほ！　この、西洋カブレしたメイド姿で男子寮に忍びこむというアバズレっぷり写真を会長に見せれば、あなたをしとやかな大和撫子やまとなでしこだと信じて疑わない会長はショックを受けまくって、それをお慰めするのがこのわたし！　このスクープ、壁新聞に仕立て上げて学校中に貼はりまわってやろうかしら。そうすれば恥ずかしくて転校するしかなくなるから、わたしは永遠に恋敵を抹殺できるという寸法よォォォ～ッホホホホホ！」

　雨の日も風の日もシエラを追いつづけてきた結果をやっと出せ、今日は江利子にとって最良の日となった。

　……はずだった。スッ……と、江え利り子この背後に黒山のような影が現れるまでは。

「何を撮ったのかは知らんが、依頼主の周囲を嗅かぎまわる邪魔者は気を利かせて処理しておくのが、気配りのできたサービスというものダー……」

　ハッ、と江利子は振りかえる。そこにいたのは、衣替えも終わった六月、しかも梅雨の猛烈な湿度の中だというのに、茶色い毛皮の軍用ロングコートと毛皮の軍用帽を分厚くまとった男だった。身長は二メートルほどあるだろうか。熊くまのように巨大で、マスクをしているうえにサングラスをかけており、顔がぜんぜん見えない。

「なっ、何者っ？」

「ＫＧＢの者ダー。名はミハイル・イワノビッチ、ダー」

「ソ連国家保安委員会っ？　ま、まさか座ざ堂どうシエラにそれほどの人脈が……！」

「いや、『今日も元気に冒険だの会』ダー」

「もしかしてさっきからダーダー言ってるのは、ロシアっぽさをかもし出してるの？」

　ちなみにДаダーとはロシア語で「はい」の意味。ついでに「いいえ」はНетニエツト。「んだ」と「んにゃ」にプチ似ている。いや、今そんなことに言及している場合ではない。ミハイルの手には、緑色の液体が入った注射器が握られているのだ。

「というわけで、記憶を奪わせていただくダー！」

「そうは行くものですかっ、これでもわたしは苦学生のたしなみとして、ヒーローショーの中の人をやったことがあるのよ！　敵サイドだけど！」

　江利子は、ミハイルが彼女に注射器を突きたてようとした動きを紙一重で避よけ、足をほとんど胸にくっつける勢いで振りあげて、ミハイルの顔に回まわし蹴げりをくらわせた。

「ぶっぎゃあああ！　痛いダー！」

　ごろごろごろっ、とミハイルは転がる。マスクが鼻血で真っ赤に染まった。

「きさまっ、ヒーローショーでその戦闘力を発揮したらヒーローを殺してしまうダー！」

「だから先が読めなくて、子供たちはハラハラドキドキ」

「日本のバイトは教育が良すぎるダー！　しかし有人宇宙飛行を世界ではじめて可能にした旧ソ連の科学力は、バイトちゃんごときに決して負けはしないダー！」

　地面にはいつくばっているミハイルの全身から、ぶしゅう、と黄緑色の煙が吹きだした。江利子はギョッとして鼻を押さえる。何やら、甘い香りがした。フルーツの甘さとは違う、アルコールに似た、薬品独特の甘さだった。

「こっ、この煙は何っ？」

「心配めさるなダー、眠っていただくだけダー」

　サングラスの下のミハイルの目がきらりんと光る。

「うう……！」

　一呼吸するだけで、江利子は頭がグラッとして、意識が飛びそうになった。動きが鈍くなったところを見計らって、ミハイルが緑色の液体が入った注射器を投げてきた。

「くっ……甘いわ！」

　江え利り子こは注射器を、手刀で払う。注射器は飛ばされ、地面に叩たたきつけられてパリーンと割れた。だが、江利子はギョッとして目を見張る。注射器をはねつけたとき、ガードが甘くなっていたその手の甲に、もう一本の注射器が突き立っていたのだ。

「ワッハハハー！　甘いダー、二本の注射器を時間差で投げたのダー！」

「くっ、悔しすかぴー」

「すかぴー？」

　ミハイルは眉まゆをひそめて、江利子の顔をのぞきこむ。先ほどのアクションで体を動かしたことで血流がよくなっているらしく、あっという間に薬が全身に回ってしまったようだ。江利子はその場にドッと倒れた。

　ぐー……と、小さないびきをかきながら、江利子は草の上に倒れて眠っている。スカートのすそが少しまくれあがって、白い太ももと……その上にちらりずむ、とおぱんつらしきもののフリルが見えている。ミハイルの耳が、ぽんっと赤くなった。

「み……みみ、見てないダー。ちっとも見てないダー」

　ミハイルは横を向きながら、そーっと手をのばして、スカートを元に戻した。

「よし、任務完了ダー、旧ソ連の科学力の勝利ダー。これで記憶も記録も残らない、という寸法ダー」

　ミハイルは江利子のデジカメのボタンをいじり「写真ファイル全消去」を実行した。ピーッ、と音が鳴って、消去が完了した。



　ミハイルたちの頭上……高い木のこずえに、黒い服の若者が座っていた。長い髪はとうもろこし色、顔色は真っ白で、黒い逆さ五ご芒ぼう星せいのフェイスペイントをしている。

　彼の名はセーレ。『ソロモンの鎖骨』という書物に封印された七十二柱の魔神の一人である。そして彼を召喚した主人マスターは、彼のひざの上に腰かけていた。

　それは春はる紗しや学園中等部三年生にして図書委員、本ほん田だ聡さと子こ。漆しつ黒こくの長髪とメガネがおとなしそうな少女であるが、江利子とミハイルのようすを見下ろすその目には不敵な微笑がたたえられている。彼女の手には、シエラから奪った魔法書があった。

「ククク……今日の収穫はアソビ紙一枚だけ、ですか。二冊目の魔法書は、なかなか出来上がらないようですね……原稿の遅い作家のお尻しりをたたく鬼編集者の気持ちがよくわかりますね。ククク……」

　聡子は笑いながら、髪をかきあげる。

「しかし、銅の巻物カツパースクロールが見つかったとは……さて、新あら木き先輩には解けますでしょうかね？」

『ヨッドの災い、石版は戒め、アークは封ずる。ヨッドの災い目覚めしとき、ベートなるダレット、それを封ずる……ですか。わたしも聞いたことのない文章ですが』

「あなたは知らなくとも、たしかにその文字は人間の手によって刻まれ残されていたのです。古代アッシリアの書記の神ナブーは人間に、粘土板に文字を記すことを教えたと伝えられています。わたしにはそれらの古い文字が読める。謎なぞめいた楔くさび形がた文字の失われたことばも、老ウトナピシュティムの大洪水よりも過去、神すらこの世に存在する以前の、石に刻まれた原始の文をも読むことができる！　古代アッシリア帝王アッシュルバニパルのように、ね……」

『アッシュルバニパル？』

「『本』を用いれば、この世のあらゆる人間の知恵を記録できる、全すべての人間の知恵が時空を越えて共有できる。アッシュルバニパルはその偉大な力に最初に気づいた人間……。文字が書いてあるものならば、書籍から一般人の手紙まで、全てを帝国図書館にコレクションし、写本させ、自らの知恵の糧としたのです。いわば世界最古の本コレクター、わたしと話が合いそうではありませんか……ククク……」

　聡さと子こは、脇きよう息そくのように立てられているセーレの片ひざに、ゆったりと頬ほお杖づえをつきながら寮の窓をじっと見つめる。

「ヨッドの災い、石版は戒め、アークは封ずる。ヨッドの災い目覚めしとき、ベートなるダレット、それを封ずる……。ククク、新あら木き先輩は読書家だと思っていましたが、まだまだわたしの足元にもおよばないようですね……解読できないとはね……」

『ご主人様は解読できるのですか』

「さあ……。わたしは答えを聞いたから知っているだけです。新木先輩のように、ノーヒントでどこまでわかるかは、わかりませんが……」

『答えを聞いたっ？　し、死海文書が書かれたのははるかな昔、しかも新木陣じんの両親が発掘した遺跡はそれまで何千年も発見されていなかったものですが……だ、誰だれに聞いたのですかっ？』

　セーレは息をのむ。

「さあ……昔のことで、忘れたかもしれませんね。それはそうと、このメモ帳……かわいいと思いません？」

　聡子はポケットから、手帳を取りだした。不細工なカエルの絵が描かれ、チェーンで小さなボールペンが繋つなげられている。ごくり、とセーレは息をのんだ。

『い、いえ……単に不気味なのですが』

「そうですか？　安あん藤どうさんによると今、キモカワとかブサカワとかがはやっているそうで、このあいだ教えてもらった秘密の百円ショップでおそろいで買ったんですが」

　安藤とは、安藤奈な津つ……聡子の友人で、家庭科部部長である。セーレは、どう見てもかわいくない、いかにも百円ショップ向けっぽいいいかげんなデザインのカエルを見て、とまどいを隠しつつ、咳せき払ばらいした。

『恐縮ですが……あえて分類するならば、それはブサキモです』

「まあいいでしょう、おそろいという点が重要なのです。それに、ボールペンがメモにくっついているのは、何かと便利ですしね……ククク……」

　そう言って、聡さと子こはメモ帳の上にボールペンを走らせた。

「セーレ……なぜ全すべての魔物を封印する『ダビデの星』が六ろく芒ぼう星せいなのか、わかりますか？　古代シュメール人が使っていた呪じゆ術じゆつの図形、ピタゴラスの神秘の数術、五惑星の配置……それらは全て五ご芒ぼう星せいであるのに……」

　最古の文明と伝えられるシュメール人の神話では、太陽の周囲を長周期で公転する惑星ニビルから訪れた神アナンヌキが、四十五万年前、人類と文明を創造したと伝えられている。シュメール人は金星の女神イシュタルをはじめとする星を崇拝しており、当時知られていた五つの惑星、水星・金星・火星・木星・土星を繋つないだものが、五芒星なのだ。

　この図形には、人類の文明の知識全てが秘められているという。五芒星を構成する各線を並べ、この長さの弦を作れば、それはドレミの音階になり……その比は黄金率を作る。

　ゆえに、ピタゴラスはこの図形を神秘のものとした。音楽も芸術も建築も、人類の膨大な文化の情報は全て黄金率を秘めた五芒星に集約されて伝えられたのだ……あたかも、白黒のドットを携帯電話で読み取るとカラー写真があらわれる二次元バーコードのように。

　セーレは聡子の唐突な質問にとまどって、首を横に振った。

『い、いえ……わ、わかりかねますが』

「ベートなるダレット……それは『二つのＤ』ということです。ＤとＤ、つまりＤ＆Ｄ」

　聡子はメモに「Ｄ＆Ｄ」と書いた後、矢印をして、「ＤＶＤ」と書く。

「ヘブライ語ではＶやＷが＆の意味を持ちます。すなわち、Ｄ＆Ｄは、ＤＶＤまたはＤＷＤ……ということです」

『ＤＶＤかＤＷＤ……？　はっ……！　ダ、ダビデ！』

「そのとおり！　同時にＤとはデルタ、三角をあらわします。『二つの三角』を組み合わせれば六芒星、ゆえに『ダビデの星』は六芒星なのです！　名前は魔法を秘めている、だから他人にみだりに本名を教えることを古人は忌み嫌ってきました。たとえばあの『ミハイル』というロシア人、その語源『ミカエル』という名の意味は『神に似た者』。しかし『ダビデ』……という名の意味は、現在わかりません。それもそのはず！　考古学者の誰だれ一人として、『二つの三角』などという図形的な名だとは思っていなかったからです！」

　聡子はメモ帳に三角を二つ、たがいちがいに書いて六芒星とし、セーレに突きつけた。

　セーレは、ごくりと息を飲む。

（こ、このかたは……われわれ魔王をも越える知恵を持っている、これも『本』からの知識だというのか……！　人の一生は短い、しかしその一生の経験を本として後世に残し知恵と経験を共有すれば、すなわち人間は、見かけ上、数千年の寿命を生き抜くわれら魔王と同等の知恵を得ることができるっ……！）

　聡さと子こは、ボールペンにキャップをし、メモをポケットの中に大事にしまいこんだ。「おそろい」のそれを、本心から大事にしているようすだった。

『ヨッドの災い、石版は戒め、アークは封ずる。ヨッドの災い目覚めしとき、“〝二つの三角、ダビデの星”〟がそれを封ずる……。ダビデの星が、新あら木き陣じんの持つソロモンの指ゆび環わの紋章だということですか。十の災いである、アークダイモンを……』

「やれやれ……魔王であるあなたの知恵も、そのていどですか。『十の災い』が何か知らないのですか？　『ヨッド』が何を意味するのか？　『ヨッド』はヘブライ文字の『Ｙ』、頭文字を名の代用として使うこともあるのですよ。誰だれなのかわからないのですか、この『ミスターＹ』が？」

　くすくす、と聡子は笑った。セーレはプライドを傷つけられ、カッと赤くなるが、激げつ昂こうするのは彼の性質ではない。必死に冷静さを保ちながら、彼は聡子に言った。

『お、お言葉ですが……ヨッドの災いを石版が戒めアークが封じるのですから、アークダイモンと考えてよろしいのでは……！』

「古代エジプトで起こった『十の災い』を知らないのですか？　モーセがエジプト脱出エクソダスを行ったときの……その災いを誰が起こしたのか……」

　ここで「エクソダス」について説明しよう。

　そもそも紀元前十三世紀、イスラエル人たちは大国エジプトの奴隷にされていた。預言者モーセはイスラエル人たちを連れてエジプトを脱出し、イスラエルへ戻ろうとした。これが『出エジプトエクソダス』だ。エジプトの王フアラオは追っ手の軍勢をさしむけたが、海が割れてイスラエル人は海底の道を渡り、続いたエジプト軍は閉じた海にのまれて溺おぼれ死んだ。その後モーセはシナイ山の頂上で、神から十じつ戒かいの石版を受けた。このシナイ山の位置も、現在はわからなくなっている。その石版を封印した箱が聖櫃アークで、イスラエルの王ダビデとソロモンが神殿におさめたが、イスラエル崩壊とともにアークも消えたのである。説明終わり。

「エジプトのナイルのほとり、無数の三角ピラミツドが何のために作られたのか……。そしてモーセは『海を割った』のちに『十戒の石版』を得たのですよ。わからない？　わからなくても構いません、わたしがわかっていてあなたに命令すればいいことですからね……ククク」

『お言葉ですがっ……主人マスター！』

　こらえきれず、セーレは声を荒らげて、聡子に反論した。

『先ほどから、わたしを阿あ呆ほうのように申されますが！　それでは、あなたはどれほどお偉いのですかっ！　ソロモンの指環や、その手助けをするランプの魔神がわれわれにとっても脅威になるとわかっていて、あなたの攻撃はいつも中途半端でツメが甘く失敗ばかり。頭が良いとは思えません！　今回のことにしても、どうせ彼らを攻撃するのならば、このセーレに命じてくだされば迅速に遂行いたしましたのに。なぜ、わざわざ死者の書ネクロノミコンの呪じゆ文もんを用いて、アークダイモンの生骸ゾンビなどをお作りになったのですっ！　それが、しょせんは人の子の知能の限界だと……！』

　勢いに任せて怒鳴りたてているうち、セーレは、聡さと子この返事が無いのに気づいた。背中を向けて、じっと黙っている彼女のオーラはあまりにも静かで、何を考えているのか全く何の体温も波動も感じない。セーレはゴクッと息をのむ。

（し……しまった。見かけが華きや奢しやな小娘だと思って、調子に乗りすぎた……か？）

　くるり、と聡子は振りかえった。セーレは、ビクッと身をすくめる。

「ククク……今、怯おびえましたね。ならば許してあげましょう。使い魔としての身のほどはきちんとわきまえている、ということですものね……ククク……」

　どこまでも冷ややかな聡子の態度に、セーレの胸はざわつき、屈辱感にさいなまれる。

（つ、使い魔、だと！　ソロモン七十二柱の中でも、魔界の王子プリンスとも呼ばれる大魔王である、このセーレをっ？）

　セーレの怒りを気にもせず、聡子は長い髪を耳にかけながら言った。

「言ったでしょう、試してみたかったのですよ。ネクロノミコンの生骸ゾンビがどこまで使えるものか、ね……。人間というものは携帯電話の機種変更をしたとき、電話に入っている着メロをまず全すべて聞いてみたい衝動に駆られるものなのですよ。ククク……。性能を見てみたいではありませんか……試してみたいではありませんか？　コレクターならば……新しい『玩具オモチヤ』を手に入れたのなら……改善すべき点の動作チェックも兼ねられますしね。どうやら死者の書ネクロノミコンはもう少し使いなれる必要がありそうですね、ククク……」

『使いなれる必要……が？』

　セーレは、眉み間けんにしわを寄せる。

『では先日、「訪問者」が来たときに……主人マスターがネクロノミコンの呪文を唱えようとしたのは、勝機があってのことではなかった、と……？』

「ハッタリも兵法のうちですよ。ククク……」

　聡子のしたたかな笑みを見て、セーレはごくりと息をのんだ。

（あ……甘い、このかたは甘すぎる！　今、本気で攻撃すればソロモンの指ゆび環わを破壊できるというのに、自らのコレクションの性能を試すために、わざとランプの魔神どもを生かしている……本気で攻撃せず、観察して楽しんでいる！　だが、今はまだ弱い魔神でも、そのような『ちょっかい』が回を重ねれば、魔神メーターは上がりレベルも上がる。魔神はソロモン王の右腕となって、妖魔ダイモンどもを捕らえ封印する手助けをする、だからこそ早いうちに滅ぼさねばならぬのに……。甘すぎるっ、魔神が力をつければこのセーレでもかなわぬというのに、魔『王』と魔『神』では圧倒的な差がありすぎるというのに……！　このままでは共倒れになる、今までは主人マスターの力を恐れて従っていたが……もしやそれも全てハッタリだとしたら？　勝てる……のではないか？）

　セーレのひざの上で、聡さと子こは無防備に背中を向けている。小柄で華きや奢しやな少女は、魔王であるセーレの手にかかれば、虫よりもたやすくひねりつぶせそうに思える。セーレは震える手を、そっと上げて、聡子に触れようとした。

　ちろり、と聡子はそんなセーレに流し目をくれる。セーレは、ギクッと動きを止めた。

「わたしの力が全すべてハッタリだとしたら、勝てるのではないか……と思いましたか、セーレ？」

『い……いえ、そのようなことは！』

　セーレはその瞬間、明らかに恐怖した。そして、恐怖した自分に驚きよう愕がくした。

（人の子でありながら魔王の心を読むことができるのか、このかたは！　本当にハッタリなのか？　それとも、ハッタリだというのがハッタリなのか？　よく考えろ、セーレ。リスクを冒おかす価値があるか無いかを。おまえはしょせん写本の中の魔王、おまえが無くても主人マスターは別の『ソロモンの鎖骨』を手に入れて新たなセーレを呼びだせば良いこと。おまえを失うことのリスクは無い……すなわち、おまえを試しているのだ。『この本のこのページは少々印刷が悪いようだけれども、返品すべきかしら？　どうかしら？　色が落ちるかどうか、少しあなたのページをこすって、消してみようかしら？』と！）

　セーレは手を下ろし、力無くうなだれる。聡子は、フッと笑った。

「『本』は人間の知恵の結集、幾千万の天才の知恵のエッセンス。その本を読めば読むほど天才の考えを自らの中に融合していくことができる、全知の存在へと近づけていく……そのことが何を意味するか、セーレ、わかりますか？」

　聡子は目を細め、そよ風のようにかすかにことばをつむぎながら、シエラの魔法書のページを一枚一枚指でめくっていく。

（神に……っ！　神になろうというのか、このかたはっ？）

　セーレは恐怖した。凍りついた表情で、ひざの上に座る危険な少女をただ見つめることしかできなかった。



    

  
    
      




二話　ドッキン！　デート大作戦!!





　梅雨の晴れ間に、明るい太陽が顔を出す。

　豊かな雨を吸った木々の葉はみずみずしく輝き、夏に向かって生命の讃さん歌かを歌う。

　座ざ堂どうシエラもまた、初夏の柳のようにやさしくやわらかく、春はる紗しや学園のけむるような緑の中庭を歩いていた。彼女のまわりはいつもどおり、数人の女子が取りまいている。

　音楽の本と袋に入った縦笛を胸に抱き、彼女らとにこやかに話しながらも、シエラは時折、きょろ、きょろ……と、何かを探すように大きな目を動かしていた。

「シエラ様、どうかなさいました？」

　取りまきたちに尋ねられて、シエラはハッと、花がほころぶような笑顔を作る。

「あっ……ええ、いえ、どうもしませんわ」

「誰だれかを、探していらっしゃるような……？」

「そ、そんなことより、音楽室へ急ぎましょう。先生がいらっしゃる前に、黒板消しをはたいておきませんとね」

「まあ、さすがシエラ様！　その黒板消し、ぜひわたしにおはたかせくださいませ！」

「いえわたしが！」

「何よ、わたしよ！」

　言い争いをはじめた取りまきたちをよそに、シエラは胸に手を当て、空を見上げてため息をついた。

（庶民ったら……どこにいるのよっ？　このわたしが朝から探してあげているというのに、視界にも入ってこないだなんて！　存在感が無いにも、ほどがあるわ！）

　たしかに陣じんは、いつも無口に楔くさび形がた文字の本ばかり読んでいて存在感が無い。だが、シエラの存在感が強すぎるというのも事実だ。彼女の輝くように優雅な姿は嫌でも人目を引く。現にこうしている今も、中庭にいた男子も女子も、思わずシエラに目を奪われていた。

「座堂先輩だ！　やっぱキレー……」

「笛を持ってるってことは、音楽室に移動かしら。壁新聞の軽音楽コンクールのやつ、女のわたしから見ても、かわいかったぁ……」

「お嬢様の座堂がメイド服だなんてビックリしたけど、やっぱりそういうところが、上品で優雅でセレブでありながら、なおかつエラぶらないという彼女の魅力なんだよなあ」

「あの軽音楽コンクールも、同じクラスの友達の宇う多た田だ先輩や新あら木き先輩が困ってて、シエラ様って困ってる人を放ほうっておけないから出てあげたのよね、きっと。ふだんはクラシックしか聞かないようなお嬢様があんなにがんばるなんて、ますます尊敬しちゃうわ」

　新あら木き先輩、ということばに反応して、ちらり、とシエラが視線をむけた。見られた生徒たちは、ズッキューンと胸を射抜かれたような衝撃を受ける。シエラは、とまどった。

（あ……庶民がいたわけじゃないんだ。さて、この行く先を失った視線をどうしようかしら……。相手が反応して、そのまま視線をそらすのは無視しているみたいで、失礼よね）

　とりあえず、シエラはにっこりほほえみ、ぺこり、と会釈する。苦肉の策のごまかしだったが、それでますます彼女の株を上げてしまうところが、猫っかぶりの本領発揮である。

「かかかかわいいっ！　シエラ様、今こっち見た！　俺おれなんかにあいさつしてくれた！」

「何よ、座ざ堂どうさんはあたしにあいさつしたのよっ！」

「るせー、引っこんでろ！」

　遠くのほうで醜い争いが起こっているが、シエラには聞こえていなかった。

（まったくもう……庶民ったら、どこにいるのよ。相談したいことがあるのに……このわたしが、相談をもちかけてあげましょうと言っているのに！）

　相変わらず、下手に出るということを知らないシエラである。そのとき、シエラの背後に男子らしい影が立った。シエラはハッとして、輝くような笑顔で、くるっと振りかえる。

「そこにいたの、新木く……」

　言いかけて、シエラはことばを止める。立っていたのは、氷ひ室むろ啓けい太ただった。照れくさそうな笑顔を浮かべて、立っている。ただし、けっこう自信はあるんだけど、かわいい年下の男の子を演じています的なしたたかなオーラがかいま見える、少々あざとい笑顔である。

「あっ……えーと、あなたは……」

　シエラは、少しだけがっかりした表情になる。猫をかぶっているので、極端に落胆したようすは見せなかったが。まわりの取りまきたちが、きゃっきゃと黄色い声を上げた。

「氷室啓太くんですよ、シエラ様！　生徒会副会長の弟で、高等部でも有名ですよ。優等生だし運動神経もいいし、何よりかわいいし、年下好きに大人気なんですから」

「あ……そうなんですか」

　感心したように言ってみたものの、シエラはあまり興味がない。むしろ、メイド服姿を見られたことを、きちんと「夢」だと思いこんでくれているかどうか、そちらのほうが気になっていた。啓太は、子犬のように人懐っこい表情で、シエラが持っている音楽の教科書や笛に手をかける。

「座堂先輩、お持ちします」

「えっ……で、でも音楽室へ行くんですよ？　氷室くん、次の授業の準備は？」

「そんなこと、座堂先輩の細腕にこんな重いアルトリコーダーを持たせるのに比べれば、何てことありません！」

　啓太は笛に手をかけたまま、目に「純粋」と書いてあるような勢いの、無む垢くで一途な表情でそう言いきった。

「氷ひ室むろくんみたいな優等生が授業よりシエラ様の笛を運ぶことを選ぶなんて、さすがシエラ様ね！　やっぱりプリンセスには、滅私奉公の騎士が仕えるものよねー」

　取りまきたちがうらやましそうに、うっとりした表情で言った。けれどシエラは、啓けい太たにあまりくっついてこられると息苦しくて、断ろうとした。

「いえ、氷室くんの授業のほうが大事ですから。わたしは一人で大丈夫ですから……」

「いいんですよ、座ざ堂どう先輩。ぼく、実は……詳しくは話せませんが、座堂先輩の夢を見たんです。変な話ですけど、姉も似たような夢を見たらしくて……」

　啓太は、照れくさそうに鼻の頭をポリポリかく。シエラはそれを聞いて、ホッとした。

（あ……夢、って思ってるわけね。よかった、作戦成功だわ。さすがわたし！）

　最後に自分を誉めるのもきちんと忘れない。啓太は、にっこりと天使の笑顔を浮かべた。

「それとはぜんぜん関係ないんですが、座堂先輩。源氏物語によれば、昔の人は、夢に誰だれかが現れるというのは、その人が自分のことを好きだから夢でしのんでくる……ということだそうですよ。ほんとに、ぜんぜん関係ないんですけど」

　え？　と、シエラは目をぱちくりする。

（な……何それ、逆じゃないの？　勝手に夢を見ておいて、それは相手が自分を好きだから、ってそれはどういう怪電波なわけっ？　ま、まあわたしのことはほんとは夢じゃなかったんだけど……それを夢だと思って、「ということは座堂先輩がぼくのことを好きだから、ぼくの夢に現れたんだ。座堂先輩がほんとはぼくにお仕えしたいからメイド服姿で現れたんだ」って考えてるかもよコイツ！　冗談じゃないわ、うぬぼれ屋は嫌いなのよ！）

　シエラはちょっと腰が引けて、啓太から距離をとろうとしているようすだが、啓太のほうはそのぶん前進して、ついにシエラの音楽教材一式を取ってしまった。

「ということで座堂先輩、音楽室までお送りさせてください」

　顔がかわいらしいので気が弱そうに見えるが、自分がかわいいことを知っているだけに自信家で押しも強い。断る理由も見当たらなくて、シエラはしぶしぶ、啓太といっしょに行かざるをえなくなってしまった。



　ところで、実はそのとき陣じんは、シエラの少し後ろからやはり音楽室にむかって歩いていたのだ。シエラに気づき、あわてて中庭に作られた藤ふじ棚だなの、柱のかげに身をかくす。

「何やってるんだ、陣」

　あきれて、夕ゆう也やが声をかけた。陣はあわてて、首を横に振る。

「いっいや、何でもない！」

「おまえ、最近座堂のこと避けてないか？　軽音楽部の仲間だろ？　友情、努力、仲間、いいことばだと思わないか？」

「べ、別にさけてなんかいない！　俺おれがあいつをさける理由なんかないだろ！」

　陣じんはどなる。だが実は、さける理由はちゃんとある。（性格にどれほど問題があろうとも）シエラが、啓けい太たと親しくしているのを見るのがつらい。自分に対する態度より、あきらかに当たりがやわらかいのも、つらい。

（氷ひ室むろは俺なんかより、ずっと愛想がいいし……座ざ堂どうも優しく接してくれるやつのほうが、いいだろうな。それにレベルゼロ魔神に戻っちまってる今、ソロモンの指ゆび環わの持ち主が変わって主人マスターが変わったところで、座堂にはたいして影響が無いはずだ。もしかしたら……ソロモンの指環を、氷室に渡してくれ、って近いうちに言われるかもしれないな……）

　ふだんから無愛想な陣だが、気持ちが暗いとますます重苦しい表情になる。

　夕ゆう也やは心配そうに、何も言ってくれない陣を見つめていた。

　むろん、陣がわざと姿を隠していることなど、シエラは知るよしもない。啓太に荷物を持ってもらって、取りまきたちといっしょに歩きながらも、彼女の目は陣を探しつづけている。シエラは優雅なほほえみを浮かべながらも、心の中ではじりじりしていた。

（庶民ったら……もう、まったくどこにいるわけっ？　氷室くんみたいに余計な人はくっついてくるのに、庶民だってもうちょっとわたしにくっついてきてもいいんじゃなくて？　大問題が起こってるっていうのに、肝心なときにいないんだから……！）

　その大問題とは……十三組の、毒どく呂ろ説せつ子こに関することだ。

（あんな楔くさび形がた文字マニアでも、読書家で知識もあるから、いざというときの相談相手としては心強い、と思ってあげてるのに……）

　ずいぶん上から目線のようだが、それでもシエラがそこそこ陣のことを買っているのは確かである。ことの始まりは、きのうの昼休みのことだ。



　昼休みの弁当タイム、シエラは教室でお弁当を食べる。シエラは小食なので、ごくごく小さなお弁当箱だ。その中に、メイドたちが腕によりをかけた料理が詰まっていて、小さな宝石箱のようである。

　食の細いシエラのために、弁当はフルーツ中心だ。主食は朝摘みイチゴの手づくりジャムを塗ったロールサンド。真っ赤なフルーツトマトのカップの中には、フルーツサラダが詰められている。その隣にはキラキラ輝くフルーツゼリー。くりぬいたメロンが、ひすいの玉のように散りばめられている。

　シエラの取りまきの女子たちが、それを見て黄色い歓声を上げた。

「わー！　シエラ様のお弁当今日もキレー！　ちっちゃーい！」

「座堂さん、それっぽっちで足りるの？　アフタヌーンティーのお茶会のときも、全然食べてないし……だから細いのね、いいなぁー」

　誉められてシエラは恥ずかしそうにほほえんだが、内心は、陣の姿を探していた。が、彼は教室にいない。寮生は、寮で中等部の寮生が作ったおにぎり弁当を持ってきているので、ふつう教室で昼食をとるのだが、陣じんはたいてい早弁してしまうのだ。

（庶民ったら、また早弁して、学食かアルフライラで食べているのかしら？　まったく、せっかくみんながこうしてわたしを誉めてくれているんだから、ちゃんと聞いておきなさいよね！　そうすれば、少しはわたしを見る目も変わるでしょうに……）

　シエラはフルーツトマトに八つ当たりし、フォークをぷすっと突き立てる。そのとき、黒板の上にあるスピーカーから夕ゆう也やの声が聞こえてきた。軽音楽部員の夕也は、放送委員でもある。自分の当番のときには自分の曲しかかけないので、ものすごく不評である。

『はい、次のおたよりはペンネーム「ドキドキどくろ」ちゃん。「こんにちは、夕也さん」はい、こんにちは。「あたしは好きな男子がいるんですがぁー、なんか距離感が微妙って感じぃーみたいなー？　週末になるたびデートに誘ってほしいなぁーとか思ってるのにぃ、彼ってぜんぜん気づいてくれなくて、毎週、一人寂しく日曜日を過ごしてマース♪」うんうんわかるわかる、俺おれも日曜日は楔くさび形がた文字野郎と同じ部屋で息が詰まりまくりんぐー、みたいな。そんなドキドキどくろちゃんのリクエスト「暗い日曜日」！　俺の曲ばっかかけるなって政治的圧力がかかってるんで、一般のやつもかけます！　どーぞ！』

　鉄の板を切り裂くような不協和音が、スピーカーから流れだす。シエラは、愕がく然ぜんとした。

（「暗い日曜日」……！　それは一九三三年にハンガリーで発表された自殺ソング！　その不気味な旋律と暗い歌詞は、第二次世界大戦に向かう不安な世相の中にあって聞く者を次々に自殺に追いこんでいったという！　っていうか、宇う多た田だくんは気づいていないけれど、この「ドキドキどくろちゃん」ってどう考えても毒どく呂ろさんでしょ？　毒呂さんが言ってる「好きな男子」って、宇多田くんのことでしょう？　庶民も鈍感だけど宇多田くんもかなりの鈍感ね、まあそのあたりが類は友を呼ぶかもしれないけど……しかし、鈍感な相手がわかってくれない気持ちを「暗い日曜日」で表現するなんて、毒呂さんらしいと言えば毒呂さんらしいけれど、これはアウトでしょう！）

　シエラが心配したとおり、教室のあちこちで、パニックが発生していた。

「死にてー！　むしょうに死にてー！」

「ごめんなさい！　生まれてきてごめんなさい！」

　すすり泣く声、叫さけぶ声、隣の教室もその隣の教室も……阿あ鼻び叫きよう喚かんである。ようやく曲が終わると、ふたたび夕也の明るい声が聞こえてきた。

『Ｈｅｙヘイ、Ｙｏヨー！　イカした曲のリクをＴｈａｎｋスアンキ Ｙｏｕユー！　えーと次は、ペンネーム「ときどきどくろちゃん」で、リクエストは「死ね死ね団の歌」！』

　ふたたび、阿鼻叫喚が起こる。ガターン、とシエラは蒼そう白はくとなって立ちあがった。

（い、いけない、宇多田くんは何も考えていないから自殺ソングが効いてないんだわ！　それにしても毒呂さん、毒舌で人を死にたい気分にさせるだけかと思ったら、曲の選定まで徹頭徹尾なのね。ちょっとしたアークダイモンより危険だわ。要するに彼女が自殺ソングばかりリクエストするほど気分が直滑降なのは、宇う多た田だくんに気持ちが通じてないから、ってことでしょう？　わたしが何とかしなくちゃ……）

　ということで、その日シエラは軽音楽部の部室がわりに使わせてもらっている音楽室に、毒どく呂ろ説せつ子こを呼びだした。

　そして、昼下がりの音楽室……説子はもじもじしながら立っていた。目の下には不健康そうなクマができている。色は白いが、シエラのように透きとおるような色白というのではなく、日に当たっていないことによる不健康な青白さだ。制服につけたデスメタルっぽいアクセサリーが、ますます凄すごみを増している。でも、髪をとめているドクロのヘアアクセは、最近見なれて、ちょっとかわいいなとシエラは思っている。

「な、何か用なの？　座ざ堂どうさんみたいな、学園の人気者があたしを呼びだしたりして」

　説子は毒舌なのだが、シエラにだけは毒舌を吐かない。なぜならシエラは「何ひとつどことして欠点の無い、毒舌を吐きようのない人間」だと、説子は思っているからである。

「毒呂さん。ずばり聞くけれど……昼間の校内放送のリクエストは、あなたよね？」

　シエラは、説子をビシッと指さす。説子はびっくりして、目をまんまるにした。

「ど、どど……どうしてわかったのっ？」

「いえ……あのペンネームが、もろにだったんだけど……」

「あのペンネームであたしだってわかったの？　すごい、さすが座堂さんだわ。かわいいだけじゃなくて、頭いいだけでもなくて、推理力もすごいなんて、名探偵だわ！」

　ここまで手放しで誉められると、もしかしてバカにされているのではないかという気がしてくるが……ともかくシエラは、説子に言った。

「それで……あなたが相談していた『好きな男の子』って、宇多田くんのことでしょう？　彼へのラブレターのつもりでリクエストしたのに、彼には通じていなかったようね」

「どどどどうしてあれが宇多田くんあてってわかったの？　座堂さんすごすぎる、もうここから探偵モノに路線変更したってじゅうぶんやっていけるわよ！」

「誉めていただけるのはありがたいのだけれど……なんだかなー」

　シエラは小さな声で、つぶやいた。音楽室には、机のかわりにオルガンが並んでいる。

　オルガンの横に、二人は並んで座った。説子はもじもじしながら、彼女がこの世でただ一人毒舌を吐かない相手であるところのシエラに語った。

「じ、実はさ……人格者で優しくて天使のような座堂さんだから話すんだけどね。ちょっと前、宇多田と喫茶店で待ちあわせたことがあって……あたし、学校以外で会うなんてデートみたいって思って、緊張しちゃって……緊張しちゃうと毒舌がパワーアップする習性があるの、あたし。それで、宇多田が十五分ぐらいで怒って、帰っちゃって……せっかく、宇多田と距離を縮められるチャンスだと思ってたのに」

「わかるわ。好きな人の前だと緊張して、つい心にもないことを言っちゃうのね。照れかくしで、口調がキツくなっちゃったり……」

　自分のことを反省しながら、シエラは説せつ子こに同意した。

　実を言えば、説子がどんなに自殺ソングをかけて学園の生徒たちが暗い気持ちになろうと、シエラには関係ない。シエラのように、圧倒的な根拠無き自信に支えられている人間は、どんな暗い曲を聞こうが死にたくはならないし、正義の味方になるつもりもない。アークダイモンと戦っているのは、あくまで降りかかってきた火の粉を払っているだけだし、シエラが魔神に変身するのは座ざ堂どう家復興のためであり、私利私欲のためである。

　ということで、今シエラが気にかけているのは説子自身のことだった。

（どうも……彼女の話って、他人事ひとごとと思えないのよね……）

　だからこそ、親身になる。もしかすると、今感じているこの気持ちが友情なのではないか、とシエラは思った。小さいころから他人に憧あこがれられたり崇すう敬けいされたりすることはあったし、取りまきもたくさんいたシエラだったが、それだけに、友情も愛情も与えられるばかりで、自分がそれらを持つという感覚には長らく縁がなかったような気がする。

（庶民と出会ってから……わたしの気持ちも、ずいぶん変わったみたい。今まで、猫をかぶってばかりで誰だれか他人の人生を横で見ているようだったわたしの心が、喜怒哀楽とか友情だとか、そんなもので生き生きしはじめたのを感じるわ）



    

  
    
      



    

  
    
      　だからシエラは、説せつ子この役に立ちたかった。ふつうの女の子のように、友達の恋愛話を聞いて相談に乗ったり、いっしょに相手の男子の出待ちをしてみたりしたかったのだ。

「いきなり二人で会ったりするから、緊張しちゃったんじゃないかしら？　テレビでも、うっかりした放送事故ってよくあるじゃない？　人間って、緊張して意識しちゃうとよけいに、言っちゃいけないことばを言っちゃうものなんだと思うわ。とくに喫茶店のように、二人で向かいあってしゃべるだけで、話題をほかにそらせない場所は難易度が高いと思うの。映画館やコンサートなら、二時間だまって座ってるだけでいいから楽だけど」

「な、なるほど……。さすが座ざ堂どうさん、分析が的確で一流の心理学者みたいね。でも、軽音楽部の話があるから、っていう名目で誘いだしてるから……映画館やコンサートって、もろデート目的でしょ。それって誘うまでが大変よ、むしろ全然楽じゃないわ」

「それもそうね……喫茶店なら、さりげなく誘えるというのも真理ね」

　たしかに自分も、魔法のランプがあるから陣じんのもとに行く口実ができるわけで、いきなり「今度の日曜、映画につきあいなさいよねっ！」とかはたしかに言いにくいな……、とシエラはわが身になって考える。

「あっそうだ！　それじゃ、喫茶店デートの練習をすればいいんじゃない？」

　シエラはポンと両手を打った。それを聞いて、説子はびっくりし、腰が引けた。

「デ、デートの練習って……何それ？」

「もういちど喫茶店に行って、きちんとしゃべれるように練習をするのよ。女子がいいと思っても男子の目から見るといまいち、っていうこともあると思うので、男子の意見も必要だけれど……そうだわ、同じ軽音楽部の友達だし口が堅い新あら木きくんに頼みましょ！」

　シエラは説子の両手をぎゅっと握り、力強く言った。それを聞いて、説子は頼もしそうな輝く目でシエラを見つめ、恥ずかしくてためらいながらも、こくり、とうなずいた。



　回想終わり……というわけで、さっきからシエラは陣を探していたのだが、陣はどうしても見当たらない。

（しかたがないわね。どうやら、いつものメールを送らざるを得ないようね……）

　シエラは携帯電話を取り、ぴぽぱ、とメールを入力する。

『日曜日、毒どく呂ろさんにつきあって喫茶店デートの予行演習をするけど、男子の意見も必要だから、庶民も参加しなさいよねっ』

　で、差出人のところにを書いて完成。ぽちっ、と送信した。

　柱の陰に隠れていた陣の携帯電話から「ラブラブラビット」のメロディーが流れる。毒舌なわりにマメな説子が、着メロを自作して、軽音楽部の四人の携帯に「おそろい」で設定したものだ。陣はびっくりして、携帯を取る。着信画面にマークがぽちっと表示されているのを見て、陣の表情が、思わずゆるんだ。

「なんだ……やっぱ、まだ俺おれに何か用があるのか。ったく、面倒だよな」

「面倒とか言いながら、なんで口もとがアヒルみたいにニヤッとしてんだよ。何のメールなんだ？」

　夕ゆう也やがのぞきこもうとしたので、陣じんはあわてて携帯電話をポケットにしまい、頬ほおを赤くして、怒ったように言った。

「べ、別にニヤッとなんかしていない！　うれしくなんか、ないんだからなっ！」

「その激しい怒りが発生する原因となる伏線がどこにも引かれてなくて、唐突な感じがするのは、俺の読解力不足か？　あと『うれしそうだな』とは言ってないんだが？」

「そそそそそそんなことはどうでもいい！　とにかくっ！　変な言いがかりはやめろ！」

「変なのはおまえだ」

　夕也にしては珍しく、まともにツッコんだ。陣もふだんならこんなにうろたえないのだが、シエラのことを考えていたうえに、もう呼びだしが来ないのではないかとか思っていた矢先のことなので、赤ん坊に餅もちを食わせた状態というか、心の準備も免疫もできていなくて、つい過剰反応してしまったようである。

（やばい……。座ざ堂どうに呼びだされてうれしいなんて、気のせいだよな、何かのまちがいだよな？　それとも、あいつのビッグな態度のせいで、そういう習性になってしまったのか？　違うっ、そんなことはない、うれしくなんかないとも！　と、とりあえずこのメールは、せっかくだから、後で読んでやらないでもないけどな）

　いろいろ葛かつ藤とうしながらも、陣はシエラのメールをまちがって消さないように、ちくちくと大事そうにボタンを操作して「削除禁止」プロテクトをかけたうえに「永久保存」フォルダに分けるのだった。



　そして日曜日……。

　説せつ子こが待ち合わせ場所に指定したのは、波は止と場ばにあるサーフィンショップの隣の、小さな喫茶店「ダイバーダウン」だった。チェーン店のコーヒーショップが増えた昨今では珍しい、趣味人ふうのマスターが一人でやっている店である。

　私服のシエラが、カランコロン、と扉を開けて、入ってきた。カウンターではコーヒーサイフォンがぽこぽこと音を立て、店内でかけられているパンク・ロックの尖とがった音色と、絶妙のアンサンブルを奏でている。

　壁の棚にはびっしりと、ＬＰレコードが並んでいる。実を言えば音楽は、ＣＤなどのデジタル媒体ではなく、レコードや蓄音機といったアナログな記録装置のほうが再現性がよく、音が美しい。店に置かれたスピーカーは、さりげなくボーズの最高級品だ。うまいコーヒーとクールなロックのひとときをサービスする、といったビターな風情の喫茶店で、高校生が使うお店にしては少し渋いものの、説子のイメージにはけっこう合ってるな、とシエラは思った。

（このお店なら、ふんいきもステキだし、話題を振れそうなものがあちこちにあるから、二人でしゃべっていても話題が尽きて無口になる心配はないような気がするけれど……。

　あとは、毒どく呂ろさんが毒舌を出さないように練習すれば、完かん璧ぺきじゃないかしら……？）

　説せつ子こは先に来ていて、そわそわと水の入ったコップを振り、氷をカラカラいわせていた。私服もデスメタルっぽい、黒ビニール地に銀色のメタルアクセサリーがついた服だ。

「ごめんなさい、遅くなって……車で送ってきてくれた執事のニコライが、風邪をひいてるくせに、どうしても外で待つって聞かなくて。帰ってもらうよう、説得していたの」

「ううん、ちっとも遅くないわよ。あたしが早かっただけ、座ざ堂どうさんはきちんと五分前に来てるもの。さすが人格者は違うわね」

「人格者だなんて、わたしはそんな……」

　シエラは、とりあえず恥ずかしげに笑って謙けん遜そんしてみる。謙遜するということは、説子が誉めたということである。夕ゆう也やのために（と説子は信じて疑わないが）軽音楽部に遊びで入っている女子部員たちを全員追いだしたという説子の毒舌は、中学時代にはまったく見られなかったものであるのに、今やすっかり身にしみついてしまっている。

　説子はクールだけれど、夕也をバカにするバカ女子は断固阻止、という熱い面も持っている。彼女が毒舌家になったのは（素質もあったのだろうが）夕也のため、なのにその毒舌が彼女と夕也のあいだに溝を作っているというのは、皮肉な話である。

（このものすごい毒舌さえなかったら、すなおだし一途だし顔もかわいいし音楽も才能あって、完璧なんだけどなぁ……）

　シエラは考えこむ。説子はいつものことながら、シエラのことだけは「非のうちどころがないから」という理由で絶対に悪く言わない、むしろふつうの友達よりもまだ美化してシエラのことを語ってくれるほどである。

「そういえば、新あら木きくんは遅いわね」

　シエラは、キョロキョロと喫茶店の中を見まわした。表向きは冷静な表情だったが、その内心は怒りが燃えあがっていた。

（もう……！　庶民ったら、何してるのよ！　デートに男の子のほうが遅れてくるなんて、ありえないシチュエーションでしょ！　いや……それとも、来ない、という選択肢？）

　どきん、と心臓がしめつけられるように痛んだ。来ない……という選択肢も、あるにはある。今回のミッションは説子のデートのための予行演習であって、シエラの魔神レベル上げにはまるで関係ない。陣じんが来なければならない義務はないのだ。もっともシエラの魔神レベル上げだって本当は陣が手伝わねばならない義理はないのだが、その辺シエラは華麗にスルーの方向で。

　そわそわ、とシエラは待つ。約束しているのに来ない、というのはとても不安になる。

　捨て猫のような寂しい気分で、シエラはため息をつきながら、時計ばかり見ていた。

「……やっぱり来ないかしら、新あら木きくん」

　弱気になって説せつ子こにそう言いかけたとき、カラコロン、と喫茶店のガラス扉が開いた。

　ハッとしてシエラは、顔を上げる。陣じんだった……いつも本を読んでじっとしている彼が、めずらしく走ったようすで、ちょっと息が上がり、頬ほおが紅潮し、髪が乱れている。

「悪い悪い、時間ぴったりのバスに乗ったんだけど渋滞に巻きこまれて、一分遅れた」

　その瞬間、シエラの胸に鬱うつ積せきしていた寂しさや不安は、ぱあっと散ってしまった。

「新木くん！」

　にこにこにこっ、とシエラは輝くような笑顔を見せる。やっぱり陣は約束を守ってくれた、といううれしさと安あん堵どと信頼が入りまじったその表情は、飼い主を見つけた迷子の子犬のようだ。もしお尻しりにしっぽが生えていたら、プルプル振っているであろう勢いである。

　いきなりシエラのそんな表情に出迎えられて、陣は先制攻撃をくらった気分だった。がらにもなくドギマギしてしまい、赤い顔で動きがぎこちなくなってしまう。

「あ……よ、よぉ」

　あいさつも、それだけ言うのがせいいっぱいだ。そんな二人を見て説子は、自分が人格者として慕うシエラがほかの人（陣）に愛想がいいことを少し面白く思わなかったのか、それとも毒舌の本能が発動したのか、腰に手を当て、いきなりトップギアで飛ばしてきた。

「一分も遅刻なんて遅すぎよ、どれだけ待ったと思ってるわけ？　ふつうは時間ピッタリに来るんじゃなくて、渋滞や交通トラブルのことを考えて、待ち合わせ時間の五分から十五分前ぐらいに来るのが常識じゃないの？　高校受験の受験票にも『時間に余裕を持って家を出てください』って書いてたでしょ、楔くさび形がた文字の読みすぎで日本語読めないわけ？」

「えーと、座ざ堂どうからデートの予行演習だと聞いていたんだが、いきなりの挑発とは、格闘試合の予行演習の間違いだったかな？」

　陣は硬い表情で、ぽりぽりと頭をかきながら椅い子すに座った。シエラは困惑の表情で、フォローして必死に話題を変える。

「あっそうだ、庶み……じゃなくて新木くん、注文は？」

「座堂と毒どく呂ろは？」

「あたしはいつものエスプレッソ、ブラックで」

　苦言ばかりの説子は、注文するものもビターだ。

「えっと……わたしは、ストロベリーパフェにしようかと思っているんだけれど」

　シエラは、メニューを見ながら答えた。答えてから、ハッと赤くなる。

（しまった、つい大好物だから頼んじゃったけど……毒呂さんはブラックのエスプレッソ、ってクールでビターな注文してるのに、ストロベリーパフェだなんて子供っぽすぎた？　庶民、ひょっとして呆あきれてたり笑ってたりする？）

　ドキドキする胸を押さえて、シエラは恐るおそる陣じんのほうに視線をむける。陣はメニューを見て、少し考えていたが、ぱたんとメニューを閉じ、確信を持って言った。

「よーし。それじゃ俺おれは、チョコレートパフェ」

「え……っ？　しょ、庶み……じゃなくて、新あら木きくん、パフェ食べるのっ？」

　シエラはびっくりして、陣の顔をまじまじと見つめる。陣は、何をそんなにシエラが驚くのかわからない、といった表情でうなずいた。

「女子といっしょでないとパフェって頼みにくいから、男子にとっては絶好のチャンス到来というか、けっこう幻の甘味なんだよな」

「そ……そうなの。やっぱり男子の意見は参考になるわね、毒どく呂ろさん」

　陣もパフェを頼んでくれたことで、シエラはちょっと気楽になって、のびのびした表情で説せつ子こに言った。だが説子は開口一番、毒舌を吐く。

「えっ、新木くんパフェ食べるの？　よくそんな甘ったるいガキの食べ物、食べる気になれるわよね。座ざ堂どうさんみたいにかわいい女の子なら、パフェを食べる姿ってすごく絵になるけど、男のくせにパフェ？　キモっ！」

「えーと毒呂。もう予行演習は始まってるんだよ、な？」

　陣が、頬ほおをピクピクさせながらたずねた。説子は、キョトンとして答える。

「うん、そのつもりだけど……何か変だった？」

「変なところをどこか一ヶ所指摘しろと言われても困るんだが。全部まちがってるから」

　陣が言うと、説子はしょんぼりして、考えこむ。

「そんなに毒舌をたたいたつもりじゃないんだけど……。でも新木くん、行間の意味はわかったでしょ？　練習につきあってくれてありがとう、今日一日どうぞよろしくお願いします、あたしは甘いものが苦手だからおいしそうなパフェを食べられる新木くんがうらやましいなぁー、というようなふんいきが……」

「どの行間をどう読めば？　何かものすごい難しい比ひ喩ゆとか使ったとかか？　どう考えても『キモっ！』というセリフには、優しさや愛情や親しみは感じられないぞ」

「だって、キモカワいいとか、キモカッコいいとか、いい意味で使われるじゃない？」

「いやいやいやいや、それどっちもいい意味じゃないから」

　明らかにズレている説子の発言に、陣は頭をかかえる。シエラも、ここまでひどいとは予想していなくて、困惑しながら説子に言った。

「それに毒呂さん、仮に百歩譲って比喩だったとしても、宇う多た田だくんの読解力では……。やっぱり、きちんとストレートに言わなくちゃ通じないわよ」

「そ、そうなの？　人格者で優しくて上品でセレブな座堂さんが言うなら、そうよね」

「だからなんで、座堂だけはいつもおまえの毒舌攻撃をまぬがれて、無傷なんだ」

　陣は、低い声でつぶやく。

「でもあたし、宇う多た田だにも、きちんとストレートに自分の気持ちを言ってるつもりだったし、気もつかってるんだけどなぁ……。何で怒らせちゃったのか、わかんないのよね」

　説せつ子こはため息をつく。陣じんは首をかしげて、たずねた。

「そういえば夕ゆう也や、何があったか言わなかったけど、帰ってから妙に機嫌が悪かったな」

「毒どく呂ろさん、何か言っちゃったの？」

　何だか聞くのも怖いような気がしながら、シエラはたずねた。説子は首をかしげる。

「別に……。仲良くしたくて、距離を縮めようとして、思いっきり気をつかって、ふつうに時候のあいさつとかを、時事ネタをからめて話題を振ってみただけなんだけど」

「それは、ふつうに考えるとものすごく気をつかってる感じだけど……。たとえば？」

「まず、最初に顔をあわせたときに、すばやくフランクに打ちとけられるよう、後ろから気づかれないよう近づいて、ひざカックンをしてみたの。軽いジャブとして」

「その気のつかいかた、真逆に発動してるわ」

「それに、軽いジャブどころか、ものすごく重いボディブローだな」

「それから時事ネタとして『今日、東京特許許可局前で東京特許許可局許可課係長が乗ったバスガス爆発事故があったわね』って振ったら、返事をしようとした宇多田が舌をかんでのたうち回って、それっきり話をしてくれなくなったの。怒らせる要因、ないわよね？　わけわかんない」

「怒らせる要因はないけど、黙りこんだのは多分、話したくても舌が痛くて話せなかったんだと思うの」

「毒舌ではないが、効果は絶大のようだな。ちなみに東京特許許可局という組織は、実在しないから」

「また庶民のうんちくが始まりますよー」

「何を俺おれだけに聞こえる小さな声で言ってるんだ、座ざ堂どう。でも語るけど。日本で特許権を許可するのは経済産業省の特許庁で、東京など地方の許可局っていうのは無いから」

「それで、空気を変えようと思っておもしろクイズを出してみたの」

「毒呂、いつもは毒舌で絡んでくるのに、こういう場合はスルーなのか」

　シエラは、心配そうな表情で、説子に言った。

「クイズに『おもしろ』ってつくと、たいていクイズを出した人だけが一人でおもしろくて、周囲はシラケる、あるいはムッとする、ってタイプの、他人のプライドを傷つけて喜ぶクイズが多いんだけど……。あれで、周囲が苦笑いしているのに盛りあがってると思って空気を読まずに二問三問とつづけて『引っかかってやがるバーカ超ウケるー』って、周囲に引かれながら『一人で盛りあがってる』人って、ときどき見かけるのだけれど……」

「どっきーん」

「毒呂さん……まさか、やっちゃったの？」

　シエラに心配そうに見つめられ、説せつ子こはいっぱい脂汗をかきながら、頭をポリポリかく。

「ド……ドラえ○ピんはドラ焼きのあんこと皮のどちらが好きでしょう……は、セーフ？」

「アンアンアン……『あんこ』がとっても大好き、なんでしょ？」

「ブーブーブー違いまーす！　あんこを『取っても』大好きだから、皮でしたー」

「むか。それってもしかして、皮って答えたら正解はあんこって答えるイジワルクイズでしょう？」

「歌詞関係は、説明するのに権利関係への配慮が難しいという意味でもイジワルだがな」

「というわけで、イジワルクイズはけっこう印象悪いわよ、毒どく呂ろさん」

「で、でもいちおう宇う多た田だもイジワルクイズを返してきたから、いちおうそこでのコミュニケーションは成功した、と思うの」

　説子が、遠慮がちに口を開く。陣じんは、少し嫌な予感がした。

「あの頭が軽い夕ゆう也やに、人の知能の裏をかくイジワルクイズが出せるとは思えないが……あいつ、どんなのを出したんだ？」

「アン○ピンマンとしょく○ピんまんとカレー○ピンマンの後ろから、『おーい』と声をかけたら一人だけ振りかえりました。誰だれが振りかえったでしょう？」

「で、毒呂はまさか、そこでストレートに答えたんじゃないよな？」

「え？　食パンには耳があるからしょく○ピんまんでしょ、って答えたけど」

「あー……そこは、わかっててもわかんなーいって困って考えて、宇多田くんをニヤニヤさせると、うまく会話がつづいたのにね……」

　シエラはだんだん元気が無くなってきて、自信なさそうに、おずおずとたずねた。

「そ、それで毒呂さん……まさか『十回クイズ』まではやってないわよね？」

「どっきーん」

「じゅ……十回クイズまでやっちゃったのっ？」

　冷や汗ダラダラの説子に、シエラは絶望的な目を向けた。陣はきょとんとしている。

「十回クイズって何だ？」

「あら、庶民……じゃなくて新あら木きくんは知らないの？」

「一人で楔くさび形がた文字の本ばっか読んでる暗いヤツで、友達いないからじゃないの？」

「ほら毒呂さん、また毒舌出ちゃってる」

　シエラに指摘され、説子はあわてて口をふさいだ。

「新木くんは高尚な考古学の勉強で忙しいから、そんな世俗的な遊びは知らなくて当然ね、というニュアンスで言ったんだけど……ニュアンスが違って伝わっちゃってた？」

「うーん、ニュアンスって難しいものだけど、もしかして毒呂にはニュアンスということば自体が難しいのかな？」

　陣は、すでに悟りを開いた表情になっている。シエラが陣に言った。

「十回クイズっていうのは、たとえば『ひじ』って十回言ってみてくれます？」

「ひじひじひじひじひじひじひじひじひじひじ」

「ここは？」

　と、シエラは自分のひじを指さした。

「ひじ」

「うん、そうよね。……あれ？」

　シエラは人差し指をくわえ、きょとんとする。説せつ子こが、二人の間に割りこんできた。

「違う違うっ！　座ざ堂どうさんは優しくて正直で人格者だから、人にイジワルをしたこととかだましたことがなくて、十回クイズを出しなれてないようね！」

「どうしていつも座堂だけは誉められるんだ？　今のはただのどじっこだと思うが……」

「というわけで、ピザって十回言ってみて？」

「さっきの座堂の問題でわかった。ひざって言わせようとして実はひじ、だろう」

「世界で二番目に高い山は？」

「ひねりすぎだ」

　ちなみに、説子があまりにもひねりすぎて読者には何が何だかわからないと思うので、補足しておこう。「世界で一番高い山は？」という十回クイズでは、ピザではなく「ヒラヤマ」と「ヒヤラマ」と「ヒマヤラ」を十回ずつ言わせる。しかも、あえてここで「一番高い山（答え・エベレスト）」ではなく、引っかけとして「二番目に高い山（答え・Ｋケー２ツー）」を持ってきている。ちなみに三番目に高い山はカンチェンジュンガ。

「で、でも、あたしも空気が悪くなっちゃったなーってことはわかったのよ？　で、宇う多た田だもあたしも音楽が好きだから、音楽ネタを振ってみたの」

「ああ、それは珍しく正解だな。好きなバンドはどこか、とかか？」

「まず『今年の紅白はどっちが勝った？』って切りだして、宇多田が『白組』って」

「ひきつづきイジワルクイズかよ」

　陣じんが低い声でつぶやいた。なお「白」と相手が答えたら、「ブー！　今年の紅白は（今年の大おお晦日みそかに放送されるので勝敗は）まだわかりませーん！」と、思いっきり相手の神経を逆なでする嘲ちよう笑しようボイスで解答を告げるのが、イジワルクイズの作法である。

「それから『今年の紅白の司会者は誰だれだった？』って聞いたら、『ＳスＭマＡツ○ピの中なか居いく○ピー』って」

「また紅白クイズか。っていうか人名の部分の伏字の位置が、ぜんぜん機能してないぞ」

「それで『今年の紅白は誰がトリだった？』って聞いたら、『川かわ中なか○ピ幸ゆき』って」

「紅白クイズ好きだな。ちょっとウザいぞ」

「で、『今年の紅白は誰が大トリだった？』って聞いたら、『サブちゃ○ピ』って」

「紅白クイズやりすぎだろ。っていうか夕ゆう也や、ひっかかりすぎだろ」

　陣じんは、ため息をついた。そこにマスターが、パフェ二つとエスプレッソを運んできた。

「はい、お待ちどう」

　シエラの目の前に、そびえ立つようなストロベリーパフェの山が現れた。陣のチョコレートパフェも威容を誇っている。シエラは、ごくんと息をのみこんだ。

「わ……！　イチゴがいっぱい。おいしそう……！」

　シエラの携帯電話のストラップになっていたトーレムも、じゅるんとよだれをふきながら、こっそりテーブルの上に這はってくる。シエラが柄の長いスプーンでイチゴをひとつ取って、パフェグラスの下に置かれたお皿に置くと、トーレムは両手でこっそりイチゴを抱いて、もしゃもしゃと食べはじめた。

　スプーンにイチゴと、カラースプレーのかかったクリームを乗っけて、小さな口にぱくぱくと運んでいるシエラの姿に、説せつ子こはしばしうっとりと見とれてしまう。

「わー……お人形さんみたいにかわいい女の子が、オモチャみたいなパフェを食べてる姿って、ものすごく絵になる。かわいい……あたしも甘いものが嫌いじゃなかったらなあ」

　つくづくうらやましそうにそう言いながら、説子は苦いエスプレッソを飲む。パフェを食べながらそれを聞いて、ふと陣は思いだした。

「そう言えば、昔ヨーロッパの商人は、子供に蜂はち蜜みつをなめさせたんだそうだ。舌を甘くして、商売に必要な甘いことばが出るように、って」

「それってばっかじゃない？　蜂蜜をなめて甘いことばが出るなんて、蜂蜜会社が広告に書いたら、百パーセントＪＡＲＯジヤロに捕まるわよね」

「俺おれもそう思っていた。だが、おまえのその毒より苦いせりふのマシンガントークを聞いてると、わらにもすがる思いで蜂蜜でもなめさせたくなる気持ちにはなる」

　陣は深いため息をつきながら、パフェをもう一口、口に運ぶ。その瞬間、陣はびっくりして目をまん丸にした。

「座ざ堂どう！　ここんとこのチョコアイス、チョコっと食ってみろ！」

「えっ……？　た、食べていいの？」

「っていうか、そんなセンス皆無のベタなギャグを公衆の面前で言ってもいいの？」

　シエラは戸惑い、説子は相変わらずまるで悪気はないのだが強酸性の毒を吐く。陣は、クリームの間からのぞくチョコアイスを指さして、言った。

「このへん、まだスプーンつけてないから食ってみろって。こんなうまいチョコアイス、はじめて食った！」

　陣は大食いで食いしん坊である。けれど、いやしん坊ではないので、自分がおいしいと思った感動は他人にも分け与えたくなる習性がある。食べ物のこと以外では、ここまでテンションが上がるところはシエラも見たことがない。あまり熱心に言うので、シエラは陣のパフェにそーっとスプーンを伸ばしてみた。

「そ、それじゃいただきますね」

　ぱく、と食べてみる。シエラは、大きく目を見開いた。

「あっ……ほんとにおいしい！　毒どく呂ろさんも、もらってみれば？　ふつうのチョコレートじゃなくて、イチゴチョコが混じってるのかしら、すごくおいしい！」

「うーん、うらやましいけど、あたしほんとに甘いものダメなんで」

　説せつ子こは顔の前でプルプルと手を横に振る。シエラは残念そうに、眉を下げた。

「あら、そう……残念だわ。じゃあこれ、お返しに……」

　と、シエラはパフェの中に三個入っていたイチゴアイスをまるまる一個、陣じんのチョコパフェの上にどすんと載せた。陣はそれを見て、愕がく然ぜんとする。

「ま……まるまる一個くれるのかっ？　俺おれは一口しかやらなかったのに、まるでエビで鯛たいを釣ったかのようだ！　金持ちは、さすがやることが大盤振舞だな！」

　いやいや、感動しすぎですから……とシエラはにごった目でほほえむ。

「しかし、これではあまりに悪い。ここに刺さってるポッ○ピーをやろう、これで貸し借り無しだ」

　陣はパフェに刺さっていたポッ○ピーを抜いて、シエラのパフェに刺した。

「あら、一本しかないポッ○ピーなのに、申しわけないわ。気持ちばかりのイチゴですが……」



    

  
    
      



    

  
    
      　陣じんとシエラのパフェの間を、物資が行き交う。そんなことをしているうちに、何だかシエラは、楽しい気分になってきた。

（そういえば……子供のとき、まだママが家にいてくれたころに、外でお食事をしたあと、よくいっしょにパフェを食べたわ。チョコパフェ、イチゴパフェ、プリンパフェ、フルーツパフェ……いろんなパフェがあるから選べなくて迷ってると、ママが別のパフェを頼んでくれて、二人で分けっこすることにして、わたしがパフェを二つ味見できるようにしてくれたっけ。ママといろいろ交換するの、楽しかったな……）

　胸の中に幸せな気持ちがわいてきて、シエラは陣を見つめ、にこっとほほえんだ。陣はまた、ちょっととまどい、パフェに集中しているふりをして目をそらす。

（何だ、座ざ堂どうのやつ……。今日は毒どく呂ろがいるから、ずっと猫かぶりモードなんだな。生意気なことは言わないし、ずっとニコニコしてるし、何だか……こいつって、さすが学園の人気者になるだけあって、かわいかったんだな）

　目を上げてシエラのほほえみを見るのが、まるで心をそのまま奪われてしまいそうで怖くて……陣は、そのままずっとうつむいていた。

　そういうわけで今回、結果的にシエラと陣は「説せつ子この引率で、すてきなお店で、楽しく会話して、おいしくパフェを食べて、ふつうの喫茶店デートを楽しんだ」ことになるのかもしれない。おたがいに、そうとは気づいていないようだが……。



　楽しい時間はあっという間にすぎて……喫茶店を出ると、もう薄暗くなっていた。説子はせいせいした表情でシエラに言った。

「相談に乗ってくれてありがとう、座堂さん、新あら木きくん。座堂さんを見て、あたしもちょっと、どうすればかわいい女の子になれるか、つかめたような気がする」

「そう、良かったわ」

　シエラは、これは本心から安あん堵どして、ほほえんだ。陣も、うなずく。

「夕ゆう也やはあれでも、けっこういいやつだからな。がんばれよな」

「うん、ありがと」

　説子はニコッと笑った。珍しく、毒舌が出なかったので、シエラはハッとする。

（あら。ちょっとだけ、練習の効果、あったかな？）

　説子は、さわやかな表情で、薄墨を流したような夕暮れ空を見あげる。

「じゃあ、あたしは家が遠いからこれで……あっ、あと軽音楽部の連絡事項も忘れてた。次の合同演奏練習の日までに座堂さん、カポタスト買っといてね」

「カポタスト……って何なの？」

「ギターにつける道具。『ラブラブラビット』って宇う多た田だの声の高さに合わせて作曲してるから、座堂さんはオペラで鍛えたプロ級のノドで三オクターブぐらい出るみたいだけど、いちおう座ざ堂どうさんの声のかわいさを生かすためにキーを上げようかと思ってるの」

「え……じゃあ、ギター伴奏のコードが変わるのかしら？」

　シエラは不安そうにたずねた。シエラはバイオリンは演奏できるが、ギターは軽音楽コンクールのために練習してひけるようになったのである。また練習しなおさないといけないのかな……と思って心配になったのだが、説せつ子こは首を横に振って、説明した。

「ううん、カポタストをつければ、指のコードはそのままでキーの高さを変えられるの」

「そうなの。良かった」

「学校裏の楽器店で売ってたはず、クリップみたいな形で弦を押さえるのよ。土日は閉まってるから……明日になるかしら。店員さんに言えば、いろいろ持ってきてアドバイスしてくれると思うわ。じゃ、また学校でね」

　説子は、満足した表情でくるりと背を向けた。

「ええ、また明日！　気をつけてね、毒どく呂ろさん！」

　シエラが手を振って見送った。波は止と場ばは薄暗くなっている。行き交う船の灯あかりが海に落ちた星くずのようで、しっとりとロマンチックな雰囲気をかもしだしていた。

「毒呂……俺おれたちなんかのアドバイスで、良かったのかな？」

「良かったんじゃないかしら。わたしも、良かった……毒呂さんって、いい子なのにうまく自分を表現できないところがあるから、すごく心配だったの」

　宵よい闇やみ迫る波止場の石畳の上で、シエラはくるりと振りかえる。

「やっぱり、男子の気持ちは男子の意見を聞くのが参考になるわね。庶民が来てくれて、ほんとによかった。毒呂さんの力になってくれて……ありがと、ね」

　シエラがそんなふうにすなおな態度を取ることは珍しくて、いつものような半ギレやハイテンションになっていない素顔のシエラのほほえみというのがすごく大人っぽくて……陣じんは、胸がドキッとした。

（な、何だ、こいつにしてはえらく素直じゃないか。自分のことだと頭なんか一ミリも下げないくせに、友達のことだと頭も下げるのか。こいつほんと、けっこう友達思いのいいとこあるんだよなあ）

　感心して、陣はじーっとシエラを見つめた。その視線に、シエラもドキッとする。

（なっ何よ、人のことジロジロ見て。夜の波止場で二人っきりで見つめあってるなんて、恋人どうしみたいじゃないのよっ、冗談じゃないわ！　目をそらしなさいよ！）

　恋人どうし……と何気なく思った自分のことばが、シエラの心臓に、どくん、と重い衝撃を与える。次の瞬間、全身の血が逆流したような気がした。

（い、いや……恋人どうしみたい、っていうか……？　も、もしかして、わたしひょっとして今日、形式的には庶民と……庶民とデートしてたんじゃないのっ？）

　ようやく気付いて、焦りながら、シエラは陣を見つめる。夜の波止場。街灯の淡い光。

　まるで映画のような情景……シエラが自室に三台もある最高級プラズマテレビで観みているのは、ランボー２ばかりではない。ロマンチックな白黒の、フランス映画もときどき観ている。夜の石畳、水銀灯の下でのキ……。

　ドン、とシエラの脳裏に、白鳥湖でアークダイモンに襲われたときの、口移しでの空気のやりとりが浮かんだ。どうやら「キス」という単語と連鎖して、その記憶が発動してしまうらしい。シエラはあわてて、両手を目の前でもがくように振り、キスのイメージをかき消そうとする。

（……何してんだ、座ざ堂どう？　盆踊りか……？）

　陣じんは怪け訝げんそうにシエラを見る。その視線が、シエラをますます焦らせた。

（な、何ちょっと！　変な連想しちゃだめよわたしっ！　あれはキスじゃないんだから、戦闘中の一イベントにすぎないんだからっ！　庶民はぜんぜんそんな気ないんだからわたしがカンちがいしてちゃだめっ！　ほらっ、庶民が変な顔でこっち見てるじゃない！）

　シエラは真っ赤な顔を陣に見られまい、と背を向ける。夜の海風が、長い髪をなびかせる。ワンピースから、白くて細い肩がのぞいている……それを見て、陣はハッとした。

　そして、背中を向けていたシエラもまた、ドキッとした。肩にそっと優しく……ふわり、と温かいものがかかったからだ。頬ほおを紅潮させ、焦って振りかえると、陣が上着を脱いでいた。その上着はシエラの肩にかけられている。陣は、ヤセの大食いで、見た目は細いのに……でも、背中にかけられた上着はぶかぶかと大きい。とくに肩幅がシエラとはぜんぜん違って、袖そでぐりのラインがシエラのひじの辺りまで来ている。

　ふだん気にしていなかった陣の大きさと……温かさ……に気づいてしまって、シエラはとまどった。冷静でいられなくて、何か言おうとしても、ことばをかんでしまう。

「な、なななななな……何のつもりっ、このセレブのわたしにこんな安物の上着……ちゃちゃちゃちゃんと洗濯してるんでしょうね！」

「えっ……あ」

　陣の顔が、しまった、というふうに赤くなる。

「悪い。一週間ほど洗ってない」

「やっ、やっぱりそうだと思ったわっ！　きのこが生えてないだけマシだけど、こんな安物、セレブのわたしが着られるわけないでしょ！　超高級ブランドの新品を買うわよ！」

「あ、そこにフィッシャーマンズワーフがあるぞ。あそこで買えるんじゃないか？」

　陣が本気で返事して、遠くに見える複合商業施設の灯あかりを指さす。善意からそう言っているのだが、シエラはぶんぶんっと首を横に振った。

「なっ何よ、これを返して新しい服を買えですって？　わたしはそういうことを言ってるんじゃないでしょっ？　いや、そういうことを言ったんだけども……っていうか、そういうことを言っても、裏の意味は違うってことがわからないのっ？　国語の時間に習ったでしょう、行間を読めって！」

「何を急に怒りだしたんだ？　おまえの行間は、国語学者でも読めんぞ、たぶん」

「とにかくこの安物の上着は返さない、ってこと！」

　シエラは陣じんの上着をしっかりつかんで、自分の胸の前でぴったりと合わせた。

「あっドロボー」

「泥棒じゃないわっ、洗って返すと言っているのよ！　そ、それからほかにもまだ洗濯物が溜たまってそうだから、ま、またすぐわたしを、呼びだしなさいよねっ！」

　なぜか半ばキレ気味に、シエラは叫さけぶ。陣にとって、いつもは生意気に感じられるその口調だが……あのストロベリーパフェを食べているときの幸せいっぱいの表情を見てしまうと、思いだすたびに胸がきゅーんとしめつけられた。

　陣が赤くなって黙っているのに気づいて、シエラの頬ほおもカッと熱くなる。

「えっと……あっ、そ、そうだわ、もうひとつ言い忘れていたことがあったわ！　毒どく呂ろさんの力になってくれたごほうびで……明日、カポタストを買うために、わたしを学校裏の楽器店に案内する栄誉をさずけてあげるんだから、ありがたく思いなさいよねっ！」

「栄誉って何だ。さてはおまえ、店がどこにあるか知らないな」

「き、巨大なお世話よ！　授業で使うリコーダーもハーモニカも、メイド長のメアリーがイタリアの楽器職人に特注で作らせたから、そのお店で買ったことがないんだもの」

「それじゃ、カポタストとやらもその職人に頼めば、最高級のやつが手に入るんじゃないのか？　土日は休みだから、店でもどうせすぐに買えないんだし……」

「わ、わたしもそうしたいけど、毒呂さんが学校裏の楽器店で買えって言ったから……毒呂さんがそう言ったからなんだからね！　べ、別に庶民といっしょに、カポタストを買いに行きたいから……なんかじゃ、ないんだからっ！　ないんだからったら、ないんだからねっ！」

　湯気が出るほど真っ赤な顔でそうどなると、シエラは陣の上着をひしっと身に巻きつけたまま、タタタッと走りだす。

「何いきなり怒ってんだ？　あいかわらず、挙動不審なやつだな……」

　鈍感な陣は、ひとり首をかしげていた。夜の波が、ざわ、ざわ、とくすぐるような波音を立てている。その音が、陣の胸の中にある、小さな疑問……しこりのような部分に同調し、溶かしていく。ずいぶん経たったころ、ようやく陣は気づいた。

「あれ。……ひょっとして俺おれ、今日あいつとデート……してた？」

　ハッとして振りかえる。けれどもう、当然、シエラはどこにもいなかった。

「……足速いな、あいつ……」

　小さな声で、ひとりごちる。波音はなおも、ざわ、ざわ、と静かにとめどなく、騒ぎつづけていた。



    

  
    
      




三話　バブバブ！　なんでわたしがママなのよ!!





　少女は黄金の長い髪に、真珠の髪飾りをつけた。

　ここは春はる紗しや学園の裏手にあるペルシャ料理の食堂「アルフライラ」。学生向けの食堂なので、定休日は日曜になっている。今日は休み明けの月曜日、また一週間がんばらなくては、という気合いが、その髪飾りにこめられている。

　昼食時のラッシュが終わり、放課後に腹ペコの生徒たちが押しよせてくるまでの、午後一時から三時までの準備時間……黄金の髪の少女、髪飾りをつけた看板娘アルフ・シャムシールが、ほっと一息つける時間であった。

（陣じんが伊い勢せから買ってきてくれた、髪飾り……）

　アルフは、携帯電話の裏に貼はりつけた手鏡で自分の姿をながめてみる。たいしたものではない。お土産用の安物の真珠だが、でもせいいっぱいかわいらしくデザインされている。いつも格安のアルフライラで大盛りのごはんを食べていくような、シエラが言うところの「貧乏な庶民」の陣が、自分のためにせいいっぱいの思いをこめて買ってきてくれた……そんな思いが、伝わってくる。

（あたしたち剣の魔神の一族は、妖魔ダイモンの精気が食料。正直、最初あたしは、あいつらを『アークダイモンをおびき出すための撒まき餌え』ぐらいにしか考えてなかったけれど……）

　アルフは、髪飾りをつけた自分の姿を銀色のお盆に映して、けだるいため息をついた。

　アルフの両親は、店のテーブルで遅い昼食を取っていた。今日のまかない飯は、イスタンブリ。牛肉とたまねぎをいため、トマトと米を加えて炊いたピラフである。インゲン豆が入っているところと、カレー粉っぽい風味が混じっているところがエキゾチックで、中近東っぽい砂まじりの風を思い起こさせる。

「ちょいと、何ぼんやり盆とにらめっこしてやがんだよ、アルフ！」

「おうっ、今日のまかないはおめぇの大でえ好物のイスタンブリだぜ。とっとと食わねえとまたすぐ、腹減らした生徒どもが押しかけてきやがるってもんだぜこんちきしょう！」

　アルフの両親は生粋のペルシャ人だが、同時に生粋の江え戸どっ子のコンコンチキでもある。アルフは、ふっとエプロンをつけたおなかを押さえた。ぐうう、と鳴る。妖魔は彼女の「魔力」の糧となるが、肉体の糧には炭水化物とかタンパク質が必要である。

「あっ……あいよっ、ちゃっちゃといただくってなもんだ！」

　アルフは平静をよそおいつつテーブルにつき、大好物のイスタンブリにスプーンをさくっとつっこんで、口に運んだ。母親が、頬ほお杖づえをついてアルフの顔をじっと見つめた。三さん角かく巾きんを巻いた頭はアルフと違って黒髪だが、顔立ちはアルフによく似ている。青いまなざしと浅黒い肌、凛りんとした表情が美しい女性で、二十代後半ぐらいにしか見えない。

「ふふ……あたしの目はごまかせないよ、アルフ。あたしも昔は『乙をと女め』ってやつだったんだからねぇ。『指ゆび環わの男』のことを考えてたんじゃないのかい？」

　ぷーっ、とアルフは口の中のイスタンブリを吹きだした。お米が、目の前に座っていた父親の顔にべったりとくっつく。彼はコテコテの江え戸どっ子弁のせいでガテンっぽくカモフラージュされているが、浅黒い肌に紫木綿蔓シヤンバリード色の瞳ひとみ、長く波打った黒髪の美丈夫である……今は米まみれだが。アルフは真っ赤な顔で、うろたえた。

「ななななな！　な、何言ってんだい！　陣じんのことは、利用してるだけさっ！　あたしは剣の魔神、だけども剣に変化してしまったら自力では動けない。剣を使ってくれる人間が必要、ソロモンの指環とたまたま波長が合っただけで！」

「たまたま……というのは、この世には存在しないんだぜ、アルフ」

　顔にべったりついた米をぬぐいながら、アルフの父親が言った。

「全すべては運命！　俺おれっちがおめえに魔神の座を譲る前のこってい、俺っちはこのくそったれの名『シキーン』のとおり、包丁シキーンぐらいの大きさにしかなれなかったんでえ。だがおめえには、俺たちには無かった戦う本能と才能があるってなもんよ。超一流の剣の魔神になろうってえ野心があるってなもんさ！　おめえがそうだから、ソロモンの指環の男もおめえの前に現れたのさ。全すべては運命なんでえ。人間は運命から逃げることはできねえんだ！　と、ペルシャが誇る古代伝承『ギルガメシュ叙事詩』の中で、大洪水の生き残り・老ウトナピシュティムも言ってるってなもんよ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「運命？」

　ぽんっ、とアルフの白い頬ほおが赤くなった。

「あたしと陣じんが……運命？」

「今、俺おれっちはけっこう壮大なスケールの話をしたと思うが、乙おと女め回路を通して都合のいいとこだけ理解しやがったようだな、こんちきしょう」

　アルフの父シキーン・シャムシールが、頭をかかえる。

　アルフは、きらきらと夢見る瞳ひとみを、外の明るい初夏の太陽にむける。両手でしっかと胸に抱いた携帯電話は、よく見れば、待ち受け画面も陣、キーホルダーも陣の写真を加工したもの、ふたには陣と無理矢理とったプリクラがびっしりと貼はられている。アルフの母シャウカ・シャムシールは、頬ほお杖づえをついて苦笑いした。

「やれやれ、好きになったら突っ走る……ってのは血、さねぇ」

「そうよ、母ちゃん！　父ちゃんの使い手が母ちゃんで二人が結婚したように、あたしと陣の出会いも運命なんだ！　シエラがどんなに陣にくっつこうが、陣の腹を満たしてやれるのはこのあたし！　そしてこの、いつも格安あなたの胃袋の恋人・アルフライラ！　シエラはメイドたちや夕ゆう也やのスキを見ないと陣のもとへ行けない、すなわち毎日は行けない。けれど陣は、この店には毎日来る！　なぜならあいつがとんでもない痩やせの大食いで、この店はおかわり自由だから！　だから負けない、あたしがシエラに負けるはずがない！」

「うーん、頼もしい。それでこそわが娘だよ、ファイッ！」

「父親としては複雑な心境なんだが、よう……。手塩にかけた一人娘を、どこの馬の骨とも知らねえ楔くさび形がた文字マニアなんかに……」

　そのとき、「アブラカダブラ」と陣の声が聞こえた。ぎょっ、としてシキーンは口をふさぐ。

「おっと、陣のやつもう来やがったのか！　陰口をたたいてたと思われちゃあ江え戸どっ子の名折れよ、こんちきしょうめい！」

「あー悪い悪い、びっくりさせちまったね。アラームだよ、そろそろアイドルタイム終わりって目安に毎日鳴らしてるだろ」

　アルフは、携帯電話のボタンを押してアラームを止める。シキーンが、その携帯を指さし、眉をひそめながらたずねた。

「アラーム？　ハチャトゥリアンの『剣の舞』にしてたんじゃねえかよう？」

「このまえ夕也が、着信ボイスの作りかたを教えてくれたもんでね」

　アルフは、先週のことを思いだす。

　いつもどおり陣じんといっしょに学校帰り、アルフライラに立ち寄った夕ゆう也やは、毒どく呂ろ説せつ子こが作った『ラブラブラビット』の着信メロディを入れた携帯電話をアルフに見せた。

『これは俺おれたちプリティプリンセス＆サーバンツ、略してプリプリのメンバー限定の着メロだけど、特別にアルフの携帯にも入れてやるよ。そうすれば、アルフライラに来た客にいつでも聞かせることができるだろ？　そんでもって、その客の中に超有名プロデューサーとかがいたりしてっ！　ほかのメンバーは要らないから、俺だけデビューしないかとか言われて、友情と名声の狭間に迷ったりして！』

『いや……軽音楽コンクールに優勝できたのは、座ざ堂どうの歌と毒呂の作詞作曲演奏のおかげだろ。むしろ不要なのは、俺たちふたりだと思うが……』

　相変わらず、夕也はお調子者だし陣は冷静だ。そしてアルフは、

『自分で着メロを作れるんなら、陣の「アブラカダブラ」っていうセリフがいいな。くそったれのシエラの歌なんか、着メロにしてまで聞きたかぁーないからねっ』

　と、あっさり夕也の申し出を拒否し、陣に詰めよったのだ。陣は少しとまどっていたが、断る理由もないので、後日説子に頼んでセリフをアルフの携帯電話に入力してもらった。

　むろん、夕也と説子は、なぜ「アブラカダブラ」なのか、知るよしもなかったが……。

（アブラカダブラ……ベタな呪じゆ文もんだけど、剣の魔神が使い手と一体化するための呪文だ。

　戦うには、呪文だけじゃなく、使い手と精神の波長が合わなくちゃだめだけど、着信ボイスにするんならまぁー、ね。この着信ボイスが聞こえるたびに、ああ陣とあたしはひとつになってるんだって感じがするもんね）

　幸せな気持ちで、アルフはぎゅっと携帯電話を抱きしめ、何度も陣の「アブラカダブラ」を聞きなおした。オルゴールの名曲に聞きほれるように……実在の陣にはシエラという邪魔者がくっついているが、携帯電話の中の陣はアルフだけのもの、誰だれにも邪魔されず何度でもふたりだけの呪文「アブラカダブラ」を語ってくれる。それだけで、アルフは幸せな気持ちで満たされるのだった。

　シキーンはたまらず、テーブルをドンドンとこぶしでたたく。

「くぅぅ～っ、あのヒヨッ子め、俺っちの娘のハートを奪いやがってこんちきしょう！」

「ちょいと父ちゃん、たたくのやめなよ。テーブルが割れちゃうだろ」

　アルフは、子ガモのくちばしのようにくちびるを尖とがらせる。

「これがたたかずにいられようか！　くそっ、あの楔くさび形がた文字野郎！　俺っちが風ふ呂ろに入れておしめをかえて、丹精込めた娘をかっぱいで行こうってのかよ。ああ母ちゃん、女の子なんて持つもんじゃねえよなぁ～」

「婿にもらえばいいんだよ、あんた」

「そういう問題じゃあねえっ！　ああ、俺の気持ちは誰もわかってくれねえ～！」

　シキーンはおいおいと泣く。よしよし、とシャウカがその背中をたたいた。

「もう泣きやみなよ、おまえさん。もうじき学生さんたちが来る時間だよ、とっとと片づけて鍋なべに火を入れなくっちゃあ」

「おっと……そ、そうだった。悲しんじゃあいられねえぜ！」

　シキーンはこぶしでぐいっと涙をぬぐい、大急ぎで厨ちゆう房ぼうに戻る。ごはんを炊き、鍋でスープを沸かし、肉や野菜を切り、いつ客が押し寄せても万全……のはずだったが、何かがおかしい。待てども待てども、客が一人も入ってこない。

「ど……どうしたってんだい？　もう四時だよ、いつもなら陣じんたちがすきっ腹かかえてとっくにやってきてる時間だよ？」

　アルフはそわそわしながら、時計を気にする。いつも胸に抱いている銀色のお盆は、午後からまだ一度もその上に食器を載せてはいない。時計の音がコチコチと、静寂な店内に響く。開店以来、一度たりともこのような状況に陥ったことはなかった。切った野菜がわずかにひからびはじめているのを見て、はじめてシキーンが焦りのことばを口にした。

「これは……やばいんじゃあねえのかい、アルフ。これほどまでに客が来ねえってのはよう！　もしや、今日は創立記念日かい？　そうだそうだ、そうにちがいねえよ！」

「春はる紗しや学園の創立記念日は、春先……三月ごろじゃあなかったかい？　桜の花がほころんで、春のうららの隅すみ田だ川がわ、花ぐもりで紗がかかったように見える季節に建ったんで、春紗学園てんだから」

　シャウカのことばに、アルフは驚いて目をぱちくりとする。

「えっそうだったのかい？　波斯ペルシヤから取ったとばかり思ってたよ」

「そいつぁ青あお森もり県戸へ来らい村とヘブライをくっつけて、磔にはりつけされたキリストが生きて戸来村にやってきたってぇ話と同じぐらい、こじつけのコンコンチキってなもんよ」

「何、その話？」

「ずーっと昔、おまえが生まれる前に、ミステリーブームだとかで、店に来た客に聞いたことがあるのよ。戸来村にはダビデの星を家紋に持つ家や、赤ん坊の額にタドンで十字架クロスを描く風習、キリストの墓と記念館、山を利用したピラミッドまであるそうだってんだが……」

「じゃ、もしや青森にアークがっ？　それ、陣に教えてやったほうがよくないかい？」

「俺おれっちもそう思って青森まで行ってみたんだがな、見つからなかった」

「そりゃ残念。でも額に十字架を書くってのは、気になるねえ」

「このウスラトンカチ、キリストがかかったのは本当は十字架、じゃなくて一本の棒だったそうだぜ。つまり、ヘブライ人が古代の日本に来たのかもしれねえが、少なくともそいつがキリスト本人なら十字架の模様なんぞ使わんさ。ま、キリストよりも古い時代のヘブライ人が来た、という可能性もあるがな」

「そうか。モーセの時代のヘブライ人なら、エジプトで奴隷にされていたからこそ、ピラミッドを知ってる。そしてピラミッドを作った……ってことか」

「まあ、好意的な解釈をすれば、ってこったがな。それに生まれて一ヶ月目の祝いに、赤ん坊の額にタドンで大とか小とか＋たすとか×ペケとか書く風習は、阿あ也や都つ古こって言って、平安時代の京都が発祥だぜ。もともとは『犬』って書くことで、人間の子供じゃないように見せて、悪霊を寄せつけないってぇ呪じゆ術じゆつだったんだ。子供にわざと『糞くそ』だの『猿』だの悪い名前をつける風習も、同じことよ。つまりロシア語のアルファベットがふつうのアルファベットと違うように、もとは漢字だったのが、誤字として戸へ来らい村まで伝わっていって、十字になっただけのこと……つまり、額のそれは、十字架クロスとは関係ないってこった」

「……父ちゃん、陣じんでもとりついたみたいに詳しいじゃん」

　アルフは感心して目をぱちくりする。シャウカが笑って、シキーンの肩に腕を置きながらウィンクした。

「阿也都古についてだけ詳しいんだよ。アルフ、あんたは生まれたとき二三〇〇グラムしか無くってねぇ。臨月に入ってからの満まん期き産さんで思いっきり健康ではあったんだけど、とにかく小さくてやせてて、父ちゃんは心配してさ。お宮参りのとき、女の子は額に『小』って書くじゃあないか？　そいつが縁起が悪いって、『大』って書きゃあがれ、って神社の神かん主ぬしさんとさんざっぱらモメたのさ」

「あうあうあう、その話はもうしないでくれ。あの小さい小さい赤ん坊がこんなに元気に育つとわかってたら、そんな迷信にいちいちこだわりゃあしなかったぜ」

　シキーンは浅黒い顔を真っ赤にして、頭をかかえる。アルフは目をまんまるにしていたが、くすっと笑って立ちあがると、体を前に倒した。二三〇〇グラムで生まれたのに、すっかり元気に（胸まわりの一部分はむしろ同世代の女の子よりも大きくすこやかにプルプルと）育ったアルフが、テーブルの向かいに座っているシキーンの頬ほおにチュッとくちびるをつけた。

「ありがとよ、父ちゃん。あたしが元気に暮らせてるのは、父ちゃんのおかげだよ」

「あああああいやいやはやはや、べっ、べらんめえ！　子供を心配するのは親として当然のコンコンチキよぅ！」

「ちょいと。いい年した親子がなぁーにベタベタしてんだい、みっともない」

　あきれて、シャウカが腕組みをしながら、入り口の方に顔を向ける。

「それよりさ。何だか、外がざわざわと騒がしくないかい？　アルフ、見ておいで」

「外……？」

　アルフが入り口へ向かう。ガラガラッと横開きのドアを開けると、店の前に小さな屋台が置かれ、黒山の人だかりができていた。春はる紗しや学園の生徒たちだ……みんな、その手に何か持って、猛烈な勢いでむさぼり食っている。

　最近、日本でも急にお祭りなどで数が増えメジャーになりつつある「ドネルカバブ」……本来は中近東の「羊の串くし焼やき」のことだが、日本では、この串焼きをそいだものを、ピタパンという薄い中空のパンを半分に切ったものの中に入れ、キャベツの千切りとトマトの輪切りも一緒に詰めて、ドレッシングをかけたもののことを言う。生野菜たっぷりでボリュームがあるので、中高生のすきっ腹にはガツンとくる。ハンバーガー感覚で手軽に立ち食いでき、少々パサパサしたチープ感が逆に、家庭料理のようにあきをこさせない味だ。

　アルフの両親も、後から出てきて目を白黒させた。

「なっ……何だってぇ？　食堂の前で屋台出すかフツーっ？」

「しかもペルシャ料理と同じ中近東料理なんて！　そのせいで客が来なかったんだね！」

　両親よりも若い分、血気も盛んなアルフが、銀のお盆を持ったまま飛びだしていく。

「商売のマナーのわかってないやつがいるようだね、最近は素人がいきなり屋台を始めたりするらしいからさ。ちょいと、話をつけてくるよ」

　アルフは、ずんずん歩いていく。それにしても……いくら新しい店が珍しいといっても、一人や二人はアルフライラに来てもいいのではないか、一人も来ないなんて異常ではないか……と、アルフは胸に激しい疑問を抱く。その答えは、屋台の看板を見た瞬間に理解できた。「ドネルカバブの店・開店記念　本日無料＆食べ放題」「二十分で二十個以上食べた方には、さらに賞金一万円」……と、書いてあったのだ。

「なっ……何ぃ～っ？　だ、だからこいつら、うちの店に来なかったのかっ！」

　生徒たちはアルフが来たことにも気づかず、ひたすら食べつづけている。

　屋台で働いているのは、中近東出身らしい、目元がうるんで見えるほど彫りの深い、色白の美女だった。アルフも十六歳にしてはなかなかのボディラインを誇っているが、その美女のぼんきゅばーんには到底及ばない。次元が三サイズ違う。

　何十人もの生徒たちが次々に「おかわり！」と、彼女に手を出す。そのスピードに負けない勢いで、彼女はドネルカバブを作っている。長い包丁を手に、目にもとまらぬ速さで肉を削ぎ切り、キャベツを千切りにする。十個のドネルカバブをまばたきひとつほどのあいだに作りあげ、次々に渡していく。アルフは、彼女の包丁づかいに思わず気おされて、息をのんだ。

「すっ、すごい……！　うちの母ちゃんも包丁づかいは超一流だと思ってたけど、こいつは次元が違う……まるで包丁を自分の体の一部のように完かん璧ぺきに使いこなしている！」

　文句をつけようとしてやってきたというのに、いきなりアルフの心は萎なえてしまう。だが……と、アルフは心をふるい立たせた。

（の、飲まれてる場合じゃないよ、あたし！　こいつがスーパー腕のいい料理人だってことは、このまま店の前で営業をつづけられたら客が取られて、うちの食堂はつぶれちまうってことじゃないか！　忙しそうなところを邪魔するのは気が引けるけど、ここはビシッと言ってやらなくちゃね！）

　ドネルカバブの羊肉は、一メートルほどの金属棒に突き刺されて立てられ、その横に三面鏡のような金属の縦型グリルが置かれている。焼けてきた表面から、美女は肉をそいでいく。アルフはその横に立って、腕を腰に当て、美女に声をかけた。

「ちょいと、あんた。知らずにやってると思いたいけど、ここはうちの食堂の前だよ」

「知ってますよ、アルフ・シャムシールさん。アルバイトでもしに来たんですか？」

　女は不敵な笑みを浮かべ、アルフのほうに目もくれずに、肉をそいでいく。予想もしていなかった相手からの先制パンチに、短気なアルフは一気にヒートアップした。

「なっ……何だってぇ？　何マヌケたこと言ってんだい、このドサンピンが！」

「わたしの名はサラージャです」

「冷蔵庫サラージヤ？　ふん、名のとおり冷血っぽい女だね。商売人には人情が大事なんだよ？」

「それにマヌケたことを言ってるとは思いませんがね。お客さんたちは、すっかりわたしのドネルカバブのトリコのようですよ。明日から、あなたの店に行くとは思えませんねぇ。すなわち食堂アルフライラはつぶれるというわけです」

「た、タダだから食ってるだけさ！　ずっとタダってわけには行かないだろ、金かね儲もうけしなくちゃ食っていけないわけだし……競合をツブすために安売りを続けるのは『不当廉れん売ばい』って言って、独占禁止法違反になるんだからね！　知らなかったろマヌケ！」

　アルフはサラージャをビシッと指さした。サラージャは、ちらっとアルフに視線をむける。ギリシャ彫刻のように美しい顔をしているが、冷たい目だ。黒髪をかきあげながら、サラージャは笑った。

「クックク……訴えるなら訴えてごらんなさい。裁判なんかしていたら仕事がおろそかになって結局、おたくの店はつぶれますよ」

「ちょいと、客商売が髪の毛をいじってちゃ不潔だろ！　それに、ここはもともと学校裏のサビれた場所だった、そこに父ちゃんたちが店を出してがんばって客を集め、生徒たちがたくさん利用するようになって次々学校の塀を乗りこえたんで、学校のほうが裏門を作って一等地になった！　ここの立地がいいのはそういう過程があるんだよ、それを全部すっとばして横から利益をかすめ取るってのは、泥棒も同然じゃあないのかい！」

　興奮してどなるアルフを、サラージャはまるで意に介していない。かわりに、まわりにいた生徒たちが、ドネルカバブをがっつきつづけながらアルフに言った。

「アルフ、悪いけどマジでここのドネルカバブはうまいんだよ、おまえも食べてみればこの魅力がわかるからさ！」

「そうそう、アルフライラがつぶれてもこの屋台でやとってもらえばいいじゃん。これだけ人気なんだから、アルバイトでも大もうけできるぜ」

「なっ、何言ってやがんだい、どいつもこいつもこのドサンピンがー！」

　アルフは真っ赤になって怒る。サラージャは、フンと鼻で笑った。

「商売は弱肉強食……自分が『弱者』だってわかったら、とっとと店をたたんで国に帰んな。ここの客は全員、このサラージャ様がいただいたからよぅ！」

（なっ……何だい、その口の利き方は！　礼儀正しかったのは表向きだけかい、こっちが不利だとわかったらとたんに手のひら返しやがって！　悔しいっ、悔しいけど食うところを選ぶのはお客さんだ、あたしにはどうすることもできない……！　このままじゃほんとに店をたたまなくちゃいけない、日本は物価が高いから親しん戚せきのいるペルシャに戻らざるをえなくなるかもしれない。そんなのやだっ、陣じんと離れるなんてやだっ！）

　アルフは、ズキズキと痛む胸に、陣からもらった真珠の髪飾りを抱きしめる。

　そのとき……念ずれば通ずるのことわざどおり、彼女の耳にまさに今思っていた陣の声が聞こえてきた。

「カポ……カポ……何だって言ってたかな、毒どく呂ろは」

　アルフは、輝く目を上げる。

「陣……っ！」

　だが次の瞬間、アルフの表情は固まった。陣といっしょに、シエラもいたのだ。

（なっ……なんでシエラまでっ？　ふだん、学校では陣とツルんだりしてないのに、なんで二人がツーショットなんだいっ？　も、もしや公認ってことっ……そんなっ？）

　ドネルカバブよりも、二人がいっしょにいることにショックを受けて、アルフはへなへなと座りこむ。シエラが、陣の質問に、いちおう公道なので猫かぶりモードで答えた。

「カポタスト、です」

「クリップみたいなのって言ってたな。楽器屋に案内するのはいいが、置いてるかなあ」

　陣は困惑した表情で、頭をかく。ドネルカバブを食べていた生徒たちが、いっせいにシエラへ視線をむけた。はっ、とサラージャの表情がこわばる。

「シエラ様！　うわあああ本物だ！　かわいーい！」

「っていうか、なんでそんなミスター楔くさび形がた文字といっしょにいるんですかぁあぁぁ！」

　嘆く生徒たちに、陣はムスッとした表情で答えた。

「何言ってるんだおまえら、俺おれたちは単に……」

「ええ、単に軽音楽部の活動の延長で、楽器店へ行くとちゅうなんです。ギターのキー調整をしやすいように、カポタストを買いにいくところなんです。わたし、今までお買い物に行ったことがないので、新あら木きくんに道案内を頼んだんです」

　シエラはサラサラした長い髪をかきあげながら、清らかにほほえんだ。学校の裏、少し道を入ったところに古い楽器店があって、そこでは授業で使うリコーダーやピアニカの吹き口などを扱っている。シエラの答えを聞いて、アルフはホッと胸をなでおろす。

（あっそうか、こいつらいちおうまだ軽音楽部の活動はつづけてたんだっけ）

　そしてサラージャは、目の端をピクピクと吊つりあがらせていた。

（な、何だ、この娘……！　わたしのドネルカバブに夢中だった人間どもが、ドネルカバブよりこの娘に注目した……！　これは、厄やつ介かいな相手かもしれん……）

　おやっ、と陣じんは屋台の看板に気づいて、サラージャにたずねる。

「これ……食い放題と賞金一万円、ってほんとか？」

「ちょ、ちょっと陣！　あんたまでこいつのドネルカバブを食うつもり？　人の食堂の前に店を出して、客を全部取っちまおうっていう盗っ人野郎なんだよ！」

　アルフは、陣の袖そでをきつくひっぱった。だがサラージャは、ニコニコとほほえんで陣にドネルカバブをひとつ手渡した。

「あら、ちょっとステキなおかた。わたしの名はサラージャ、今後ともごひいきによろしくお願いします」

　サラージャが陣にドネルカバブを渡すとき、前かがみになって重力に引かれた胸が、ゆさり、と重たげに揺れた。ぴくっとシエラの白いこめかみに青い血管が浮き、頬ほおはその反対に赤くなる。陣の目はサラージャの胸ではなく、ひたすらドネルカバブに向けられていたのだが、シエラはそんなことに気づく余裕もない。彼女は自分の起伏に乏しい胸に手をやりながら、アルフにささやいた……アルフは同じ魔神仲間として、シエラがランプの魔神であることを知っている。

「ちょ……ちょっとアルフ、あの人誰だれなの？　少し慣れなれすぎやしない？　それと、食品を扱う屋台の店員があの露出の多い服って、食品衛生法か何かで死刑にできないの？」

「その点は同感。あいつが妖魔ダイモンだったらいいのになぁ、あたしの剣で一刀両断にしてやれるのに。ついでに、それだと陣とも一体化できるのに」

「い……一体化って、庶民と？」

　シエラは急に焦って、アルフを見つめる。

（そ、そういえばアルフは剣になったとき、庶民の指ゆび環わと合体してパワーアップするんだったわ！　わたしは魔法書を失って、ランプの魔神として何もできないのに、アルフはアークダイモンを倒すたびにどんどん剣の魔神レベルを上げていってる……どんどん差をつけられてしまっているというわけ？　このわたしがっ？）

　シエラはゴクリと息をのんでから、たくらむような目をアルフに向け、猫なで声でささやいた。

「ねえアルフ、そう言えばわが座ざ堂どう家のお抱え弁護士に聞いたことがあるわ。食品衛生法に違反した人間は、その場で一刀両断にできるって。大丈夫大丈夫、逮捕されないから」

「なに人を陥れようとしてるわけ？」

　アルフはジト目でシエラをにらむ。敵の敵は味方、ということばは、恋のイス取りゲームにおいては存在しないに違いない。敵の敵は敵、みーんな敵だから油断できない。

　そうこうしている間に、陣はもう一個目のドネルカバブをぺろりとたいらげていた。サラージャが、目を細めて陣じんにたずねる。

「どうでした？　お口に合ったでしょうか？」

「あ、いや……一口だったんで、よくわからない。もう一口二口食べると、わかりそうなんだが」

「よろしいですよ、何たって食べ放題ですからね。はい、今度は両手に二つどうぞ」

　サラージャはほほえんで、陣にドネルカバブを渡す。アルフが陣のところに走ってきて、その胸ぐらをつかみあげた。

「陣っ、何してんだよ！　こいつはウチの店のライバルなんだ、営業妨害してるんだ！　こんなやつの店のものを食うもんじゃないっ！」

「それはさっき聞いたけど、でもタダだっていうし……あ、おかわりお願いします」

　と、陣はサラージャに向かって手を上げる。肉を切っていたサラージャは、ドキッとして陣に視線をむける。

「い、いえ……あ、はい、わかりました。急ぎますので！」

　肉は、まだ少し焼きが甘い。サラージャは焼けたところだけをそぎ切って、ドネルカバブを二つ、陣に渡した。

「どうもありがとう、アッサラームアライクムあなたに平安がありますように」

　陣は礼を言って、また食べつづける。そのスピードは、何個食べてもほとんど落ちる気配がない。かなり大きなピタパンも一口だし、中にいっぱい詰まっているキャベツは生なので歯ごたえがかなりあるはずなのだが、電動鉛筆削りのようにすごい速度で咀そ嚼しやくされていき、あとにはペンペン草ひとつ生えていないというような勢いだ。

　おや、とアルフの眉が上がったのと、サラージャの顔つきが険しくなったのは、同時だった。陣はのんきに、ドネルカバブを絶賛している。

「こっこれは……！　う、うまいっ、うますぎる！　口の中に焼けた肉の香ばしい香りが広がり、舌にからみつく濃厚な脂とさわやかなトマトの酸味のバランスが、絶妙なるハーモニーをかもし出している！　おかわり！」

「えっもう？」

　サラージャは、焦って串くし焼やき肉のほうに視線を向ける。まだ、ほとんど焼けていない。

　何とか焼けているところを必死に探して、サラージャは肉を切る。ほかの生徒たちが、ぶうぶうと文句を言いだした。

「お姉さん、こっちのおかわりはまだですか？　あと二個で二十個なんだけど、もう制限時間が来ちゃうんですが……」

「俺おれもさっきから、待たされっぱなしなんですが」

「あっ……ご、ごめんなさい、もう少し待ってください」

　サラージャは謝るが、そうしているうちにも、陣がおかわりの手を出す。

「肉が無かったらキャベツサンドでもいいですよ、俺おれは」

「キャベツサンド？　そーだよな、タダで肉を食べ放題なんていい話あるわけないよな」

　生徒たちが、ガッカリした表情でぞろぞろと屋台を離れはじめた。

「ランチバイキングとかでも、寿す司しとか肉料理とか高そうなやつは、食べ終わったらそれまでで追加無しだもんなぁ。ちょっと遅めに行ったら、ごはんと味み噌そ汁しるとサラダしか残ってなかったりして」

「食べ放題とか言っといておなかいっぱい食べられないなんて、騙だましだよなぁ」

「じゅうぶん二十個食べられるペースだったのに、作るほうが時間を稼いでタイムアップなんてシャレにならないよなぁ。賞金一万円払いたくないなら、そう言えばいいのに」

「その点、アルフライラなら五百円もあれば腹いっぱい食べられるよな」

「うんうん。騙しで客を集めるような店より、やっぱり堅実で誠実な経営をしているアルフライラこそ、俺たちの胃袋の恋人だぜ！　気を取り直して、食いなおそうぜ！」

　ぞろぞろぞろっ、と集まった生徒たちがアルフライラに入っていく。ふだんアルフライラには来ないが、ドネルカバブの食べ放題があると聞いてやってきた生徒たちも、いっしょになってアルフライラに入っていったので、普段以上の大盛況となった。店主のシキーンと女将おかみのシャウカは、入ってくる生徒たちを次々席に案内しながら、ほくほくしている。

「ハイらっしゃー、三名様！　こちらと相席よろしいですね？　はいそちらお通ししますのでちょいとお待ちくださいってんだコンチキショウ！」

　シキーンはものすごく上機嫌である。一方、店の外の屋台にいるサラージャは、怒りにプルプルと震えていた。シエラが気をつかって、こっそり陣じんの背中にひじ鉄をくらわせる。

「ちょ、ちょっと庶民！　あなた、ちょっと遠慮しなさいよ！」

「いやー、うまい。ピタパンの中に、肉と野菜とドレッシングが贅ぜい沢たくに詰めこまれて、まさに味の宝石箱やぁ～！　口の中が、ドネルカバブの運動会やぁ～！」

「庶民庶民。その○ピコ摩ま呂ろのグルメギャグ、宇う多た田だくんが使っていたから流は行やってるのかと思って、むりやりまねっこしてるでしょうけれど、使えてませんから」

　シエラが冷ややかにツッコミを入れる。陣はムッとして、シエラをにらんだ。

「おまえが、人に偉そうに言える立場なのか？」

「なんならお手本を見せてあげましょうか？　わたし、これでもコメディにはうるさいの。イギリスでは、コメディアンは敬意を表される仕事なのよ」

　シエラは口もとに小さなこぶしを寄せ、こほん、ともったいぶった咳せき払ばらいをして言った。

「まさに、○ピコ摩呂の大運動会やぁ～」

「全員○ピコ摩呂かよ！　○ピコ摩呂どれだけいるんだよ！」

「うち、一人は川か○ピラ慈じ英えい」

「似てるけど！　っていうかおまえ、テレビ見すぎだぞ」

「とにかく、ドネルカバブ屋さんが迷惑しているじゃない。ガッつくのはやめなさいよ」

　シエラが気をつかってささやく。もうサラージャの屋台には、陣じんとシエラとアルフ以外、残っていない。サラージャはこめかみをピクピクさせて、今にも血管が切れそうだ。

　アルフはニヤニヤして、シエラの肩をたたく。

「いやいやシエラ、これでいいんだよ。もう陣にいっくらでも食べ放題してもらって、お肉も焼き放題、キャベツも切り放題、ドレッシングもかけ放題ってことで。いやー、やっぱり陣はあたしの白馬の騎士ホワイトナイトだったんだねぇ」

「ずいぶん食い意地のはった騎士ナイトですこと」

　シエラが小声でつっこむ。アルフは、カラカラと笑った。

「とにかく！　正義は勝つ、ってとこだねぇ～サラージャさんとやら！　腕は悪くないみたいだから、どっかヨソで屋台を開きなよ。今度はきちんと商売のルールを通してね！」

　プチィッ……、と音がした。アルフは、ギョッとする。サラージャのこめかみの血管が、文字どおり切れたのだ。それだけではない。体中の血管が次々に切れはじめ、ブシューッと血が吹きだし、サラージャの体がどんどんしぼみはじめた。

『この俺おれの計画を阻止するとは……ソロモンの指ゆび環わを持つだけのことはある。だが……おまえらはもう俺の策にハマっているのだ！　ガハハハハーッ！』

　美女の姿がしぼんだ下から、剣に手足がついたような怪物が現れる。

「なっ、ななな……何だ、どうなってんだいっ？」

『スライスした肉を身に巻きつけて、人間に化けていたのさ！　あらためて名乗らせていただくぜ。俺は「窃盗」のアークダイモン、名はサラージャ！　ほかの仲間とはチィとここのデキが違うぜ』

　サラージャは、剣の柄の部分をツンツンとつつく。そこに目玉がくっついている……ということは、頭部なのだろう。アルフは、怒りをこめてサラージャをにらんだ。

「じゃあ、やっぱり泥棒だったんじゃないか！　この客泥棒！」

『ほかのやつらは、三千五百年もアークの中で眠ってたせいで、まぁ時代遅れになっちまったんだ。昔と同じように、マグロがイワシを食うように人間どもを片っ端からとって食える、と思ってたんだなぁ。けど、俺はそういう直球バカどもの動きをハタで見ながら理解した。てめーら人間は三千五百年前とは違う。アークダイモンを十じつ戒かいの石版に封印してそれで安心ってんじゃなかった。てめーら人間は「当面の安心」で満足する獣同然の存在から、「将来の危険性」を予想して先手を打っとく知的生命体に進化してやがった。いつかアークダイモンが復活しても対処できるよう、人間の中で一番賢かったソロモン王は考えた。父ダビデのように強い戦士ではなかったが、巨人ゴリアテを小さな石ころで倒した父ダビデの強さの秘密を研究し、そこに魔術を発見した……それによってソロモンは、ダビデをはるかに超える力を手に入れた。ダビデと同じ超人的な力を人間に与え、さまざまな『魔神』を作りだした。対アークダイモン兵器として、アークダイモンと引きあうようにしたんだ。同時に七十二の魔王を作りだし、本に封印しておいた……いつでもそれを使えるようにな。もっとも「本」のほうは、厄やつ介かいなやつが持っちまったみたいだが』

「ソロモン王が魔神を作った……？　つ、つまり座ざ堂どうやアルフの先祖は、ソロモン王に改造された人間だってことか？」

　陣じんは息をのんだ。だとすれば、ソロモンの指ゆび環わの秘密もよく理解できる。ソロモンは魔神という「ラジコン」と、指環という「コントローラー」を、セットとして作ったのだ。

　電波のチャンネルが同じラジコン（魔神）なら、同じコントローラー（指環）で制御可能、というわけである。そして「引きあう」わけだから、どこへ行っても、アークダイモンに次々遭遇してしまったのだろう。

（全すべては、ソロモン王の予定どおり……というわけか）

　陣は、サラージャを見つめてたずねた。

「で……『本』を持ってる『厄介なやつ』ってのは、誰だれなんだ？　そいつから、取りもどしたいものがあるんだがな」

『魔法書なら自分で探せよ。教えてチャンは嫌われるぜ』

「魔法書のことまで知ってるのか？」

『当然よ、盗むには下調べが大事だろが。俺おれだって自分の目でおまえら人間や魔神の弱点を、じっくり探してんだぜ？　なんたって、三千五百年だからなぁ……封印されてるあいだに、人間はすげえ武器や建物を作ってるじゃねえか。知能がマヌケでなきゃ、どんなに腹が減ってよーが、人間の数がすっかり増えて目の前が大盛りバイキング状態だろーが、少しはようすを見ようと思うぜ？　「姦かん淫いんすべからず」のマジュヌーン、「安息日を守るべし」のワシフ、「隣人をむさぼるべからず」のサダフ、「殺すなかれ」のキルシュ……バカどもが自滅したが、俺はそういうわけにはいかないぜ』

「俺たちに倒されたアークダイモン……よく知ってるな」

『この肉衣装をまとって、見てたからな』

「全部見てたって？　仲間がやられてるのを、見てただけか？」

『だからぁ、バカは自滅する運命なんだよ、って！　人間も魔神も、攻撃する前にじっくり観察しなくちゃあな……少なくとも俺はそうしてる、まだ「時」じゃねえから息をひそめて人間どものようすを見ている。残った五人も、どうやら俺と同じことを考えてる。マジュヌーンどもは、人間や魔神のようすを見るための捨すて駒ごまだったってわけよ』

「捨て駒ってのは、うなずけるな。そろいもそろってマヌケぞろいだったからな……」

　陣は、指にソロモンの指環をはめた。この指環をはめて、アブラカダブラの呪じゆ文もんを唱えれば、アルフが剣の姿に変化するという寸法だ。今日は少し、指環がぶかぶかだな……と躊ちゆう躇ちよしながらも、陣はサラージャに向かってすごんだ。

「で、どこから斬きってほしい？　五人目のマヌケさんよ」

　声が少しおかしい、とも感じた。ふだんの陣じんの声よりも、高い。

『自信マンマンだな。自分がタフだとでも思ってるのか、大食いと楔くさび形がた文字を読むしか能がないくせに？　てめーらのことは全すべて下調べ済みよ、「指ゆび環わ」「剣」「ランプ」……どれかひとつつぶせば「二つの三角」は発動できなくなる。これすなわちアークダイモンの天下到来ってなわけよ！』

「二つの三角？」

　陣の耳がピクッと動く。

「やっぱりあれは『二つの三角』って解釈するのか？　銅の巻物カツパースクロールについて何を知ってる？」

『おっとと、口がすべったぜ。今からおまえら全員ぶっ殺すんだから、別に話したってかまわないんだけどな……こちとら、目覚めてからずっと様子見で我慢して腹ペコなもんで、説明してる間も惜しいんでなぁ』

「それは困ったな。俺おれが生き残ったときに、手がかりが無いじゃないか」

『たかが人間のぶんざいで、俺に勝てるとでも？』

「アークがあれば、アークダイモンを封印できる……だからおまえら、アークを見つけられると困るんだろ？　人間より先にアークを見つけて……たぶん、ぶっ壊したいんだろ、俺がおまえならそう考えるからな。困るんだ、考古学者の夢と食い扶ぶ持ちをそういう利己的な理由で壊されちゃ。だから考古学の資料館に殺虫剤をまいとくように、歴史的遺産をぶっ壊そうとするおまえらも退治しとかなくちゃいけないよな」

『学術的な研究優先でアークダイモンの自由は二の次っていうおまえの意見も、じゅうぶん利己的だと思うがな』

「それにアークダイモンをアークに封印するってのも、個人的には困るんだ。そうなると、たとえアークを見つけても、アークダイモンをもう一度解放して悪用しようとか考えるやつを防ぐため、せっかく発見しても隠しとかなきゃいけない。『発見しました！』って公表できないわけだよな。みすみす歴史的な大発見を非公表にするってのは学術的にも大損失だし、アークを探して今までがんばってきた俺とか両親とかほかの考古学者も、ものすごく困る。ってことは、おまえらのほうから攻撃してきてくれて全滅させて、アークが用無しになったほうが、俺は非常にうれしい、ってわけなんだよな」

『それはハッタリのつもりか？　そんなヨタ話で俺がビビるとでも思ってるのかよ？』

　サラージャは低い声で笑う。陣は、ごくりと息をのんだ。

（実はそうだ。半分は本音だが、半分は「こいつがビビって戦わずして消えてくれたらいいなー」と思ってる。アークの発見者として考古学界に名を残したい気持ち半分、こいつらと戦うような危険を冒おかさずに先にアークを見つけて、労せずしてこいつらを封印したい気持ち半分だからな……）

　陣じんの表情がこわばったのを見て、サラージャはからかうような猫なで声を出した。

『ヒヒヒ、どうやら図星だったようだな？　しょせんてめーは大食いしか能の無い野郎よ、俺おれとガチで戦う自信もねーんだろ？　アホのマジュヌーンどもとは違うこの俺様が、どれだけ強くてどれだけ賢いのかわかんなくて、ブルッてんだろ、えぇ～？』

　陣をバカにされて、アルフはムッとした。

「強がるのはやめなっ、その大食いに負けておまえさんは正体を現したんだろうがよ！」

『人の話を聞いてない娘だねぇー。まあ確かに、もうちょっと様子を見るつもりではいたがね。直接戦わなくても、金銭的に追いこんで店をたたませ、日本から追いだすってのが頭いいかと思ったんだがね……けどまぁ、ズバッとやっつけて魔力を吸い取らせてもらうってのもいいかもしれんな。ほかの五人のアークダイモンを出し抜く意味でもなあ』

「ズバッとやっつける？　このあたしの剣に勝てるとでも思ってるのかい？」

　アルフはニヤッと笑って、勢いよく怒鳴った。

「行くよ陣っ、こいつをまっぷたつにしてやんな！　アブラカダブラって唱えるんだ！」

「ばぶー」

「呪じゆ文もんが違うよっ、何やってんだい！」

　くるり、と振りかえってアルフは凍りついた。

　陣がいない……いや。いることは、いる。アスファルトの地面の上にしわしわと置かれた制服の中央に、玉のような男の赤ちゃんがひとり。髪の毛はぽやぽやしていて、腕はＷ字、脚はＭ字、小さくあくびした口の中には歯が一本も生えていない。ぎゅっと握られた手には、黄金にかがやくソロモンの指ゆび環わが握られている、ということは……。

「じっ、陣っ？　この赤ちゃんもしかして、陣っ？」

　アルフは、ソロモンの指環を手に取って、信じられないように何度も眺めた。

「そそそそうみたい……庶民ったら、わたしの目の前で見る見るちぢんだの」

　シエラは、驚きすぎてガクガク震えている。食堂アルフライラからも、アルフの父母の悲鳴が聞こえた。

「わーっ、こりゃいったいなんだ！　ここは託児所かー！」

「おぎゃおぎゃ」

「ふぎゃふぎゃ」

　父母の悲鳴にかぶさるように、赤ちゃんの声が聞こえる。アルフライラに入った客が全員、赤ちゃんになってしまったのだ。アルフは焦って、サラージャをにらむ。

「こ……これはあんたのしわざかい？」

『ピンポーン！　俺はたいして魔力はないんだが、俺の包丁で料理した食い物に少しだけ魔法をかけられるのさ。それを食った人間から「時間」を盗むという寸法よ……少々、発動に時間がかかるのが玉たまに瑕きずだがねぇ。自分を使う人間がいなけりゃあ戦えない低レベルの剣の魔神なんぞ、このサラージャの敵じゃあないぜ！』

「な……何を偉そうに！　陣じんがいなくても剣の姿にならなくても、あたしにはペルシャ格闘技ズルハネがあるんだ！　このままであんたの魔力、吸い取ってやる！」

　アルフは激げつ昂こうして、お盆をサラージャにむかって投げる。お盆はギュルギュルギュルッと回転し、サラージャをその刃エツジで切り裂こうとした。だが、サラージャは、

『ふんっ！』

　と、剣……すなわち自分自身の体を振り、お盆をまっぷたつにしてしまう。アルフの顔色が、サッと青くなった。

『青くなったな、おまえ。勝てないのがわかってるんだろうがよー！　吸い取ってやるのはこっちのほうだぜ、剣の魔神、ソロモンの指ゆび環わ、ランプの魔神、それから食堂の中にいる赤ん坊どもも！　時間を盗んで赤ん坊にしてやりゃあ、どんな強敵も「赤子の手をひねる」ように生気を吸えるってなものさ。聖書にも書いてあるだろう、モーセの出エジプトエクソダスのときに神がエジプトに起こした「十の災い」が！』

「『十』の……災い？」

　一瞬、アルフの胸が何やらざわついた。十じつ戒かいのアークダイモン、そしてエジプトの十の災い……モーセの出エジプトに関かかわるふたつの「十」という数の符号に。ちなみに……十の災いとは神がモーセらの出エジプトを手助けするため、エジプトに起こした十の災いのことだ。その詳細は「水を悪臭はなつ血に変え飲めなくする」「カエル・ブヨ・アブの大発生」「家畜の疫病」「人と家畜の腫しゆ瘍よう」「雷と雹ひよう」「イナゴの大発生」「闇やみが三日間覆う」「人と家畜の初うい子ごの皆殺し」である。

『赤ん坊は弱いものさ、皆殺しにしてチリメンジャコみたいにまとめ食いってのがうまいよなぁー！　生気の味も、練乳みたいに甘くてクセが無くて、絶品だぜ。ヒヒヒ、それを今から食えるってだけで、よだれが出てくるぜぇー。なぁ？』

「フザケたことを言うんじゃないよ、うちの客を食わせるもんかい！　食堂ってのは客に食わせるところなんだからね！　まして赤ちゃんは世界の宝、今は弱くても無限の可能性と人類の果てしなき未来を背負う、命をかけて守るべき存在！　今までやっつけたアークダイモンどもと同じように、切り刻んでやるよ！」

『チチチッ、今までのやつと俺おれが同じように行くとは思うなよ。やっぱスタートってのは大切だよなぁ～。マジュヌーンたちみたいにガッついてフライングすりゃアウトだし、ほかの五人みたいにいつまでもビビって様子を見てるってのも、スタートダッシュ遅れて気づいた時にゃあパイの取り分は無くなってるってとこだからよー！　俺様が一歩リードしてる今のうちに、カロリー高めの魔神をガンガン食って、ほかの五人の追撃を許さねーぐらい実力差を開けておこうか！』

　サラージャはアルフに飛びかかる。勝てない……と、アルフは直感した。

『食われやがれ！』

　サラージャの剣がアルフの頭に……アルフの髪に飾った、陣じんの伊い勢せ土産の、真珠の髪飾りに当たる。そのまま唐竹割りか……という瞬間、髪飾りがピカーッと光った。

『ぎゃ！』

　サラージャはアルフから飛びのき、尻しり餅もちをつく。アルフの髪飾りに当たった部分の刃エツジが、赤くサビていた。

『てっ……てめー、銀を身につけてるな！』

　はっ、とアルフは髪飾りに手をやる。

（そうか、土台に銀が使われてたのか？　ってことは……安物だって言ってたけど、実は陣、あたしのためにけっこう奮発してくれたってこと？）

　ぽっ、と頬ほおが赤くなる。こんな状況でも、乙おと女め心は無敵である。

（いやいや、のんきに照れてる場合じゃない。銀は毒に反応する性質があって、邪悪をはねのける魔力がある……どうやらこいつは銀が苦手みたいだね。だとすれば！）

　アルフは髪飾り片方を外し、手裏剣のように手に握って、サラージャに攻撃を仕掛ける。

『なっ、生意気なまねを……！　そんなリーチの短い武器で、このサラージャに勝てると思ってか！　八つ裂きにしてくれるわ！』

　サラージャは反撃し、アルフに斬きりかかったが、アルフはその軌道を見事に見切り、小さな髪飾りで攻撃を止める。防御は同時に攻撃となり、サラージャの刀身に髪飾りが触れた部分は、次々に赤サビてボロボロになっていった。アルフは勝利を確信する。

「いつも一人じゃチンケな妖魔ダイモンばっか食ってたけど、陣の助け無しにアークダイモンをブッ倒すってのは気分のいいもんだねぇー！　食べ物の好き嫌いする子には、自力で料理させるとおいしいおいしいって食べるって話があるけど、ちょっとわかるよ。だって今おまえさんを食べるのがすごく楽しみだもんさー！」

　勝ち誇ったアルフに、サラージャはふと、冷ややかな視線を向けた。

『……しかたねーな。口にあわない食い物は、ラップかけて冷蔵庫に入れとくってのが、ムダが無くてエコロジーってやつだよな』

「冷蔵庫？　おまえ、何言って……」

　ことばの最中で、アルフの声が止まった。くちびるがこわばって、声が出ないのだ。くちびるだけではない。目は瞬まばたきできないし、体もびくとも動かない。

（な……っ？　何これ、あたしいったいどうなったんだい？）

　目玉すら動きにくいのだが、必死に動かして、様子を見る。目から見える範囲……スッと鼻筋の通った鼻、ふたつの豊かな胸、そしてつま先……その全すべてが、白い霜に包まれていた。霜……なのに、寒くはない。霜は見る見る成長し、あっという間にアルフを包む巨大な氷となった。アルフは驚きすぎて、何が何だかわからなかった。それと同時に、指一本も動かせず、何もできなくなっている自分に気づいた。

『ヒヒヒ……やっぱり、第三者に剣を使ってもらわなくちゃ何もできねーような低レベル魔神じゃあ、俺おれにゃあ勝てねーわな！　その氷、冷たくねーだろ？　冷たくねーのがミソなんだよ。もちろん、おまえを寒がらせないというあたたかい心配り……では、決してない！　冷たい氷は、温めりゃあ溶ける。だから俺の氷は冷たくないんだよ、すなわち熱しても溶けないってわけさ！』

（と、溶けない？　じゃあ……あたしは、ずっとこのまま？　トイレとかどうすんだよ、とんでもないことになっちゃうじゃん！）

『その氷の魔法、解きたい？　解きたい？』

（悔しいけど、解きたい！　あたしはじっとしてるのが苦手な性分なんだ、こんなところでじっと固まってたらストレスたまりまくっちまうってなもんだよ！）

『ケケッ、解くのはまず不可能だが教えてやるぜ！　俺の氷の封印を解くには、まず七つの大陸に散らばった七つの宝玉オーブを集めるんだ。だが、その七つのオーブはそれぞれ、俺の手下の強力な妖魔ダイモンによって守られてる。そいつらを苦戦ののちに倒し、七つのオーブを集めると、八つめの大陸への扉が開く。この大陸ってのが「失われた大陸ムー」なわけだが……で、この海底大陸ムーの中心にある海底神殿へ行くためには、世界のどこかにあるという酸素石が必要になってくる。酸素石つっても、熱帯魚屋で売ってるあれじゃあなくて、きちんとした魔法アイテムだぜ？』

（な……何だよ、その延々とつづく超長くてつまんなめな、お使いクエスト！　どこのクソゲー会社に頼んで開発だよ、っていうかこいつ最初からあたしの封印解く気無し子さんだってこったな！）

　アルフは悔しくて、氷の中でほぞをかむばかりだ。サラージャは、不気味に笑った。

『さて、おまえをこの氷ごと一気に真っぷたつにしてやりたいところだが、今のところは刀身がサビまくっていてここまでだ。まずは食堂の中にいるうまそうなボンレスハム……じゃなくて赤ん坊たちをいただいて、その生気で体を治したところであらためて食ってやるぜ！』

（ちょっ……！　このクソッタレがっ……うちの食堂の客を減らされてたまるかっ！）

　何とかして動こうとするのだが、完全に固まってしまい、指一本動かすことができない。

（くっ……くそっ、人間モードのままじゃビクともしない。かといって、陣じんは赤ん坊になっちまってるし……陣以外の誰だれかが、あたしと波長が合って剣を発動できるとは思えないし。以前はそれもアリだったかもしれないけど、今のあたしは、陣以外の人に使われるなんてお断りのコンコンチキだよ……ああそうか、だからサラージャに『自立してない』って言われたのか。放ほうっとけってんだよ、好きなんだから仕方ねーだろ、コンチキショウ……）

　サラージャは、ビュウッと風を切って、アルフライラの店の前まで飛んでくる。

『うゎ～お、赤ちゃんいっぱい！　うまそー！　やっぱ、食うならソロモンの指ゆび環わのガキからだよなぁー。でもみんなうまそーだなぁー。いっただっきまーす！』

　大きな口を開けて、店内にいっぱいになっている赤ちゃんに食いかかろうとした。

　だがサラージャが店内に入ることはかなわなかった……店の前にはアルフの母シャウカが、両手に長包丁を持って剣士のようなかまえを取り、立っていたのだ。

『何だぁおまえは？　見たところただの人間のようだな、俺おれにはむかうつもりなのか？』

「ただの人間じゃあないよ。だから、うちの店の大事なお客さんには、おまえの薄汚い指一本ふれさせやしないんだよっ！」

　シャウカはかかってきたサラージャに包丁をくらわせた。サラージャと包丁のあいだで、キンッと火花が散る。シキーンは、外に出ようとする赤ちゃんの脚を必死に引っぱって、店内にとどめようとしている。

『なっ、なな……こ、この俺と力で対等だというのかっ？　何だ、この人間の女はっ！』

「焦ってるな、このトンチキが！」

　シキーンが、両手に赤ちゃんをわらわらと抱えながら、サラージャに向かって嘲あざけるように笑った。

「いいか、耳クソかっぽじってよく聞きやがれ！　俺は剣の魔神の力を娘に譲ったが、それまでこの俺の化身である包丁を使いこなして、ザコ妖魔ダイモンどもをやっつけたり、厚さ二百ミクロンのかつらむきを作ってたのは、この嫁のシャウカなんだぜ！」

『二百ミクロンのかつらむきだとっ！　こ、この俺でもドネルカバブの肉をケチるためにせいいっぱい薄切りにして厚さ一ミリが限界だったというのに……！』

　サラージャがうろたえる。シャウカはエプロン姿のまま、両手の包丁をかまえて、強気に言いはなった。

「娘を守るのは母親の心意気！　お客を守るのは商売人の心意気！　負ける覚悟ができたならかかってきな、サラージャとやら！　トンカツ屋のキャベツよりもすばやく千切りにしてやるよ！」

『うぬぅ～、たかが人間の女がただの包丁を持っただけで生意気に！　この俺の刃エツジにかなうと思うかっ、てめーもガキどももまとめて切り刻んで食ってやるぁぁぁぁあああ！』

　サラージャは、半ば逆ギレ気味にシャウカに襲いかかった。シャウカが包丁をクロスして止めると、ジャキーンと金属音が響き、押されて足が数センチ後ずさった。

「くっ……！　確かに、若いころダンナにうまい妖魔をたらふく食わせてあげるのは新妻の心意気、と思って相手にしてきたザコ妖魔とは一味違うようだね」

『顔色が変わったな、べっぴんさん！　ただの人間に、アークダイモンを倒せるはずがないんだよォォォ！』

　徹底的に斬きりつける猛烈なサラージャの攻撃を受けるだけで、シャウカはせいいっぱいだ。固まっているアルフは、必死に目を動かしてそちらに視線を向ける。

（や、やばい……！　いくら母ちゃんが包丁の達人でも、やつが言うとおりアークダイモンを倒せるはずがない！　くそっ、母ちゃんが突破されたら陣じんもろとも赤ちゃんが皆殺しにされちまう……たとえあたしがここから脱出できたところで、陣が赤ちゃんになってる以上、あたしの剣を操れる人間がいないなら戦いようがない。負けるのか？　このままじゃ負けちまうのか？　あたしは陣を守れないのか……？）

　アルフは悔しくて、固められたまま、唇をかんだ。



　ところが……陣は、実はその場にはすでにいなかった。

　どさくさにまぎれて、シエラが赤ちゃんの陣を抱きかかえ、逃げだしていたからだ。赤ちゃんは、陣の制服のシャツでくるまれている。陣がズボンのポケットに入れていた（というか、シエラの命令で入れさせられていた）魔法のランプは、トーレムが頭の上にかかげて、とてとて走っていた。

「逃げきれたかしら？　追ってきてないわよね、トーレム？」

『ぷきゅ、ぷきゅ！』

「なに？　アルフを置いてきて大丈夫かって？」

『ぷきゅー！』

「大丈夫大丈夫。アルフはわたしよりだいぶ格が落ちるけれども、仮にも魔神のはしくれだし、なんとかって格闘技の達人なんでしょ？　それにほら、憎まれっ子世にはばかるって言うじゃない？　むろん、いい意味で」

　そのことわざには、ぜんぜんいい意味の要素が見当たらないのだが、とりあえずシエラはアルフと張りあっているだけあって、それなりに彼女の実力を評価しているというのも事実のようだ。トーレムは、シエラのように楽観的になれず、まだ心配している。

『ぷきゅー……』

「ところでトーレム、追ってきてないならちょっと休みましょうか？　わたし、息が上がってきたわ」

『ぷきゅ、ぷきゅ』

　トーレムは何度も振りかえりながら、うなずいた。シエラはホッとして、足を止める。

　ふだん、自家用車で登下校している彼女なので、ちょっと走るだけで心臓がばくばくしてしまう。とりあえず、少し離れたところに公園が見えたので、移動してベンチに座る。

「さて……アルフのことは自己責任で何とかしてもらうとして、庶民のほうはどうしたものかしら。庶民がこの状態じゃアークダイモンと戦いようがないし……元に戻さなくちゃいけないんだろうけど」

　腕の中の陣に、シエラは視線を落とす。ふだんは、こんな間近でこんなにじっくりと顔を見ることがないが、相手が赤ちゃんなら遠慮なくじっくり見られる。ぷくぷくしたほっぺた、意外に長いまつげ、つやつやしたくちびる、どこを取ってもかわいらしい。シエラの顔を見ると、うれしそうに「ぷぷぅー」と声を出して笑う。

「かっ……かわいい」

　シエラは焦り、顔を真っ赤にして陣じんを見下ろした。「あばぁ」「きゃー」と、かわいい声を出しながら、腕の中でもぞもぞしている。もちろん生意気なことも言わないし、シエラを見ても無愛想に視線をそらしたりしない。シエラは、ドキドキしながら、ベンチの隣でランプを抱いて座っているトーレムに声をかけた。

「ね……ねぇ、トーレム。何だか……庶民って、このままでもけっこういいんじゃない、とか思わない？」

『うきゅ？』

　トーレムはの顔のまま、首をかしげる。シエラは、なぜか怒っているような表情で、顔を真っ赤にしてつづけた。

「だ、だって、アークダイモンが襲ってくるのは、庶民が聖櫃アークを探したり、封印の指ゆび環わを持ってたりするからでしょ？　封印されたくないから、襲ってきてるんでしょ？　ってことは、このまま庶民を考古学なんか興味のない男の子に育てれば、わたしも今もうぜんぜん魔神じゃないわけだし、アークダイモンに狙ねらわれる心配なくなるんじゃない？　愛想が良くて、わたし好みのセレブに育てて……って逆『紫むらさきの上うえ』状態もいいわね」

『ぷきゅっ、ぷきゅっ！』

　トーレムは、ぶるんぶるんと首を横に振る。

「え？　アークダイモンを封印しなきゃ、って？　でも、封印しないとどうなるって、わかんないし……。一人前の魔神にならなくちゃ座ざ堂どう家は貧乏になっちゃうわけだけど、何だか赤ちゃんになった庶民の顔見てたら、お金なんかどうでもいいかなーとか思ってきちゃったりして」

『ぷきゅきゅー！』

　ぶんぶんぶんっ、とトーレムは首を横に振る。振りすぎて目が回り、こんな感じになって、ぐらっと倒れそうになった。

「こらこらトーレム、頭振りすぎよ。首のジョイントが甘いんだから、頭が取れちゃうわよ？」

　アークダイモンを封印しなきゃ大変なことになるぞ、と言っているようすだなー、とシエラは察してはいるけれど、あえて気づかなかったことにする。

「さて……この子を連れて家に帰るとして、何て説明しようかしら？　『拾ったの』だと絶対、メアリーやニコライが警察に届けちゃうし」

『うきゅ、うきゅ！』

　トーレムは、こくこくとうなずく。「絶対、このまま育てられるはずがないのだから、何とかして陣じんをもとに戻せ」と言っているようであるが、「あっそうだ！　動物を拾ったら、基本は『こっそり飼う』よね？」

『う……うきゅ？』

　いかにも名案、といわんばかりに目を輝かせたシエラの発言に、トーレムの目が点になる。こんな感じ。シエラは、にこっ、とむやみに明るくほほえんだ。

「それで、メアリーに見つかるところに隠しておくの。メアリーが見つけて『飼っちゃいけません！』って叱しかられて、わたしは庶民を連れて家を出るの。夕焼けの川原でスンスン泣いてると、ニコライとメアリーが探しにきて、『そんなに飼いたいならしかたがないわね』ってメアリーが言って、三人で帰り道、絶妙のタイミングでニコライが『ちゃんと自分で世話するんだぞ』でＦｉｎフイン！　どう、完かん璧ぺきな計画でしょっ？」

『う……うきゅきゅ？　うきゅきゅきゅ？』

　トーレムが、こんな具合には目を白黒させながら、短い腕でシエラに必死のツッコミを入れる。翻訳すると「シ……シエラさん？　シエラさん？」と、言っているもようだ。

「さて！　というわけで、この子を隠す箱みたいなのが欲しいんだけど、それってどこのブランドショップに売ってるのかしら？」

　すっく！　と、シエラはベンチから立ちあがる。その瞬間、「じょじょじょ～」……と、不吉な音が聞こえた。

　ギョッ、とシエラは下を向く。陣はプルプルッと震えてから、ニコッと笑った。

「こ……この子、おしっこしたー！」

　シエラは軽くパニックを起こした。陣をくるんでいるシャツが、ずぶずぶに濡ぬれて、したたっている。シエラの制服も濡れたけれども、それより先に陣を着替えさせないと、風邪をひいてしまう。

「どどどどうしようトーレム！　どうすればいいのっ？」

『うきゅ！』

　トーレムは、任せろ、と言わんばかりに胸をたたいて、走りだす。シエラは魔法のランプをポケットにしまい、陣を抱えて追いかけた。



　トーレムがシエラを案内したのは、住宅地にあるドラッグストアだった。シエラは、ホッと表情をゆるめる。

「あ、オムツが売ってるわ。良かった……すみません、オムツと着替えと、赤ちゃんグッズいろいろくださいな」

　シエラが店の奥に声をかけると、白衣を着た神経質そうな老人が現れて、ていねいすぎるほどていねいに頭を下げた。

「いらっしゃいませ、オムツですか。サイズはいかがいたしましょう？」

「えっ……サ、サイズって何ですか？」

「未熟児用、新生児用、Ｓ、Ｍ、Ｌ、ビッグサイズ。男の子用女の子用とございまして、まあ男の子はオチンチンがありますのでオムツの前の部分の高分子吸収体を多くしておくんですな」

　あまりにもダイレクトな単語を聞いて、シエラの白い頬ほおがぽんっと赤くなる。

「よ……よくわからないんですが……」

「んーと……この子は男の子で、生後半年ぐらい、体重は七キロぐらいですかねえ。んではＭサイズがよろしいと思われますが、テープでとめるオムツタイプと、はけるパンツタイプのどちらにいたしましょう？　メーカーはどちらに……って、あれ？」

　白衣の老店主は、きょろきょろと店内を見まわす。説明しているうちに、シエラが消えてしまったのだ。

「やれやれ、せっかく懇切丁寧に説明してあげてるのに……」

　懇切丁寧すぎるのもどうかと思うが。老店主は、ポリポリと頭をかいた。



　シエラは、陣じんを抱いたまま逃げだしていた。いきなりあれこれ言われても、今まで育児経験のないシエラは、パニクるばかりである。

「ふぇ～ん！」

　陣が泣きだした。服が濡ぬれて気持ち悪いうえに、おなかがすいてきたようだ。

「どうすればいいの？　えっと、とりあえずお乳……って、どうやって出すのかしら？」

　シエラは、住宅地の茂みにかくれて、制服の前ボタンをプチプチッと開ける。白い胸もとに、ちらりとブラジャーの高級レースが見える、が……陣は、ぷいっと顔をそむけてしまう。シエラは困り果てて、天をあおいだ。

「ああ、やっぱりわたしのペタンコの胸じゃ食欲がわかないんだわ。どうしよう、このままじゃ飢え死にしちゃう。あ、そうだ、ニコライに電話して迎えにきて……」

『ぷきゅ』

　トーレムが、申し訳なさそうに何かをシエラに見せた。それはシエラの携帯電話だったが……見事にぶっ壊れていた。トーレムは、もともと携帯電話のストラップである。そのトーレムが、サラージャから逃げるときに魔法のランプを持って走ってきた……ということは、その間ずっと携帯電話は引きずられていたわけである。無我夢中で気づかなかったが、すっかりボタンは取れ、アンテナは折れ、電池も外れていた。

「ど……どうしよう！」

「ふぇ～ん！」

「わたしも泣きたいわよっ、わーん！」

　シエラは顔をおおう。だが……目の前にある表札に、シエラは救いの神を見た。「ＡＮＤＯＵあんどう」と書いてある。安あん藤どうなんて、どこにでもある苗みよう字じだとお思いでしょうが、その家の表札はふつうの表札ではない。トールペインティングという、木の板に花などを描く工芸で作られている。

「こ、このオカンアートは、まさか！」

　シエラは陣じんを抱いたまま立ちあがり、門の中に目をこらす。窓ガラスにかかったカーテンをまとめるカーテンクリップは、適当な布で縫った、腕に洗濯バサミが仕込んであるピエロのぬいぐるみである。それを見た瞬間、シエラは確信した。

「ピエロといえばオカンアートの定番モチーフ！　だとすれば、やはりこの安藤さんは、あのいつもアメちゃん持ってるオカン体質な、家庭科部部長の安藤奈な津つさんにまちがいないわ！　家庭科部部長なら、きっと子育てなんかもわかるはず！」

　ずいぶんな理由で、シエラはインターホンを押す。カメラつきのやつだ。シエラが何か言うまえに、カメラ越しに彼女の姿を見た奈津が、すっとんきょうな声を上げた。

「ざっ、座ざ堂どう先輩っ？　どどっ、どうしたんですか、こんなむさくるしいところに！」

　奈津は、学園じゅうのあこがれのまと・シエラの突然の訪問にうろたえながら、玄関から飛びだしてきた。奈津の私服は、セイ○ピーのワゴンセールで売ってた変なロゴのＴシャツと、てきとうなデザインのスカート、足もとはツッカケ……と、みごとに彼女のオカン体質を余すところなく表現したオートクチュールである。



    

  
    
      



    

  
    
      　シエラの腕の中の赤ちゃんを見て、奈な津つはふたたび驚いた。

「えっ……その赤ちゃん、誰だれですかっ？　裸んぼですけど？」

「ええ、その……親しん戚せきの子を預かって。わたし、今まで一度も子供にさわったことがないの。家庭科部の安あん藤どうさんならさぞかし家庭的だろうと思って、連れてきたのだけれど」

　シエラは、やつれた表情で腕の中の陣じんを揺らす。陣はわあわあ泣くばかりで、まったく泣きやむそぶりもない。シエラのことばもかき消されて、奈津にはほとんど伝わらなかったのだが、

「あららー、どうちたでちゅか！　泣いてるでちゅか！」

　と、奈津は当たり前のようにシエラの手から陣を受けとった。奈津の豊かな胸に抱かれた瞬間、陣はぴたりと泣きやんだ。

「え……う、うそ、どんなにしてもあんなに泣き止やまなかったのに……」

　驚いて目をまんまるにしたシエラに、奈津はニッコリと笑う。

「あたし、けっこう正月のお年始回りとかで親戚の子の面倒見てたりするんで、赤ちゃんのあつかいは慣れてるんですよ。そっかー、おっぱい欲ちいでちゅか、おっぱい♪　よちよち、すぐあげまちょうねー♪」

　陣は小さな手を奈津のやわらかな胸に伸ばし、あまつさえ、キャッキャと明るい声をたてる。奈津はくすぐったそうに、頬ほおを赤らめて笑った。

「こらこら、焦っちゃだめでちゅよー。そんなとこさわったら、くちゅぐったいでちゅよ。エッチはだめでちゅよ、めんめ！」

「キャッ、キャッ」

　奈津に優しくにらまれて、陣はますますうれしげに、奈津の胸に顔をうずめる。中学三年生とは思えないぐらい豊かな奈津の胸が、ふにゃらかとやわらかくへこみ、なおかつ重たげに、ぽにゃん、ぷにょん、と揺れる。

「あーん、もう！　くちゅぐったいでちゅ、ってば！」

　奈津はかなりくすぐったがりのようで、もじもじしながら笑っていた。たとえ陣が今は赤ちゃんだとはいえ、シエラにとってはそんなこと関係ない。胸の中に、ゴオッと嫉しつ妬との炎がわきあがるのを感じた。

（なっ……何よっ、庶民のくせにわたしの目の前でほかの女の子といちゃいちゃと、見せつけるなんて生意気よっ！　ど……どうせわたしには、安藤さんみたいな母乳たっぷりのおっぱいなんて、無いですよっ！）

　シエラは、奈津の家のブロック塀に、いじいじと「の」の字を書く。奈津が陣を抱いたまま、気になるようすで声をかけた。

「あ、あの、座ざ堂どう先輩。どうして『の』とか『ゐ』とか『ぬ』とか書いてるんですか？」

「安あん藤どうさんは、きっとおっぱいがいっぱい出るんでしょうね……だから赤ちゃんにも、好かれるのね……」

「えっ？　あーいやいや、当然粉ミルクですよ」

　奈な津つに言われて、シエラははっと顔を赤くし、自分の胸を両手で押さえた。

「え……あ、あっ、そうなの？　じ、自分のをあげるんじゃないの？」

「だって子供産んでなきゃ、母乳は出ませんよー。やだなー」

「あ……そ、そそっ、そうよね？　ええ、もちろん知っていましたとも」

　シエラは焦りながら、取りつくろうように笑った。

（ふーやばいやばい。そうなんだ、子供産んでなきゃ出ないのね。あやうく安藤さんに「おっぱいの出しかたを教えてちょうだい」って聞いちゃうところだったわよ）

　シエラは、ふーっとため息をつきながら、額に浮かんだ冷や汗をぬぐう。奈津は片腕で器用に陣じんを抱き、もう片手で彼のくちびるにさわる。その手て馴なれた扱いは、驚きよう愕がくに値する。

「赤ちゃんの下くちびるに指を当てて、チョチョチョンとしてみるんですよ。おなかがすいてたら、口を開けて吸いつくようなしぐさをしますから」

「あら、本当だわ。口を開けてる」

　シエラは感心して、奈津の腕の中の陣をのぞきこんだ。

「っていうか、この子の親、何やってんですか？　オムツははかせてないし、ベビー服も着せてないし……」

「あ、う、うん、全部洗濯しちゃってるんだと思うわ」

「しかたないなあ。オムツとミルクはドラッグストアにあるから、まずはそこで身支度をととのえて、あとベビー服はセイ○ピーで買いましょうか」

「セイ○ピー？」

「毎週月曜火曜水曜は、三日間連続でスーパー得の市なんです」

　毎週木曜金曜土曜日曜は、四日間連続でスーパー損の市、とも言えるわけかしら……などと、シエラは心の中でツッコミを入れつつも、

「な……何だか安藤さんって、しっかりしているのね」

　と、中学三年生とは思えないほどソツのない（というかオカン体質な）奈津に、すっかり気おされていた。

（わたしって、何もかもメイドたちに任せていて、ほんとに何も知らないんだわ……。男の子はやっぱり、家庭的な女の子が好きなはずよね？　だから庶民だって、赤ちゃんのくせに、安藤さんに一瞬でなついちゃって……。そうか、家庭的な女の子はきっと、母性ホルモンか何かが出て、胸も大きくなるんだわ！）

　言ってる本人も無茶だと思いつつ、とりあえずシエラは、何とか奈津のように陣になついてもらいたくて仕方がなかった。

「で、では安あん藤どうさん、荷物持ちについていくわ。わたし、赤ちゃんのことなんてぜんぜんわからないから、教えてちょうだいね」

「そ、そんなぁ、あたしなんかが座ざ堂どう先輩に教えるだなんておこがましいですよ～」

　奈な津つは照れて頭をかきながらも、まんざらでもないようすだ。

「じゃ、ちょっと財布取ってきます」

「あっ、いえ、お金はわたしが出させていただくわ、当然」

　シエラはあわてて止めようとしたが、奈津はぱちんとウインクして、

「ドラッグストアのポイントカードが入ってるんです、百点ためると洗剤と交換してくれるんです。あとマイバッグも持ってかなくちゃ、スーパーのレジ袋節約はエコロジーですから」

　と、家の中に入っていく。シエラは、劣等感に打ちのめされ、ぼうぜんとしていた。

「安藤さんって……本当に、家庭的なんだわ……」

　シエラに「家庭的」と「オカン体質」の見えざる壁は理解できない。言うなれば「手作りカレー」は「家庭的」、「残ったカレーを次の日、カレーうどんにする」は「オカン体質」。カレーうどんはおいしいけど。ちなみに陣じんは、インスタントカレーヌードルの汁をごはんにかけて、カレーライスとして再利用するのが大好きだったな……と、シエラはなつかしく思いだす。

（このまま、庶民は赤ちゃんのままなのかしら……。十五歳も年下……なのか）

　だからどうした、ということもないはずなのだけど、赤ちゃんのままでいてほしいとも思う反面、なぜだかシエラは寂しかった。それと同時に、

（カレーヌードルをおかずにごはんを食べるなんて、炭水化物ばかりっていうか、主食をおかずに主食を食べるようなものじゃないの？　そんなの、あり得るの？）

　ということも、気になってしまう。

（ああ、庶民を元に戻す方法はあるのかしら？　聞きたい、主食＆主食は有りなのか！）

　陣が赤ちゃんのままだと自分が十五歳も年上になってしまう、ということよりもむしろ、そっちのほうが余計に気になってきて、シエラは頭をかかえた。

　そこに、奈津が戻ってきた。外に出るというのに、服はそのまま、足もともツッカケのままだ。ちょこちょこと小細工のようにおしゃれをして町に繰り出すよりも、いっそいさぎよくてすがすがしい。その構ってなさこそ、オカン体質の真骨頂でもあるのだが。

「お待たせしました、座堂先輩！　そんじゃ行きましょう！」

　奈津の腕の中の陣は、真新しいバスタオルにくるまれて、つぶらな瞳ひとみをくるくると動かしていた。シエラは、胸がドキンとする。

（庶民って、シッカロールのふたに描かれてる子よりかわいいかも。これって親バカ？）

　親バカということばの使いかたを間違えつつ、シエラは陣じんに見とれる。ふと、その目の前に奈な津つが何か突きだしたので、シエラはびっくりして、後ずさった。

「い……いえ、別にわたしは、庶民がかわいいだなんてちーっとも思ってないわっ！」

　奈津は、とっちらかっているシエラが不可解で、首をかしげている。

「ショミンって何ですか？　いや、これ座ざ堂どう先輩に渡そうと思ってたんですけど、なかなか学校でお会いできなかったから、今渡しとこうかと」

　と、奈津が手を開いた。そこにあったのは、どぎつい色の毛糸で編まれた小さな服と帽子だ。シエラは不思議そうにそれを受け取った。

「これ……何かしら？」

「座堂先輩の携帯マスコット、中等部でもかわいいって評判なんですよ。もっとかわいくしてあげようと思って、毛糸で服を編んだんです。もらってやってください」

　奈津はニコニコしている。そういえば、玄関の扉の奥に見える靴箱の上には、毛糸の服を着込んだキュー○ピーちゃんがずらっと一個中隊で並んでいる。キュー○ピーちゃんにむやみに厚着をさせるのと、固定電話機にむやみに厚着をさせるのと、とりあえずティッシュの箱とドアノブにはカバーをかけておくのは、オカンの習性である。

『ぷきゅ～！』

　トーレムはシエラのスカートのポケットの中で、必死に首を横に振ってうったえる。かなりいやげなようすだ。でも奈津は自信満々なので、シエラはひじょうに断りにくい。それに、陣の世話をしてもらわねばならない以上、奈津の機嫌を損ねたくもなかった。

「あ……ありがとう、さっそく着せてみるわ」

　シエラは作られたほほえみを顔にはりつけ、フリルいっぱいの変な毛糸の服をトーレムに着せた。それなりにシンプルな調和が取れていたトーレムと携帯電話のビジュアルバランスが一気に崩壊し、一気にダサくなる。

（恐るべし、オカンアート！）

　シエラはその破壊力のすさまじさを初めて目の当たりにし、心の底から震しん撼かんしたのだった。



　陣を抱いた奈津とシエラは、駅前にやってきた。スーパーや、一階部分に商店の入ったテナントビルが立ち並び、人々が行き来していて活気づいている。

　ドラッグストアに入って、粉ミルクを見ながら、奈津はふと考えこむ。

「えーと……この子、生後三ヶ月ぐらいですよね」

「三ヶ月？　さっき、ドラッグストアでは半年って言われたんだけど……？」

「そのドラッグストア、わかってないんじゃないですか？　だってまだ歯が生えてないし、寝返りもハイハイもできないし、首がやっとすわったとこって感じですから。で、九ヶ月までの赤ちゃんはレーベンスミルク、九ヶ月からは歯が生えて離乳が始まるんでフォローアップミルクっていう粉ミルクにするんですよ。ってことは、これだな」

　奈な津つはさまざまなメーカーの粉ミルクの缶がずらっと並んだ中から、なれた手つきで缶を取り、シエラが持っているカゴの中に入れた。シエラは感心して、奈津を見ている。

（すごい、安あん藤どうさんのうんちくが今回はきちんと機能しているわ……！　人間誰だれしも、ひとつぐらいは得意なことがあるものなのね）

　感心している上に、いろいろ助かっているわりには、ずいぶんな感想だが。

「それから哺ほ乳にゆう瓶びんは、本体はガラスとプラスチック、乳首はゴムとシリコン、乳首の形や乳首の穴の大きさや乳首の穴の形は、どうしようかなぁ……」

（いや、安藤さん！　中学生女子がこんな公衆の面前で、ち……って！　あっそうか、哺乳瓶のあの吸い口の部分を、ち……って呼ぶのね。だ、だけど聞いてるだけで恥ずかしい！　母は強しってほんとうなのね、でもあなたまだオカンになるには若すぎますから！）

　シエラは真っ赤になって、頭から湯気が上がりそうだった。

　ともあれ、二人はドラッグストアでしゅびよく粉ミルク・哺乳瓶・紙オムツ・おしりふき・おしゃぶりをゲット、陣じんの身のまわりの品をそろえてから、ベビー服と抱っこひもをセイ○ピーでゲットした。奈津は、セイ○ピーの授乳室のベビーベッドに陣を寝かせて、器用にオムツをはかせ、ベビー服を着せた。

「あら……かわいい」

　足の先が包まれた水色のベビー服を着せると、陣はお人形さんのように見えた。手足をちぢこめている小さな陣を見ていると、シエラは本物のお母さんになったような気がした。おくるみでくるんで抱っこしてみると、ふれあう陣の小さなぬくもりや、頼りないやわらかさばかりが感じられて、胸がきゅうーんとしてしまう。

「でしょ！　赤ちゃんってかわいいですよねっ！」

　奈津は断言しながら、授乳室の浄水器から出るお湯でミルクを作り、シエラに細かくレクチャーする。

「ミルクの作り方は容器に書いてありますけど、まず五十度のお湯でとかして、そのまま冷まし、手首の内側にたらしてみて熱くも冷たくもなかったら人肌ってこと、あげてよし、です。お湯の温度が低すぎるととけないし、高すぎると粉ミルクに入ってるビタミンとかが壊れますから、注意ですよ」

「ま、まるで化学の実験みたいなのね」

「座ざ堂どう先輩、ミルクやってみます？」

　奈津に哺乳瓶を渡されて、シエラはおそるおそる、陣の口もとにシリコンゴムの乳首を持っていく。乳首の先で、少しくちびるをつつくと、陣はぱくっと乳首をくわえ、こくこくと音を立てて勢いよくミルクを飲みだした。

「あ……飲んだわ！」

　シエラはその瞬間、やっと陣じんと気持ちが通じたように思えて、うれしくなった。陣が少しミルクを飲むのを休んで、つぶらな瞳ひとみで見上げてくると、もうかわいくてかわいくて仕方がない。

「きゃあああぁん！　何でちゅか、このマシュマロちゃんはっ！　ぷにぷにぷにぷに！」

　シエラは思わず壊れて陣を抱きしめ、頬ほおを頬にすりつける。ぷっくりした陣のほっぺは、まさにマシュマロなみのやわらかさである。あるいはたっぷり水を含んだスポンジのように、やわらかくてみずみずしい。ちょっと指先で押してみただけで、じゅわっと水分がしみだしてきそうなほど、赤ちゃんの肌はうるおいがある。あまりに水分が多いので、目がたっぷりとうるんでいて、まばたきもしない。まばたきをしないうるんだ目でじっと見つめられるのだから、その破壊力はなみたいていのものではない。

「あ、あの、座ざ堂どう先輩。冷静に冷静に……」

　いつもはっちゃけている奈な津つにまで注意されてしまい、シエラはハッとわれにかえる。

「べ、べつにわたしは興奮したり、自分を見失っているわけではないわよ。でも、心配してくださってありがとう」

　にこり、と上品な笑みをうかべるシエラ。

「ほい、じゃこっちに貸してください。ミルクを吐かないよう、ゲップ出すんで」

　奈津はシエラから陣を取り、肩にかつぐようにして、背中をトントンたたいた。

「べふ」

　陣の口から、やや不発気味の小さなゲップがもれる。

（ああ……生意気でふてぶてしい庶民も、赤ちゃんのころはなされるがままで、こんなにかわいかったのね……。やっぱり、赤ちゃんのままでいいかも。庶民のメイドになるなんて面倒くさいと思ってたけど、この庶民なら率先してお世話したくなっちゃうな♪）

　奈津にかつがれている陣のほっぺを、シエラはぷにぷにっと指でつっつく。とたんに、

「ウェーッ！」

　と、陣は火がついたように泣きだした。シエラは、突然のことに度肝を抜かれて、右往左往する。

「えっ……わっ、わわわわわたし、何かいけないことしたっ？」

「あ、ウンチ出たんですよ。赤ちゃんって、ウンチに慣れるまでは、自分からウンチが出たってことにびっくりして、怖がって泣くときあるんですよ」

　奈津は陣のおしりに顔をうずめて、くんくんする。シエラの顔が、ぼんっと赤くなった。

「あっ、安あん藤どうさん……！　な、何をしてるのっ？　男の子のおしりに顔をくっつけるなんて……！」

「やだなぁ先輩、考えすぎ。赤ちゃんですよ、赤ちゃん」

　奈な津つはコロコロと笑う。奈津は赤ちゃんだと思っているが、シエラはほんの数時間前までそれが高校一年生の男子だったことを知っている。

「先輩も後学のため、かいでみます？　ミルクしか飲んでない赤ちゃんのウンチって、腐りかけのヨーグルトみたいな臭においがして面白いですよ」

「い、いえけっこうよ。それにしても安あん藤どうさん……女の子が、その、……チって連呼したり、ずいぶん豪胆ね」

「気取ってちゃあ日本の母はできませんて！」

「設定を確認させてもらうけれど、中学三年生、よね？」

「そんなことでいちいち照れてるようじゃあ、オムツは換えられませんよ。ほいっ！」

　奈津は陣じんを授乳室のベッドに寝かせ、ベビー服の股ホックを外して、オムツをぱっと外す。シエラは度肝を抜かれて、思わず顔をおおった。

「きゃあああ！　なっ、何をするのー！」

「座ざ堂どう先輩は深窓の令嬢だから、赤ちゃんといえど男慣れしてないんですねぇ。そういうのあこがれちゃうなぁ、あたしもお姫様になりたかったけど、どうしてもオカン体質がウズウズしちゃうんですよね。さて、チンチンのまわりもきれいにふいておきましょうね、ぺろりーん、と」

　奈津は陣のおしりだけでなく、液体状のウンチが汚染している前の部分も、おしりふきでていねいにふき取っていく。シエラは耳まで真っ赤になって、正視できない。

（ぺ……ぺろりーんって、何の擬音語？　もしかして、庶民の……それを、つまみあげたとでもいうの？　ああ、わたしにオムツ交換ができたなら！　でも、わたしにはとても見られない！）

　シエラは、深い悩みの底にたゆたうのだった。



　とりあえず、ぶじオムツ交換が終わり、シエラと奈津は店を出た。

　シエラはまだドキドキして顔が真っ赤になっていたが、少し落ち着いてきた。陣はシエラが装着した、スリングという、たすきがけの袋のような抱っこひもの中で、気持ち良さそうにすやすや眠っていた。

「赤ちゃんって、やわらかいし温かいのね」

　育児に忙殺されているあいだはテンパっているが、眠ってしまってホッと一息つけると、そのかわいさがひしひしと胸にせまってくるのをシエラは感じた。自分を信じて全すべてをあずけて、何も心配することなく無邪気に眠っている陣を見ると、胸がきゅーんとする。

「かわいい……ほんとにかわいいわ」

　それは赤ちゃんだからかわいいのか、陣だからかわいいのか、シエラ自身にもその答えは多分わからないだろうが、思わずそう口に出た。

「座ざ堂どう先輩、器用だから、今日あたしが教えたようにすれば、すぐに慣れますよ」

　奈な津つは途中で買ったソフトクリームをなめながら、ふと、駅のほうに目をこらす。

　駅前の大きな書店……その前に、見慣れた人影が立っていた。本ほん田だ聡さと子こ、奈津のクラスメイトにして図書委員である。春はる紗しや学園中等部・高等部合同図書館のぬし、とも言える存在だ。その聡子が……泣いている。長い髪が、うつむいた顔にかかっている。片手でメガネをはずし、もう片手の甲で涙をごしごしとぬぐっている。

「さとっち？」

　奈津の手から、ソフトクリームがぽとんと落ちた。シエラは驚いて、奈津に目をむける。

「どうしたの、安あん藤どうさん？」

「さとっちが泣いてる！　さては……あの愛あい花かのお兄ちゃんね！　図書館に入りびたって、怪しいと思ってたのよ！　さとっちみたいな世間知らずは、遊ばれやすいんじゃないかって心配してたけどやっぱりそうだったんだ！　あたしの親友をよくもっ、許せないっ！」

　奈津の頭は、ドッカンドッカン噴火している。怒りにまかせて腕まくりをした彼女を、シエラはあわてて止めた。

「ちょ、ちょっと待って！　遊ばれるなんて、それは誤解だと思うわ。しょみ……新あら木きくんが、楔くさび形がた文字以外のものに興味をしめすとは思えないもの」

「それもそうですね！　ってことは、さとっちってメガネをはずすとけっこうかわいいのに、そのさとっちに興味をしめさないなんて！　やっぱ許せないっ！」

「どっちにしても、結論は同じなのね……」

　シエラは力なくつぶやく。奈津は、聡子のほうへ突進していった。

「さとっち！　何があったの、どんなことでもこのあたしが力になるから何でも言ったんさい！」

　威勢よく言った奈津に、聡子はおどろいて目をむける。が、おどろいた顔がまた、ふにゃっと泣き顔にかわり、しくしくしく……と声をあげて泣きだした。

「あ、安藤さん……わ、わたし……」

「どうしたの、さとっち！」

「っていうか、さとっちってわたしですか……？」

「いつもクールで冷静なさとっちがそんなに泣くなんて、新木陣じんどうしてくれよう！」

　奈津は聡子の両肩をしっかとつかみ、怒りにその目を燃やす。きょとん、と聡子が顔を上げた。

「新木先輩が何か？」

「あいつに何かされたんでしょ、だから泣いてるんでしょ？」

「いえ。わたしが泣いているのは、今日発売の本を買い逃したからです」

「は？　そ……そんなこと？」

　奈な津つの目が点になった。聡さと子こは、悲しげにうなだれる。

「そんなこと、じゃないです……だって、初版限定フィギュアつきだったんですよ？」

「ですよ？　って言われても、よくわかんないんですが」

「わたしともあろう者が、予約をし忘れてしまったんです……。大きな本屋さんならあるだろうと思って、町じゅう探しまわりましたが、全部予約だけで売り切れてしまっていて、どこにも残ってなかったんです……ううううう」

　聡子は肩をふるわせ、奈津にしがみついて、身も世も無いかのごとく泣きじゃくる。奈津は困って、ポリポリと鼻をかいた。

「いいじゃん、本の一冊や二冊。本なんて、世の中には何万冊もあるっしょ？」

「わたしはコレクターなんです、全すべての本を集めずにはいられないんです！　子供のころ、大きな図書館とかに行ったとき、思ったことはありませんか？　世の中にはこんなにたくさんの本があり、人類はこれほどたくさんの知識を知りえたのに、自分はそのほとんどを知ることなく死んでいくなんて、変な感じだ……って」

「いや、たいていの人は、図書館にあるすべての知識を知るなんてできないから。あたしも家庭科のうんちくには自信があるけど……」

「プ」

「今『プ』っつった？」



    

  
    
      



    

  
    
      「お気になさらず、つづけてください」

「とにかく、数学とかは今も苦手だし、相対性理論とかの本はぜったい一生読まないよ」

「紀元前六五〇年ごろ、アッシリアのアッシュルバニパル王は文書収集家として知られ、自らも多くの手紙を残して、ニネヴェ図書館を設立しました……。世界を支配するよりも、世界中の知識を我が物にしようと考えたのです」

「へえ、そんな昔から勉強熱心な人いたんだ」

「そうです。粘土板に葦あしのペンで文字を彫ることを覚え、さまざまな言語を読み書きできる俺おれ様エライと自画自賛した文章が、現在も残っています」

「それ、残ってて欲しくなかったろーなー」

「アッシュルバニパル王は世界中から文書という文書を集め、文字が書かれているものなら手紙まで図書館に集めてきて、複写させたんです……。多くの古代アッシリアの歴史や、有名なバビロニアの英雄物語、ギルガメシュ叙事詩なども、その功績により現代まで残されているのです……」

「えらい人がいたもんだ」

「ただし集めた原本は、いっさい返却しなかったそうですが」

「前言撤回」

「ああ、わたしもアッシュルバニパルのごとくもっともっと本が読みたいのに、買いそびれてしまうなんて……！」

　聡さと子こは自己嫌悪と後悔にさいなまれ、また奈な津つにしがみついてしくしくと泣いた。粘土板、と聞いてシエラの胸が少々ざわつく。

（……そうだった。彼女、本が大好きだから、庶民ともすごく気が合うんだわ。粘土板に葦のペンって言えば、楔くさび形がた文字の仲間ってことよね？　わたしが知らない楔形文字の話題なんかで、きっと話に花を咲かせてるんだわ……。男子って、清せい楚そでおとなしくて賢い女の子が好みだっていうし……）

　シエラは、腕の中の陣じんをぎゅっと抱きしめる。

（でも庶民がずっと赤ちゃんなら、いちいちそんな心配しなくていいんだわ。しかも赤ちゃんだと素直だしかわいいし。ずーっとわたしだけの赤ちゃん、あのアークダイモンには感謝しなくちゃね♪）

『ぷきゅー、ぷきゅー！』

　ややもすればすぐ暗黒面の考えに取りつかれがちなシエラの肩の上で、トーレムがぴょんぴょんはねて抗議した。奈津の手作り服で厚着させられているトーレムは、かなり似合わない。シエラは、あわてて作り笑顔をうかべた。

「やっ、やあねぇトーレム。わたし、べつに何も黒いこと考えてないわよ？」

『ぷきゅ～……？』

　トーレムは短い腕で腕組みをし、信じられないようなジト目でシエラをにらむ。

　奈な津つは、落ちこんでいる聡さと子こを励まそうと、その肩をポンポンたたいた。

「さとっちの言いたいことはよくわかった……けど、要するに本を読みたいのは知識をゲットしたいから、っしょ？」

「そうです……」

「んじゃ、フィギュア要らないじゃん」

　ぴくり、と聡子の表情がこわばった。わずかに、赤くなる。

「え……あ……た、建前上はそうなのですが……。そのへんがコレクター心の複雑なところでして、やっぱり初回限定とか初版とか……欲しくなるじゃありませんか？」

「コレクター心で本を買うと、積つん読どくになっちゃう気がするけど」

「い、意外に鋭いですね、安あん藤どうさん……」

　聡子はドキドキする胸を押さえ、冷や汗を流す。シエラが、ぴんっと人差し指を本屋に向ける。

「あっ見て、本屋さんに見本のフィギュアが飾ってあるわ！　お願いして、あれを売っていただいたらどうかしら？」

「箱開けちゃだめなんです」

「え？」

「フィギュアは！　箱を開けちゃだめなんです！」

　聡子はこぶしを握って力説する。ふだんテンション低めで推移している彼女にしては、異例のテンションだ。よほどフィギュアが欲しいのだろう。奈津が、小声でつぶやいた。

「さとっち……やっぱ、本関係ないじゃん……」

「あっ、そうだ。相場の十倍で買い取る、と新聞広告を出してみてはどうかしら？　いつもお世話になっているし、わたし、プレゼントさせていただくけれど……」

「さすがセレブの座ざ堂どう先輩、大おお盤ばん振ぶる舞まいですねー。さとっち、お言葉に甘えれば？」

　奈津は聡子にうながすが、聡子はあくまで首を横に振る。

「そんなのダメです……わたしはコレクターです、コレクターにとっては、すべて自分の力で手に入れることに価値があるんです……。言うなれば、ムシ○ピングカードを、お金の力にものを言わせてフルコンプするのは邪道ということです……」

　ちなみにフルコンプとはフル・コンプリートの略で、全部集めることだ。頑固な聡子に、奈津は弱ってため息をつく。

「けどさー、売り切れてんだからしゃーないじゃん。そのフィギュアって、どんなの？」

「そこのポスターに載っています……原型製作時から注目していたのに、予約終了日が中間考査中で、すっかり忘れていたんです……」

　聡子が指さした先に貼はられた店頭ポスターには、非常にデキの良いフィギュア『魔法少女ホーリーはふりん』の写真が載せられている。奈な津つはくちびるに人差し指を当てて「ふーん」と眺めていたが、

「あー、これなら楽勝」

　と、軽く言い放った。えっ、というシエラと聡さと子この視線が、奈津に集中する。

「安あん藤どうさん、今……なんかすごいこと言った？」

「楽勝ってなんですか……な、何に勝てるという自信があるんですか……？」

　小刻みに震えている聡子の目の前で、奈津はスカッとさわやかに笑って、親指で肩ごしにポスターを示した。白い歯が、きらーんと輝いている。

「もち、この人形！　これぐらいならあたしがフェールトで作ったげる、フェールトで」

「安藤さん……『フェールト』って、近所のおばさまもよくそう発音されるけれど、羊毛をシート状に加工した布地は『フェルト』っていうのよ……」

「というか……キャラクターを無断使用してフェルト細工やアップリケにして、しかも原作を知らずに作っているためすこぶる似てなくて、海賊版と呼ぶのもはばかられるオリジナルキャラクターグッズを作ってしまうのも、オカンアートの真骨頂ですね……」

　シエラと聡子の硬い視線をものともせず、奈津はいっしょうけんめいポスターのキャラクターをメモに写生している。

「えーと、フェルトは四色ぐらいいるかなぁ。あと髪の毛用の毛糸と、カバンにつけられるようにキーホルダーの金具もいるよねっ」

「いえ、安藤さん。わたしは大丈夫です、急に欲しくなくなりました……。そもそも本のコレクターであるわたしが、おまけのフィギュアに振り回されるとは本末転倒ですよね……言うなればグ○ピコのおまけ目当てにグ○ピコを買うがごとき邪道ですよね……」

「うんうんグ○ピコはキャラメルもおいしいよね、あとマスコットはやっぱカバンにつけるのがかわいいよね。さとっち、これからユザ○ワヤ行くけどつきあって」

「手芸屋ですか……？　少々、わたしの話を聞いてはくれないでしょうか……あと、その海賊版マスコットを、どうしてもカバンにつけなくてはいけないのでしょうか……？」

「わかってるって、さとっち遠慮してんでしょ？　あたしとさとっちの間に遠慮なんていらないよ。友達の役に立てるのって、友達としてサイコーにうれしいことじゃない？」

「そりゃ……役に立ってるのでしたら……」

「なんか小さな声で言った？」

「いえ……もはや何も言うまいです……」

　聡子はどんよりとしたオーラに包まれ、肩を落とした。奈津はシエラに手を振る。

「ってことで、すみませんけどちょっと友達につきあってユザ○ワヤ行ってきます。ほか何か、あたしに聞いとくことあります？」

「ええ、それでは遠慮なく……細かい国語の使い方なのだけれど。友達につきあって……じゃなくて、友達をつきあわせて……だと思うのは、わたしだけかしら？」

「そうだ、さとっち。見て見て、この子かわいいでしょ。座ざ堂どう先輩の親しん戚せきの子だって！」

　知ってか知らずか、奈な津つは華麗にスルーする。聡さと子こは、おや、とメガネの下の目を少しだけ見開いた。

「ストールかと思ったら……袋ですか？　中に子供が入ってるんですか……？」

　聡子は、シエラのスリングの中ですやすや眠っている陣じんを見下ろし、目を細めた。

「まあ、ほんとにかわいい……。新あら木き先輩に、似てますね……ククク……」

　きらり、と聡子の目が不気味にかがやく。どきっ、とシエラは胸を押さえた。

「そ、そうかしら？　赤ちゃんの顔だから、よくわからないわ？」

「赤ちゃんといえば……赤子の手をひねる、ってことばがありますよね……ククク……」

　聡子は眠っている陣に手をのばす。ぎょっ、としてシエラは思わず後ずさった。

「うわああああん！」

　陣が泣きだす。スリングの中で、手足をばたばたさせて激しく暴れたので、不慣れなシエラは取り落としてしまいそうになった。

「きゃ……！」

　スリングから陣がすべり落ちる。……と、その瞬間、奈津があわてて抱きとった。

「セーフ！　ああ、やっぱり座堂先輩一人じゃまだ慣れてないですよね、ごめんなさい。家に帰るまでが遠足、家に送り届けるまでが子守りレクチャーですもんね。ユザ○ワヤは後にしますよ」

　奈津は泣き叫さけぶ陣を胸に抱き、やさしく揺する。聡子は、少し驚いて目をぱちくりしていた。とても泣き止やみそうになさそうなほど激しく泣き叫んでいた陣が、奈津の腕の中ですんなりと眠る。紅潮したほっぺたに涙のあとが光るようすに、シエラはまたもや、

「かわいいいいいいいぃぃぃぃ！」

　と、転びもだえる。聡子は驚いて、目をぱちくりとした。

「安あん藤どうさん……お上手ですね。子守りレクチャー……ということは、座堂先輩に頼まれて、ですか？」

「うんそう、家庭科部部長の腕を見こまれてね」

「家庭科部部長の腕……なるほど、お見事です。はじめて、安藤さんが普通に役立っているのを見たような気がします……」

「そんなに誉めないでよ、さとっちー！」

　陣を抱っこしながら、奈津はもじもじと身もだえる。

「……ものすごいプラス思考ですね、いつもながらですが……」

「それにしても、座堂先輩に見こまれるってすごくない？　座堂先輩じきじきにお願いされちゃったなんて言ったら、クラスの子にヤキモチ焼きまくられちゃうよねぇー」

　能天気に喜んでいる奈な津つを横目に、聡さと子こは頬ほおに手をそえて、ブツブツ……とつぶやいた。

「ということは……新あら木きせんぱ……じゃなくて、この赤ちゃんに何かあったら、安あん藤どうさんのメンツがつぶれるっていうことですね、そうですね……」

「また小さな声で何か言ってる？」

「いえ……何でもありませんよ、ククク……」

　そのときふと、奈津が妙な顔をして、腕の中にいる陣じんを見つめた。

「あれ？　ベビー服のサイズ、まちがえたかな。三ヶ月の赤ちゃんなら、六十センチサイズでいいはずなんだけど……」

　えっ、とシエラも目をこする。さっき、たしかにぴったりサイズだったはずのベビー服が、たしかにブカブカになっていた。頭もソフトボールぐらいの大きさしかない。首がカクカクとして、すわっていない。長かったまつげが無くなり、よく見ると鼻毛も生えていない。鼻の頭に、ぷつぷつ……と、黄色いツブツブができた。ピンク色だった肌が、黄土色になる。黄色いツブツブは、胎児が成熟した赤ちゃんになった印で、生まれて一ヶ月ほどで消える。黄土色の肌は新生児黄おう疸だんといって、生まれて五日ほどで消えてしまうはずのものだ。すなわち、今の陣は身長五十センチ足らずの、生まれたてサイズになっているのだ。シエラは愕がく然ぜんとした。

（こっ、これは……！　サラージャが盗んだ時間は、まだ減りつづけていたんだわ！　そうか、それで庶民のことを、ドラッグストアの人は六ヶ月って言って、安藤さんは三ヶ月と言ったのね？　庶民が新生児に……ま、まさかこれ以上まだ若返るっていうのっ？　これじゃ、サラージャを倒すしかないじゃないっ！）

　シエラはあわてて、奈津から陣を奪いとった。

「あっあの安藤さんっ、どうもありがとう、助かったわ！　サイズをまちがえちゃったみたいね、返品してくるわ、じゃっ！」

　シエラは必死にごまかしながら、猛烈な勢いで走りだした。見送る奈津は、何が起こったのかわからず、きょとんとしている。

「あっそうか、やっぱりサイズまちがいか。いえいえどういたしまして、学園の人気者の座ざ堂どう先輩といっしょに買い物できただけで光栄です。あたしなんかで役に立つならまた誘ってくださいね」

　ひらひら、と奈津はシエラに手を振った。そのとき……ふと、後ろに立っていた聡子の手に、フィギュアの入った箱があるのに奈津は気づく。

「あれっ？　さとっち、そのフィギュア……売り切れじゃなかったの？」

「え？　ええ、さいわいひとつだけ売れ残っていたようですね……ククク……」

　聡子は目を細めて笑う。彼女の背後に「盗みの貴公子」魔王セーレがいたのだが、姿を消していて、奈津には見えなくなっている。すなわち聡子が持っている初版限定フィギュアつきの本は、セーレがどこかから盗んできたものだ。聡さと子こはセーレだけに聞こえるように、小さな声でつぶやいた。

「報告ごくろうです、セーレ。アークダイモンのひとり、『窃盗』のサラージャが攻撃を仕掛けてくるとは……ほかの四人を出し抜くつもりだったのでしょうが、少々フライングしたようですね。盗みならセーレ、あなたの右に出る者はいない」

『今回は、ランプの魔神どもを助けると？　わたしがサラージャを倒しますか？』

　セーレが、奈な津つに気づかれないよう聡子に耳打ちする。聡子は、余裕のある表情でほほえみ、携帯電話をポケットから取りだした。

「その必要はありませんよ、セーレ。こちらの手の内はまだ見せるべきではない……」

　聡子は携帯電話を手に、奈津に声をかけた。

「すみません、安あん藤どうさん。アルフライラの電話番号、ご存知ですか？　あの、いつも出前をしてるアルフさんの携帯番号がいいんですけれど……以前、アルフさんから直接聞いたんですが、ド忘れしてしまいまして」

「学校の裏の食堂の？　何にするの？」

「一人暮らしですからね、今夜は出前を取ろうと思いまして……ククク……」

「番号はわかるけど。メールで送ったげるよ」

　奈津は自分の携帯電話を取りだし、アルフの携帯の電話番号を聡子に送った。聡子はそれを得て、ニヤリ……とほくそ笑み、携帯電話の「通話」ボタンを押した。

「でもさとっち、出前じゃ栄養偏っちゃうよ。やっぱ中学生の一人暮らしなんて、あたしゃ心配で心配で。うち近くだからさ、寄ってきなよ。晩飯食べてきな、ね」

「えっ……でも、急にお邪魔してご迷惑では？」

「大丈夫大丈夫、うち家族多いから取り分けできるよう、大皿料理ばっかなんだ。何人増えても大丈夫だよ。あっでもせっかくさとっちが来るんだから、ついでにお惣そう菜ざい買って帰ろ！　さとっち何か食べたいものある？　コロッケとかメンチカツとか……」

「そうですか、ではおことばに甘えさせていただきます。ククク……」

　奈津と聡子は、二人並んで去っていく。魔王セーレはその後ろから姿を消してついていきながら、ひたすら首をかしげていた。

（わからぬ……主人マスターのすることはあいかわらず、わたしにはさっぱりわからぬ。今回、ランプの魔神どもを助ける気になったのもわからないし……助けると言っておきながら電話をしただけではないか？　それでどうやって、助けるというのだ？）

　セーレには聡子の心がまるで読めない。だが聡子はそのとき確かに、勝利の手ごたえを感じながら携帯電話をポケットに戻した……その画面はまだ「呼び出し中」になっていた。



　ところ変わって、食堂アルフライラでは……。

　アルフはまだ固まっていたので、アルフの母シャウカが包丁を振りまわしてサラージャと戦いつづけていた。夕食の買い物時間なので人通りも多いはずなのだが、サラージャが周囲に結界を張っていたため、一般市民はなぜかそちらへ行こうという気にならなかった。

　シャウカは必死に戦ったのだが、やはりサラージャが言うとおり、ただの人間とただの包丁では限度がある。サラージャとの激しい戦いで包丁が折れるたび、アルフの父シキーンが厨ちゆう房ぼうから包丁を持ってきて補充するのだが、ついにそれも尽きた。残った武器は、フライパンひとつ……さすがに、気丈なシャウカの表情にも焦りの色が見えてきた。

『てこずらされたが、もう一押しで赤ちゃんたんまりいただけるぜ！　うまうまー！』

　サラージャのほうは押し気味ムードに背中を押されて、元気になっている。フライパンをガンガンと斬きりつけられ、シャウカは力負けしてひざをついた。

「くっ……このドサンピンが！」

『とどめだぜっ、フライパンもろとも一刀両断にしてくれるわーっ！』

　サラージャが大きくそりかえって、シャウカを狙ねらう。だがそのとき、

『アブラカダブラ！』

　陣じんの声が聞こえた。ギョッ、としてサラージャは動きを止める。アルフも驚く。声はアルフのエプロンのポケットから聞こえている。携帯電話の着メロだった……その発信者表示画面には、聡さと子この名があった。固まっているアルフに、それを見ることはできないが。

（こ、こんなときに電話？　いったい誰だれなんだよ、出前してる場合じゃないっての！）

　アルフはムカムカしながら、何とかしてその発信者表示を見ようと目玉を必死に動かした。サラージャは、ホッと胸をなでおろしている。

『な、何だ。ややこしい着メロ使いやがって……「指ゆび環わ」が復活したのかと思ってびびったぜ。んなはずぁねーよなぁ、そろそろガキどもは胎児まで戻るころだからよ』

　胎児、ということばにハッとしてシャウカは店内を振りむく。

（そ……そう言えば、さっきまでウチの人が、赤ちゃんが外に出ないよう必死に引き戻してたのに、いつの間にか赤ちゃんがウロウロしなくなってる……！）

　店内には、静脈血の赤黒い色がそのまますけた小さな赤ちゃんたちが転がっていた。両手のひらですくえるほどの、妊娠七ヶ月ほどの胎児である。まだ脂肪がついていないので、もぞもぞ動かしている手足はマッチ棒のように細い。体温調節ができないので、体がどんどん冷えていく。こんな小さい赤ちゃんを抱きあげるのも怖くて、シキーンはどうすればいいのかわからず、おろおろしていた。

「ど、どんどん小さくなっていくぜ、こんちきしょう！　やばいぜシャウカ、人間の子供がおふくろさんの腹の中から出てもギリギリ生きていけるのは妊娠六ヶ月から七ヶ月！　もうあとちょっと若返ったら、母胎から出ちまってるこいつらは死んじまう！　ああくそ何てこったい、アルフが生まれたときに小さくて心配しまくってたときのことを、思いだしちまうじゃねえかよ！」

　シャウカは答えない。サラージャは、残忍な笑い声を立てた。

『ヒヒヒッ、死んじまったら好都合だぜ！　いちいち生気を吸いにいかなくても、体から自然に生気が出てきてくれるんだからなぁー！　その前に、まずそこの嫁、おまえの生気をオードブルがわりにいただくとすっか！』

　サラージャはシャウカに襲いかかる。なぜか、シャウカのくちびるが笑みの形に歪ゆがんだ。

「ふん……その前にひとつ聞いてもいいかい、サラージャとやら」

『金なら貸さんし命請いも聞かんが、死ぬ前に遺言ぐらいなら聞いておいてやろう。で、何だ？』

「じゃあなくて、あたしが聞くんだよ。あんた……ほかの人間に見られないよう結界を張ってるね。どうしてだい？」

『当然だ。まだ俺おれの魔力が目覚めたてで少ない以上、あまりたくさんの人間どもに見られて対抗策を練られては困るからな……人間はまたいつ、石版やアークや魔神のようなものを発明するかもしれん』

「つまり負けることを考えて結界を張ったってことかい？　それは、最初っからあんたの心が負け犬モードだったってことじゃないかい。気持ちが負けてて、勝負に勝てるわけがないやねえ」

『どうした、負け惜しみか？　おまえが何を言おうと俺の勝ちだぞ、そらそら、赤ん坊どもが今にも力尽きそうだぞ！』

　サラージャが脅しても、シャウカは揺るがなかった。彼女はサラージャの後ろをスッと指さす。アルフのポケットの中で携帯電話が鳴り……そして、赤ん坊の陣じんが握っていたソロモンの指ゆび環わが、エプロンのポケットの中で光った。アルフはハッとする。

（そ、そうか、さっき赤ちゃんの陣が握ってたのを取って……そのまま、どさくさにまぎれて返しそこねて、無くさないようにポケットに入れたんだ！　待てよ……アブラカダブラの呪じゆ文もんがあって、ソロモンの指環がある。ってことは、あたしが剣になる条件はそろってるんじゃないか？）

　ドクン、とアルフの心臓がはねた。もちろん、剣になるには陣と心を合わせなくてはならないし、何より陣がいなければ剣を使う人間がいない。けれど……と、アルフはサラージャを見た。サラージャは、剣だけで自立している。もし自分にもそういう戦いかたができれば、陣がいなくても一人で戦えるはずだ。

（いや、陣がいなくてもじゃない……。陣がいるから、陣を守るために、あたしはこのクソッタレのアークダイモンをやっつけるべく戦うんだ！　自立した剣……こんなゲス野郎になれるんなら、あたしにもできるはずだ！　恋する乙おと女めの意地を見せてやるよ！）

　アルフは全神経を、ポケットから聞こえてくる「アブラカダブラ」の繰りかえしに向ける。アルフのポケットのソロモンの指ゆび環わと、アルフの全身が、ふわあ……っと光を放ちはじめた。シャウカは腕組みをし、予想通り、と言いたそうな笑みをうかべる。

「どうやら一皮むけたようだね、アルフ」

「俺おれには一生できなかった技だ。俺は母ちゃんがいなけりゃやってけない男なんだってこったな、母ちゃん」

「そりゃあおたがいさまさ、父ちゃん」

　もうすっかり勝った気で、二人はのんきにいちゃついている。冷たくない氷の中で金色に輝くアルフを見て、サラージャはあせり、おろおろした。

『ばっばかな、封印がやぶられるっ？　超長いお使いクエストはっ？　七大陸の宝玉オーブはどこへ行ったっ？　お、乙おと女めの意地だけでまさかこのサラージャの封印が……いや、封印などどうでもいい。この小娘がもし「自立した剣の魔神」になれば、どれほど恐ろしい存在になることか！　これは早いとこ禍根を断っておかないと……！』

　サラージャは振りかぶって、アルフを氷ごとたたっ斬きろうとする。そのとき、アルフがカッと目を開いた。

「来ると思ったよ、焦ったね。あんたはすでに、あたしの作戦にハマってたんだよ！」

『なっ？』

　サラージャは躊ちゆう躇ちよした。だが、飛んでいる物体が空気中でブレーキをかけるということは、空気の抵抗が少なすぎるので不可能……飛行機のように、逆噴射で減速する能力もサラージャには無い。

（これはまずい……のかっ？）

　と思っても、ストップできないまま、サラージャはアルフの氷につっこんで砕いた。そのままの勢いでアルフを一刀両断に……という瞬間、アルフの全身がパアアーッと黄金に輝いた。

『うっ……な、何だ、光の圧力で……押されるっ！』

　サラージャは押しもどされ、ガラーンと地面に転がった。結果的に彼は、自分がせっかく封印したアルフの氷を砕かされただけだった。黄金の光に包まれながら、アルフは一歩、二歩と歩み出る。腰に巻くタイプのサロンエプロンが、ひらりと揺れる。腰には伝票の束、片手には銀色のお盆、サロンエプロンのポケットにはペンが一本刺さっている。実用的なタイプの、ウェイトレスファッションだ。

『な……？　ウ、ウェイトレス……っ？』

　緊張していたサラージャだが、思わず気の抜けた声を上げて、あざけるように笑った。

『ヒヒヒ、びっくりして損したぜ！　食堂の小娘がウェイトレス服に着替えただけかよ、むちむちナイスバディなウェイトレスを売りにして、貧乏食堂を立てなおすってか～？　腰の伝票の束が、マニア心をくすぐるねえ。そんならひとつ俺も注文してやろうかな。おまえの魔力をなあぁ～っ！』

　サラージャが、ふたたびアルフに飛びかかる。アルフは、ふー、とため息をついた。

「ほかのアークダイモンの自滅っぷりを見てようすを見てたってエバってたにしちゃ、あんたの頭脳もなかなかおそまつだね。観察ミスってやつだよ……人間の進化を甘く見積もりすぎてんじゃないかい？」

　アルフはサロンエプロンのポケットにさしたペンをスッと抜く。すると……ペンはすらりと刀身の反り返った剣シヤムシールとなった。ギョッ、とサラージャは息をのむ。

『ま……まさか、自立して戦えるようになったのかっ？』

「人間には火事場のバカ力ってやつがあってねぇ～……危機的状況に陥ったり、めちゃくちゃ腹が立ったりすると、アドレナリンがどぴゅーんって出て、ドーピング状態で身体能力が超アップするのさ。あんたに追いこまれたおかげでレベルアップできたよ、あたしはどうも陣じんと合体して戦うことにこだわりすぎていたし、自立して戦う方法はあんたが見せてくれたし、何より……あたしをここまで怒らせてくれたのは、あんたが初めてだからね。あんたのおかげで一皮むけたあたしの剣、受けてみな！」

　満みち溢あふれるパワーが黄金の光となって、アルフの全身からこぼれ落ちる。アルフは一瞬にして、サラージャの前にダッシュした。あまりにスピードが速いので、黄金の光が尾を引いて散った。サラージャはあたふたしながら、反撃の態勢をとろうとする。



    

  
    
      



    

  
    
      『生意気なっ、ウェイトレスが持っていいのはパフェを作るための果物ナイフだけだぜ！　てめーは脱皮したてのヤワいセミのようなもの、この俺おれが負けるはずが……っ！』

　サラージャはアルフに斬きりつけた。だがアルフは左手に持ったお盆を盾がわりにして防御する。サラージャの目が、初めて恐怖に見開かれた。

『こ……これはまずいっ、魔力の強さがぜんぜん違っ……』

「三千五百年寝てたあんたと違って、こちとら今までザコ妖魔ダイモンをセコセコ食って、戦闘力と魔力を磨いてきてんだよ！　継続は力なりってやつだ、甘く見たねサラージャ！」

　アルフは剣シヤムシールを振りあげ、サラージャに斬りつけた。サラージャの刀身が「まっぷたつに」裂ける。すなわち……縦半分に、二枚の薄い剣となったわけだ。

『うぎゃああああ！』

　悲鳴を上げたサラージャの片身は地面に突き立ち、強度の無い薄さのために割れ散った。もう片身は、シャーッと地面をすべっていく。結界が、ボワンともやを上げて消えた。アルフは剣をサロンエプロンのポケットに、さやに入れるようにつっこむ。剣はポケットの中に飲みこまれて行き、最後には元のペンにもどった。アルフは、遠くに転がった片身に視線を向ける。

「さて……あたしが赤ん坊のときのことを父ちゃんに思いださせて悲しい思いをさせたって点で、あんたは地獄行き確実なわけだが、今後の参考にもう少ししゃべってもらおうか？　あと残り四人のアークダイモンがどこにいるのかとか、そいつらの能力とか……あたしも家業が忙しいんでね、勝つなら楽に勝ちたいもんでねぇ～」

『うぬ……ぐぐっ』

　サラージャはうめく。アルフの両親が、もう身長三十センチ弱まで縮んでしまった赤ちゃんたちを、保温のためにせっせとタオルでくるみながら、アルフに言った。

「ちょいとアルフ、余裕ぶっこいてないでちゃっちゃとトドメをさすんだよ！　どうせそいつは今『ここでしゃべったら俺だけは助かるのかなー、でもしゃべったらあとの四人にぶっ殺されるのは確実だから、遅かれ早かれいっしょかなー、それならどっちがまだ生きのびるチャンスがあるかなー』って考えてるだけだよ！」

「そうだぜ、さっさとそいつの術をとかないと、赤ちゃんたちが死んじまうぜ！」

「あいよっ、わかったよ父ちゃん母ちゃん。そんじゃ……」

　アルフはふたたび、ペンを抜こうとした。が……そのとき、道の向こうからシエラが「ベビー服のかたまり」をかかえ、血相を変えて走ってきた。

「あっ、アルフそのかっこうはどうしたの？　アルフライラの制服作ったの？」

『ぷきゅ、ぷきゅ！』

「ほらねトーレム、わたしが言ったとおりアルフは、ほっといても一人で大丈夫だったでしょ？　なんたって、憎まれっ子世にはばかるだから。いえ、言ってないわよ？　わたしが個人的に憎んでるなんて、言ってないわよ？」

　アルフは真っ青になって叫さけぶ。

「なに一人で漫才してんだ、シエラっ！　それどころじゃないっ、足元……っ！」

「あっそうだわ、それどころじゃないんだわ。アルフ、あのサラージャとやらはどこにいるのっ？　庶民がどんどん縮んで……」

「足元だよシエラ！　危ないっ！」

　地面に落ちていたサラージャの目が、ギラッと光る。シエラは、ハッとして足を止めた。

『ヒハハハハーッ、どうやら運は俺おれに味方したようだぜ！　この小娘から魔力を盗んで、復活してやるぜーっ！』

　サラージャは、甘ったるい声でシエラに語りかけた。

『よう、お嬢さん……今日はおまえさんの好運日のようだぜ。おまえだけは、生き残るチャンスを手に入れたってこった』

「生き残るチャンス？　何のことよ？」

　シエラは眉をひそめる。アルフが叫んだ。

「聞く耳持つんじゃないよ、シエラ！　そいつ、ドネルカバブが使えなかったから、ことばでおまえの心を『盗む』つもりだ！」

『生き残りたきゃあ、あいつのことばこそ聞く耳を持つんじゃないぜ、お嬢さん。どうして、アークダイモンが徒党を組んで襲ってこないと思う？　もちろん、俺をふくむ残った五人は、この三千五百年のあいだに発達した人間の学問や、それが作りあげたおまえら魔神の力がどのていどかわかるまで様子を見ておかねば、返り討ちにあう……と考えて、なりをひそめていたからだ。が、先に倒された四人は、なんでみんな単独行動をしていたんだと思う？』

「かんたんなことよ。わたしだって『姦かん淫いん』だの『隣人をむさぼる』だの『殺す』だの、そんな仲間は欲しくないわ」

　シエラは気丈な口調で、サラージャに答える。

『ヒヒヒ、そういうこと……さ。俺たちは全員、おたがいのことを信用していない。俺たちが本格的に動き出して、人間の心にもう一度十じつ戒かいの禁きん忌きを戻したらどうなる、と思うね？　世の中は全員、とんでもない悪党ばかりになるぜ……もうすでに、俺たちが復活した影響で、人間はかなり悪くなってるがよ。最近、おまえの身の回りでも増えてると思わねーかい？　「父母を敬わない」親殺し、「姦淫」の不倫や援助交際、もちろん殺人、窃盗、「神を騙かたる」カルト宗教やニセ科学……ワクワクするぜ。とくに科学や発明ってやつは面倒だからな、ニセ科学がはびこって人間どもが再び迷信の時代に戻ってくれるのはありがたいぜ』

「人間を悪くして、何の得があるわけ？」

『今まで四人のアークダイモンを倒して、気づいたろ？　俺おれたち自身は、そんなに強かぁーない。頭の悪いキルシュって鮫さめ野郎が湖でがんばって人間を食おうとしても、せいぜい一年で何十人か食っただけだ。だが、さいわい俺は頭がいい。硬いクルミを自力で割れないカラスは、道路にクルミを置いて車にひかせ、割ってもらうって話があってなぁ……』

　シエラの顔から、さっ……と、血の気が引いた。

「まさか……！　人間を悪くするのは、人間同士を殺しあわせるためっ？」

『そーゆーこと！　俺たちは人間を餌えさにする、ただし殺しあうのはおまえら人間に任せる。俺たちは人間をたきつけて「割れたクルミ」を食うだけさ。いずれほかの五人も動きだす、そうなれば人間世界は誰だれ一人信じあうことのできない無法地帯と化すだろうぜ。少しばかりの良心や正義なんぞ、クソの役にも立ちゃしねえ。アークダイモンがその正体を人間どもの前にハッキリと現すようになれば、人間どもはとっとと白旗を上げて、あとは自分たち同士でアークダイモンに従うかどうか話しあい争いあって決めてくれるんで、俺たちにはまるで労力がかからんからな！』

　ごくり、とシエラは息をのむ。一瞬、目の前に核爆弾のキノコ雲や、爆撃を受けた焦土など……教科書で見た、戦争の光景がフラッシュバックした。

『そこでだ、小娘。おまえのラッキーな点は、今ここで俺を助けることができるということだ。俺を助けて、少しばかり生気を分けるだけでかまわない。そうすりゃ、その手柄を認めて俺の手下にしてやろう。ほかの五人にも、口利きをしておいてやる。つまり、世界中の人間が殺しあっても、おまえだけは助かるってわけだぜ』

　そのことばを聞いて、シエラは少し、カチンときた。

「あなた、何をたわけた寝言をホザいてるわけ？　すでに負け犬モードのくせに、自分が交渉できる立場にあると思っていて？」

『むろん、交渉できる立場にあるとも。俺を助けなければ遅かれ早かれ、おまえら一人残らず殺されるからな！』

「このセレブのわたしが、悪党の手助けをすると思っているところがすでに甘いわね」

　シエラは、冷ややかな目でサラージャを見おろす。アルフの両親が、焦った口調でアルフに言った。

「アルフ、何をのんびりしてるんだい！　サラージャが無駄口たたいてるうちに、近づいてってブチ壊すんだよ！」

「大丈夫。あたしがやらなくても、シエラがすぐやるよ。せっかくサラージャが自分から『自う白たって』くれてるんだしさ」

　アルフは余裕の表情だ。どんどん小さくなっていく赤ちゃんたちをおろおろと抱きながら、両親はますます焦る。

「なっ、何をのんきなこと言ってるんだい！　サラージャの『盗む』能力は知ってるだろ、魔神といっても変身前でしかもレベルゼロのシエラお嬢さんじゃあ、心が盗まれちまう！」

「ないない」

「断言っ？」

「シエラのほうへ飛んでったのが、野郎の運の尽きさ。あの気位の高いシエラが誰だれかのことばに『耳を貸す』なんてのは……断言させてもらうが、『ありえない』！」

　アルフの目にあったのは「確信」。雲行きが思ったように流れないので、サラージャは焦りはじめた。甘ったるいおためごかしを言うほどの余裕が無くなって、窮きゆう鼠そ猫をかむような脅しモードに入ってくる。

『死にたいのか、小娘？　セレブか何か知らないが、地球上の人間が全員、十じつ戒かいの禁きん忌きを破るようになれば、自分一人いい子ちゃんぶっていても仕方がないとは思わんか？　アークダイモンに戦いを挑むなど、愚かなことだとは思わんか？　ゾンビ映画を見たことがあるか、映画を見ながら疑問に思ったことはないか？　「どうしてこの主人公たちは、必死こいてゾンビから逃げまわってるんだろう？　とっとと仲間になっちまったほうが、ずーっと楽なのに」ってな？　それと同じだ、早いとこ俺おれの仲間になっといたほうが何かと楽でいいぜ。どんなに逃げ回っても、結果は同じなんだからなぁ！』

　サラージャが虚勢をはって下品に笑う。だがシエラは冷ややかな視線を落とすばかりだ。

「あなた、そうやって駆け引きをしているつもり？　上から目線で威勢のいいことを言えば、相手はハッタリにビビって丸めこまれるとでも？　残念ながら、わたしはあなたの話を聞いて、あらためて思ったのよね……アークダイモンを一匹残らずブッ倒す、って」

『な……っ、何だとっ、おまえ頭脳がバカか？　人の話を聞いてなかったのかっ、俺たちの手下にならなければ死ぬだけだぞ！』

「そこよっ、無礼者！」

　シエラは、地面に転がったサラージャをビシッと指さして、断言した。

「このセレブのわたしが『手下』だの『従う』だの！　そんなものになれると思っているのっ？　誰にも従わない孤高の存在だからこそセレブ、わたしをその座からひきずりおろして自分に従わせようなどという失礼千万な輩やからは、全力でブッつぶしてさしあげるわ！」

『ちょ……ちょっと待て、それだけか？　そんなちっぽけなプライドのためにアークダイモンを敵に回すつもりか？　せめてまだ、世界全人類の平和を守るとかなんとか、そういうカッコいい大義を抱いてるならまだしもだな！　いいから従っとけ、これは命令だ！　俺の手下になれ、俺に何かすりゃそれはほかの五人への宣戦布告だぞ！」

「命令ですって？　……このわたしに、命令ですって？」

　ぞわっ、とシエラの長い髪が怒りのオーラになびく。怒りに満ちた目で、シエラはサラージャの目を見下ろし、低い声でたずねた。

「ここでいきなりクイズです。捨てられそうで捨てられないものって、なーんだ？」

『なんだ、イジワルクイズじゃないだろうな？』

　どうやらサラージャは、シエラたちが毒どく呂ろ説せつ子このデートの予行演習につきあったことも知っているようだ。警戒しながら、サラージャは答えた。

『むー……。パラソルチョコの柄の部分の、きれいな透明のプラスチックか？』

「ブーブーブー、違いまーす！　確かにあのプラスチックは、セレブのわたしでも捨てにくいけれどね」

『わからん……答えは何だ？』

「答えは、どんなにみっともなくてもぶざまでも苦しくても、自分が正しいと信じる正義のためなら決して頭をさげはしない、ちっぽけなプライドよ！」

　ビシッ、とシエラはサラージャを指さした。傍観していたアルフの頬ほおが、紅潮する。

「おお。シエラ、言ってることが実はちょっとよくわかんないけど、なんだかカッコいいじゃん……」

　断言したシエラのことばを聞いて、サラージャの目が怒りに血走る。

『プライドだと？　くだらねー！　殺されるぞ、てめーも親も家族も全員殺されるぞ！　俺おれの命令に従って俺を助ける以外てめーには生きる道がねーんだぜ、わかったかコラ！』

「まだ『命令』とか言ってるの？　あなた、このわたしを、誰だれだと思っているの？」

『だ……誰、って。ざ……座ざ堂どうシエラ、ではないのか……？』

「違うわ」

　シエラは学校指定のローファーの底で、地面に落ちた剣の半身をバリイィィィィンッ……！　と、ふみつぶす。

「座堂シエラ、様っ！　よっっっ！」

『どぎゃー！』

　バリーン、とサラージャは木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散った。

　同時に、アルフの両親が抱いていた胎児のような赤ん坊たちが、むくむくむくっ、とふくらんで、元どおりまるまると太った赤ちゃんに戻る。二人はホッと、顔を見あわせた。

「良かった、戻った……。っていうか、ここまでしか戻らないのかい？」

　シエラも、腕の中の陣じんがベビー服にピッタリサイズまで育って、ニコニコほほえんでいるのを見てホッと胸をなでおろす。

（それにしても、倒してもここまでしか戻らないのね。ちょっと残念なような……でも赤ちゃんバージョンの庶民もかわいいから結果オーライかしら？）

「シエラ！　なかなかやるじゃん、あいつけっこう自う白たったよ」

　アルフがウエイトレス服を解除し、喜色満面でシエラに近づいてくる。彼女はシエラと違い、陣による感謝ゲージなどは必要ないので、戦闘後は自分の意思で撤収できるようだ。シエラはハッとして、おくるみで陣をぐるぐる巻きにし、アルフの目から隠した。

「あれ、何持ってんの？」

「えっ？　あー、えーとトーレム！　陶器製品だから、割れないようにくるんでるの」

　シエラは、ごまかし笑顔で答える。

（彼女は、アルフライラの中にいる赤ちゃんたちの中に庶民が混じってる、と考えているはず。わたしがひとりチョロまかしたのは、気づいていないはずよ。この子が庶民だとわかったら、彼女もわたしと同じように、逆『紫むらさきの上うえ』計画を立てちゃったりすると困るから……ここは、こっそり隠しておかなくちゃね）

　シエラはニコニコして、こそこそ、と後ずさる。アルフは陣じんの指ゆび環わを手にして、シエラにたずねた。

「あれ、どこ行くんだよ？　これ、陣に返さなくちゃって思ってるんだけど……」

「え……えっ？　何のことかしら？　それ、誰だれのことかしら？」

「思いっきりセリフが棒読みで不自然なんですが、何かよからぬ隠しごとでもしてる？」

　アルフは眉をひそめて、シエラの顔をじっと見つめる。シエラは、なおも後ずさりを続行しながら、ぷるぷる、と小刻みに首を横に振った。

「い、いいえ？　隠しごとなんてしてないでござるよ？」

「こんどは語尾が不自然」

「あっ、家に帰らなくちゃ！　ランボー２が始まっちゃう、じゃ！」

　シエラは、ぴゅーっと走って帰る。徹頭徹尾不自然なシエラに、アルフは手を腰に当て、あきれたように首をかしげる。

「なんかシエラの家のテレビって、週イチでランボー２入ってない？」

「おい、アルフ。ちょいと、赤ちゃんの整理を手伝ってくれよ。元にもどったらもどったで、チョロチョロすばしっこくていけねえや！」

　アルフの両親が、獲とれたての鮭さけがごとくピチピチとはねている赤ちゃんたちを、両りよう脇わきに二人ずつかかえながら、外に出ないよう、右往左往している。アルフは指環をポケットにしまい、赤ちゃんを家の中にもどすのを手伝った。

「父ちゃん、どっかに陣いない？　たぶん、楔くさび形がた文字を見せて近づいてくる赤ちゃんがそれだと思うんだけど。指環、返さなきゃ」

「指環なんかあったってしかたねーだろ、赤ちゃんなんだから。ったく、こんな子沢山になっちゃってどうするよ！　保育園でも開けってのかいコンチキショウ」

「いや、さっきサラージャが言ってたじゃないか。自分の能力は、効果が遅れるのが玉たまに瑕きずだ……って。ドネルカバブを食ってから赤ちゃんになるまでも少しタイムラグがあったし、ちょっと待てばじきに元の中高生に戻るさ」

　そう言いながら、アルフはふと、挙動不審だったシエラのことがあらためて気になる。

「それにしても……トーレムを包むには、厳重すぎやしなかったかい……？」

「ちょいとアルフ、ひとりマッハの速さでハイハイして逃げてる！　つかまえとくれ！」

「おっと、ボンヤリしてる場合じゃなかった。あいよ！」

　と、アルフは赤ちゃんの世話に戻る。それきり……シエラのことは、きれいに忘れてしまった。



　さて、シエラはタクシーに乗って、ようやく自分の家に戻ってきた。

　陣じんをおくるみに包んだまま出迎えるメイドたちの列を抜け、メアリーやニコライにも「軽音楽部の楽器なの」とごまかして、シエラはまんまと自分の部屋に陣をつれこむことに成功した。

「やった！　さあ庶民ちゃん、あなたのおうちでちゅよー」

　それでも名前は「庶民」らしい。シエラは陣を、ふわふわの天てん蓋がいつきベッドの上に乗せた。まだ寝返りをうてないので、転げ落ちる心配は少ないと奈な津つは言っていたが、

「かわいい庶民ちゃんに、もしものことがあったらだめでちゅからねー」

　と、シエラはベッドのまわりにふわふわの羽毛クッションをしきつめる。

「ふゃん、ふゃん、ふゃん……」

　陣が、子猫のような声で泣きだした。あら、とシエラは陣を抱きあげる。

「えっと……オムツのブルーラインは……出てない、ってことはウンチッチやオチッコちゃんじゃないでちゅねー。トーレム、ミルク作ってきてくれる？」

『ぷきゅー！』

　トーレムは片手を上げて「了解」を示す。シエラの自室は、ホテルのスイートルームのようにつづき部屋になっている上、自分用のバスルームまであるという豪華仕様である。

　トーレムは哺ほ乳にゆう瓶びんとミルクの缶を持ち、バスルームの洗面台のお湯でミルクを作るべく、隣の部屋へ移動した。しかしトーレムは小さいので、ミルクスプーンを振りまわしてミルクを作るだけでも、たいへんな労力と時間がかかる。

　ミルクができるのを待つあいだ、シエラは陣を抱っこしていたが、ふと、その頬ほおが熱っぽく紅潮し、手のひらや足のうらも熱くなっていることに気づいた。

「あら、お手々がほかほかでちゅね。ねむねむでちゅねー」

　シエラはもう一度陣をベッドの上に、そっと乗せる。

「じゃあ、ニコライやメアリーのお迎えを川原で待ちゅのは、明日にちて、今日はもうおねんねちまちょうねー。ママが添い寝ちてあげまちゅからねー。今、ねまきに着替えまちゅから待っててねー」

　シエラは陣を待たせないよう、大急ぎで制服を脱ぐと、薄いネグリジェに着替えて陣の横に寝転んだ。すると、陣がシエラのほうを見て、指をしゃぶりながら、「ママが来てくれた」というような安あん堵どの表情をうかべ、眠そうなトローンとした目でほほえむ。眠くて体温が上がり熱っぽくなった赤い頬ほおが、リンゴのように丸い。シエラは胸がきゅーんとして、陣じんの頬をちょっとさわってみた。すると、小さな小さな手でシエラの指をぎゅっといっしょうけんめい握ったので、シエラの胸はますますきゅんきゅーんとしめつけられる。

（かわいい……。もし庶民の赤ちゃんを産んだら、やっぱりこんな顔してるのかな）

　そんなことをふと考えて、次の瞬間、シエラはボッと顔を赤くする。

「ななななな何を考えてるの、わたしったら！　庶民の赤ちゃんっていうか、庶民が赤ちゃんなわけだし、だ、誰だれが産むって？　わたし？　なっ、なんでわたしがママなのよ！」

「ふぇ～ん。ふぇ～ん」

　思わず大声を出したシエラに驚いて、陣が泣きだした。シエラはうろたえ、あわてて陣の胸を優しくトントンと手でたたく。

「きゃっ、大声出ちてごめんでちゅよ～、泣かないで～。そうだ、おねんねできるように、ママがお歌を歌ってあげまちょうね～」

　ささやくように小さな声でそう言って、シエラは陣に添い寝しながら胸をトントンたたきつつ、つぶやくように子守歌を歌った。

「♪ねんね、ねんね、よいこだねんね♪　♪よいこ、よいこの、シエラちゃん♪」

　無意識にくちびるからすべり出したその歌に、シエラは自分で驚いた。

（あら……そういえばわたし、すっかり赤ちゃんのあつかいに慣れているわ。これなら、赤ちゃんになってしまった庶民をこれから何十年も育てていくのに、自信がついたわ。やっぱり、わたしの、あふれるばかりの母性本能や母性愛のたまものなのかしら。でも、本能で子守歌まで歌えるはずがないのに……どこで覚えたのかしら？　安あん藤どうさんに言ったように、今まで一度も子供にさわったことがないのに……歌詞もメロディーも単調で、オリジナルソングの香りがするし……最後に「シエラちゃん」ってくっついてるけど……）

　陣の胸をたたきながら、シエラは何度も歌いつづける。自分の声を自分で聞いて、なつかしく感じる。記憶が、よみがえってくる。母と娘は声が似るという……自分の子守歌を聴いているうち、シエラは、それがかつて自分の母が歌ってくれていたものだったということに気づいた。

（そうだわ、これはママの歌……。わたしがものごころついたときから、オペラだファッションだって世界じゅうを飛びまわって、パパのお金でぜいたくすることしか考えてなくて、たまにパフェを分けてくれたけど、わたしのことなんてちっとも愛してないと思ってたのに、どうしてだかわたし、この歌を知ってる……。もしかして、ママはわたしのこと、今わたしが庶民のことを思ってるのと同じ気持ちで……？）

　自分が歌っているのに、まるで自分が母親に子守歌を歌ってもらっているような、不思議な感覚と安らかな気持ちに包まれて、シエラはそのまま眠ってしまった。

　すー、すー、とシエラは寝息を立てる。胸をトントンたたかれていたほうの陣は、まだ寝つけていなくて、シエラの手が胸の上に乗り、添い寝されている関係上顔が彼女の胸のすぐそばにある状態で、目をきょろきょろ動かしていたのだが……。

　めりっ、と不吉な音がした。陣じんが着ている足袋つきのベビー服が破れはじめたのだ。陣は、どんどん成長しはじめた……アルフが言ったように、サラージャの魔術にはタイムラグがあるため、今ごろようやく魔法が完全に解けはじめたのだ。

　あれよあれよ、という間に陣はもとの高校生に戻ってしまった。むろん……ベビー服もオムツも完全に破れてしまっている。隣にはシエラが添い寝している。シエラの片手は陣の胸に置かれ、陣の顔はシエラの、ネグリジェからのぞく、わずかにふくらんだふたつの胸のあいだにうまっている……添い寝されていた位置関係上、どうしてもそういうことになってしまう。

（なななななななな何だこれはー！　どうして俺おれがこんなところで、真裸マツパで、座ざ堂どうと……っ？　アルフライラにいたんじゃなかったのか俺は、座堂はぶじにカポタストを買えたのか？　どうして俺が裸で座堂と同じベッドに寝てるんだ、座堂は何も気づいてないのか？　誰だれが俺を脱がせたんだ、それとカポタストって結局どんな道具なのか俺は知らないわけなのだが、その二点が大いに気になる点だ。カポタストとは関係ないが、魔法のランプに似たカレーを入れるアレはカレー用ソースポットだと、ここ最近なぜだか一度は言わずにいられないのはどういうわけだ。俺がなぜ裸で座堂の胸に顔をうずめてひとつベッドで寝ているのか、誰か四百字以内で説明してくれ、そして教えてくれ……この状態のまま、俺は今からどうなるんだ……？）　シエラを起こすのが怖くて、陣は微動だにできず、全身をこわばらせていた。すー、すー、というシエラのかわいい寝息が、胸にうまっている陣の後頭部あたりを優しくなでて、何だか全身がこう、もにょもにょする。今は少しばかり天国モードかもしれない。だがシエラが目を覚ました瞬間、そこは阿あ鼻び叫きよう喚かんの煉れん獄ごくとなることは容易に想像がつく。

（誰か、助けてくれ……いろんな意味で……！）

　固まったまま、陣は心の中で叫さけんだ。ミルクを運んできたトーレムは、ベッドの上の二人を見てポンッと顔を赤くし、これは見てはいけないものを見てしまった、と言わんばかりに、あたふたと隣の部屋に戻ってしまった。

　シエラの甘い寝息がいつまでも、陣の髪を優しくなでつづけていた。



    

  
    
      


　　あとがき



　鬼担当がなんか最近、萌え萌え言いながらしこしことトーレム人形を作っているのですが、異常に上手で度肝を抜かれた今日このごろです。以前、あとがきで少し書きましたが……コミックアライブ５月号（３月27日発売）から、「ぷいぷい！」の漫画版の連載が始まりました。作画は、小説版と同じなもり先生です。シエラがいっぱい見られますので、ぜひ漫画のほうもご覧くださいませ。

　わたしは小説のほか、漫画の原作の仕事もしていますが、漫画の原作というのは決まった書き方がありません。原作家によって、まちまちです。それは、漫画の原作家が、脚本家だったり小説家だったり漫画家だったりするからです。わたしの場合は演劇の脚本のような形式で書きますが、テレビの脚本形式だったり、小説形式だったり、原作家がネーム（コマ割）までやってしまう場合もあるそうです。

　しかし漫画版「ぷいぷい！」や、その前にコミックアライブで連載していた漫画版「風水学園」（全一巻）は、小説を漫画化したものなので、ふだんわたしがト書きで原作を書いている作品よりも、もっと漫画家さんの自由度が増している感じがします。なので、できてきた作品を見ると、私自身も「そうか、ここってこういうシーンなのか、こういう表情だったのか！」という新鮮さを感じます。愛あい花かのひざこぞうがやぶれたストッキングなど、もうどうしてくれようかというような勢いのトキメキ感です。

　漫画は、当たり前ですが絵が多いので、小説の挿絵では描ききれなかったキャラクターが出てくるのもポイントですね。シエラパパ、実は小説で出てきてないのです。どんな顔をしてるのか……楽しみですね。座ざ堂どう家のメイドさんたちも、全員顔や雰囲気が違いますので、あなたの好みのメイドさんにツバつけとくのも良いかも（←それでどうしろと？）。

　ところで今回、ドネルカバブが出てきました。昔からちょっとオシャレ系なパン屋さんにはピタパンを置いてましたが、やっぱりぐるぐる回る巨大な串くし焼やき肉から目の前で、シェラスコのようにばりばりと肉をそぎ取ってくれると、おいしそうに見えますね。こないだドネルカバブ屋さんの前を通ったら、アラブ系の店員さんがお客のアラブ人と「アッサラームアライクム」ってあいさつしあっていましたが、なんかすごい棒読みで、日本人でもはっきりとヒアリングできました。もっとヒアリングしやすいのはドイツ語ですが……テレビから「下手な棒読みのドイツ語」が流れてきたので「あー日本人が外国語しゃべると抑揚がなくて棒読みですよねー」と思ってテレビを見たら、ドイツ人がしゃべってました。おいおい。英語は日本語の倍ぐらい音域が広がり、テンポや抑揚なども種類が多いので、聞き取りにくいのですが、それに比べるとドイツ語やアラビア語はすごく平坦ですね。

　では今回もご愛読ありがとうございました。なもり先生、漫画のほうもよろしくです！

　　　二〇〇七年四月

　　　夏緑＠トーレムはにわ疑惑浮上中



    

  
    
      

　著者

　夏緑（なつ・みどり）

　　小説『戦姫』（ＨＪ文庫）、『ドンこい！』（ＺＩＧＺＡＧ ＮＯＶＥＬＳ）、漫画原作『獣医ドリトル』（小学館）、科学読本『科学で防災＆サバイバル大百科』（童心社）など、人生がもはやサバイバル。

　　月刊コミックライブ誌上で『ぷいぷい！』漫画版を連載しています。

　　作画は、小説のイラストと同じなもり先生です。動くシエラのかわゆさを、たんまりとご堪能ください。



　イラスト

　なもり

　　６月25日生まれ。

　　修羅場なのに眠くて仕方ない時に、シーツとか布団と枕のカバーとかを洗濯して自分に追い討ちをかけるんですが、それはそれで作業自体は眠すぎて全く進まないので普通に寝たほうがいい気もしてきました。ごろ。

　　代表作『リセットな彼女』（ファミ通文庫）

　　公式ＨＰ「ELEGY SYNDROME」

　　http://www.geocities.jp/elegy_syndrome/
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●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『ぷいぷい５！』（２００７年４月30日　初版発行）に基づいて制作されました。
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